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＜プロローグ＞









「幸せの小鳥が、どうして青いか知っている？」

　そう問いかけられた、幼い日の浅あさ倉くら柚ゆず香かは、瞬きをして母親を見上げた。

　ペットショップの陳列棚の前で、猫アレルギーのくせに猫を飼いたいとだだをこねて母を困らせていたことも忘れて投げかけられた問題に興味を示す。

　子どもらしいクリクリの目をさらに丸くして小首をかしげるその姿は、柚香自身が小鳥のようだ。

「それ、絵本の鳥さんの話？」

　昨夜、母親に読み聞かせをしてもらった絵本の挿絵を思い出しつつ柚香が聞く。

　青い小鳥を探す旅に出かけた兄妹の物語で、鮮やかな青い小鳥の挿絵が綺麗な、今一番お気に入りとしている絵本だ。

　青空に溶け込みそうな綺麗な青い鳥の絵を思い出して目を輝かせるわが子の姿に、母は愛おしげに目を細めて髪をそっと撫でる。

　母の優しい手つきに、柚香はくすぐったいと身を捩りながら、母のスカートの端を掴んで「ねえ、どうして？」と、答えをねだった。

　最高に楽しい秘密を持っていると言いたげな表情を見せる母は、柚香の小さな手を引いて小鳥コーナーへと足を向ける。

「どうして絵本の小鳥さんは、赤でも黄色でもなく、青い色をしていたのかな？　あの二人は、どうして青い鳥を見つけて幸せになることができたのかな？」

　母の口調は、楽しいナゾナゾを出題しているようだ。

「魔法が使える特別な鳥さんだから？」

　彩り豊かな小鳥たちを目で追いながら、柚香が捻り出した答えに、母は「幸せになるのに、魔法なんて必要ないの」と、優しく笑う。

「大事なのは、青い鳥を見つけることなの」

「……？」

　意味がわからないと首を傾げる柚香に、母は優しく語りかける。

「青い鳥を見つけたら幸せになれる。その理由はね……」
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「あの時、なんて言われたんだっけ？」

　十月末、行きつけのダイニングバーのカウンターに突っ伏して頬を預ける柚香は、アルコールにぼやけた意識で唸る。

「なにが？」

　隣に腰掛ける同期の小お笠がさ原わら菜な穂ほ子こが、緩慢な動きで氷が溶けきったカクテルを飲みながら聞く。

　人の好き嫌いがハッキリしていて、取っつきにくい性格の菜穂子だが、一度仲良くなった相手にはとことん優しい。

　そんないい友達に迷惑をかけちゃいけない……と、頭の片隅では思うのだけど、いかんせん今日は自分の適量をかなり超えたアルコールを摂取しているのでうまく理性が働かない。

「なにがって……」

　重たい頭をどうにか持ち上げた柚香は、菜穂子を見上げつつ彼女の言葉をなぞる。

「……ああ、夢か」

　とろんとした眼差しでしばし記憶を巡らせ、柚香は唸るように呟く。

　店内を満たす暖かな昼の陽光、周囲の雑踏や動物の鳴き声。どれだけ清潔にしていても漂うペットショップ特有の獣臭。優しい母の存在。

　その全てを鮮明に思い出すことができても、あれはもう触れることが叶わない過去の思い出にすぎない。

　あの日、幼かった柚香は二十九歳の大人の女性に成長し、自分の手を優しく引いてくれた母は中学生の時に病をこじらせ帰らぬ人となった。

　そのことを寂しく思い、深いため息を吐く。

「ちょっと子供の頃の夢を見てたみたい」

　姿勢を直して乱れた髪を手櫛で整える柚香の隣で、菜穂子が腕時計を確認する。

「眠いなら帰る？」

　菜穂子は背中に手を回し、スツールの背もたれに挟んでいたバッグを取ろうとするがその手を掴んで止める。

「まだ帰りたくない」

　そう唸りつつ掴んだ彼女の手首に視線を落とすと、時間は十一時を過ぎたところだ。

　遅めの時間ではあるが金曜日のためか、酒だけでなく料理にも定評があるダイニングバーは、カウンター席以外はかなり賑わっている。

　共に家具メーカー、ライフ・ルームに勤める柚香と菜穂子も、明日と明後日は休みなので急いで帰る必要はない。

　店の喧騒に負けないよう、肩を寄せ合って語らうカップルに恨めしげな視線を送っていると、菜穂子は仕方ないと息を吐く。

「じゃあ、さっきの話の続きなんだけど……」

　姿勢を戻す柚香は、なんの話をしていただろうかと記憶を辿らせると、菜穂子が会話をなぞる。

「父親の伯父が認知症になったらしいんだけど、独身で子供がいないから私の親に成年後見人っていうのになって欲しいって電話かかってきたんだって。なんかそれ怖いよね？」

　そんな話をしていたのかと、柚香はグッと眉根を寄せる。

　さっき母の夢を見たのは、菜穂子の話が無意識に作用してのことかもしれない。

「成年後見人なんて意味わかんないし、なんか大変そうだから、私としては親戚でも断った方がいいと思うのよ」

　口角を下げ未知の役割に拒否感を示す菜穂子を宥めるように、柚香が柔らかな声のトーンで助言する。

「そんな急いで断らなくてもいいと思う。必要な人がいるからこその制度なんだから、少し調べて考えてから判断したら？」

「そう？」

「うん。任される仕事としては、判断能力の低下した人の財産管理とか、必要な種類のチェックとかサインとかだけど、そこまで大変じゃないと思うよ。なにより誰かがなってあげないと、伯父さんが困るんだろうし」

「やけに詳しいね」

　奇妙なものを見たといいたげに目を丸くする菜穂子に、柚香はため息を吐いて再びカウンターに突っ伏す。

「お母さんが早くに亡くなって、その後、色々あったのよ……」

　その表現は、正しくないが嘘でもない。

　説明すると長くなるし、なんとなく説明するのが難しい話なので曖昧な言葉で濁しておく。

　──要かなめ君、元気かな？

　その名前を思い出せば、いつも何処か不機嫌そうにしていた少年の顔が脳裏に蘇る。

　線が細く端正な顔立ちをした彼は神経質そうな印象が強く、気位が高い血統書付きの猫を連想させた。

　気安く触れば爪を立ててきそうなのに、距離をとりすぎると寂しげな視線をこちらに向けてくる。

　まさに気難しい甘えっ子の猫。扱い方がわからず、柚香は彼と話すときはいつも少し緊張していた。それでいて、一緒にいると優しい気分にもなる不思議な時間を二年間共有した少年。

　奇妙な縁で繋がっていた彼は、今頃どうしているだろうか……。

「眠いならやっぱり帰る？」

　ぼんやり過去を振り返っていると、菜穂子が聞く。

「やだっ！」

　頑なな表情で首を横に振る柚香の動きに、菜穂子は仕方ないと息を吐く。

「いいよ。今日は柚香の気が済むまで付き合ってあげる。来週は三十路の誕生日ってタイミングでフラれたんだから、とことん飲まなきゃ気が済まないよね」

　菜穂子は、柚香の背中をポンポンと叩きいたわりの言葉をかけてくれる。その優しさに感謝しつつ、でもそこだけは譲れないと主張する。

「……フラれてはないから。あれは、私の方から別れたの」

　眉間に皺を刻んでそう主張する柚香に、菜穂子は空のグラスを揺らして、「ハイハイ」と相槌を打つ。

　軽くあしらうその姿に、柚香は唇を尖らせてグラスに残っていたカクテルを飲み干した。

　そしてまだまだ飲む気であるという意思表示も込めて、お任せで次のカクテルを注文する。すると菜穂子も仕方がないと、自分の分も頼む。

　そんな二人の姿にカウンター向こうのウエイターは軽く頷き、手際よく新しいカクテルを二人の前に置く。

　赤ワインベースの口当たりのいいカクテルに気をよくした柚香が名前を確認すると、「キティ」だと告げられた。

　英語圏の幼児語で「子猫」を意味するその単語に、菜穂子は口角を下げ、柚香は眉間に刻まれた皺を深くする。

「猫、嫌い」

　まだ十分に残っているグラスを遠くに押しやり唸る柚香に、菜穂子が苦笑いを浮かべる。

「カクテルに罪はないでしょ」

　そんなツッコミに、柚香は深いため息を漏らす。

「猫アレルギーじゃなかったら、今年の誕生日をつつがなく迎えられたのかな？」

「なに現実逃避してるの。大事なのは、アンタのアレルギーじゃなくて、浮気しない男に誕生日を祝ってもらうことでしょ」

　菜穂子が冷ややかにツッコミを入れる。

「う……っ」

「ていうか、泥沼に陥ることなく、早々に恋人の浮気を見抜くきっかけをくれたんだから、アレルギーには感謝しなさい」

「……」

　いよいよごもっともなご意見である。

　同僚でもある恋人の竹たけ内うち文ふみ彦ひことは、付き合って四年になる。

　同じ会社で働いていても、柚香と菜穂子は資材管理部で内勤が多い。逆に営業職の文彦は、外回りも多く、休みが不定期なのでもともとすれ違いは多かった。その上文彦が後輩の指導も任されるようになってからはその傾向が顕著となり、職場だけでなくプライベートでもすれ違いが続いていた。

　互いにキャリアを重ね、任される仕事が増えればそんなもの。そう納得して、会える時に会えばいいと仕事に励んでいた。

　それでも抑えきれない寂しさはあり、どうにか時間をやりくりして一ヶ月ぶりに文彦の部屋を訪れた柚香は、彼の部屋に入るなり涙目になりクシャミが止まらなくなった。

　顔を合わせるなりクシャミを連発する自分が恥ずかしくて、自分が猫アレルギーであることを説明して、軽い気持ちで「文彦が、どこかで猫と遊んできたんでしょ」と責任転嫁したところ、彼が過剰とも言える勢いで否定してきた。

　その勢いに驚きつつ、ふと文彦が教育係を担当している新入社員の赤あか堀ほり瞳ひとみが、長毛種の猫を飼っていると話していたことを思い出したので、彼女と一緒にいることが多いからではないかと言い直した。

　その名前を耳にした瞬間の文彦の凍りついたような表情に、柚香は察するものがあった。

　その後はチープな流れだ。

　相手の顔がわかるだけに、嵐のような嫉妬が心を駆け巡り、真実を追求せずにはいられなかった。

　嘘で取り繕うおうとする男と、追及する女。下手な嘘を吐くのが面倒になって浮気を認める男と、裏切りが許せない女。

　そんな三文芝居のような流れを経て、柚香は三十歳の誕生日を目前に、こうして女友達と夜遅くまで酒を飲んでいる。

　もし自分が猫アレルギーじゃなかったら、彼の浮気に気付くこともなく、平穏に三十歳の誕生日を迎えられたのかもしれない……とか、彼の浮気が一時の気の迷いで、柚香が気付かないうちに二人の関係が終わっていれば……とか、考えてしまうのは柚香の弱さだ。

　恋人の浮気を目の当たりにして許せないくせに、一人で生きて行けると嘯けるほど強くもない。

　では次の恋を……と、簡単に気持ちを切り替えられる性格でもないので、今の自分を持て余してしまう。

「たかが失恋で、仕事を辞めるとか言い出さないでよ」

　難しい顔であれこれ考える柚香を見て、菜穂子が忠告する。

　柚香は、それはあり得ないと肩をすくめ、「別れたのは私の方だから」と再度釘を刺す。

　確かに、しばらくの間は文彦や瞳とオフィスで顔を合わせるのは辛い。

　現に今日だって、二人で共有していたスケジュールアプリに、来週末は洒落たレストランで柚香の誕生日を祝う予定だという通知を受けて気分が滅入っていたのだ。

　別れていなければ果たしていたであろうその予定通知が、柚香だけでなく文彦にも届いているのだと思うとなお気まずいのだが、そのくらいことで仕事を辞めるわけがない。

「そこまで乙女キャラに出来てないわよ。転職するのも大変だし、この仕事好きだし、仕事と恋愛を同時に手放すなんて痛すぎる」

　ライフ・ルームは、アンティーク調の家具の製造販売を主軸に、海外メーカーの家具輸入、修復も手掛けている。扱う商品はどれも量販店の家具とは異なる味わいがあり、使い込んでも飽きることのないほどよい存在感を放つ。

　昔からアンティーク調の家具が好きだった柚香としては、今の仕事を気に入っているので、失恋くらいで職を手放す気はない。

「ならいいけど」

　自分のグラスを空にした菜穂子は、柚香が拒絶した分のグラスを自分の方に引き寄せる。

「誕生日だし、なんかいいことないかな」

　引き寄せたグラスを飲んでいいかと問いかける菜穂子に、頷くことで返事をした柚香が唸った。そんな彼女に、グラスに口をつける菜穂子が聞く。

「例えば、白馬に乗った王子様的な人と運命的な出会いをして、永遠の愛を誓ってもらう的な？」

　それこそ自分は、そんな乙女チックな期待をするようなキャラではない。

「王子様を期待するほど、子供じゃないわよ。どうせ、永遠の愛なんてあるわけないんだから」

　素敵なお伽噺に目を輝かせていたのは、遙か昔の思い出だ。

　強く愛し合い、駆け落ちまでして結婚したというのに、柚香の父親は、母が亡くなった数年後には寂しさから再婚してしまった。そのシビアな現実を目の当たりにしているだけに、お伽噺のような素敵な恋など期待していない。

　文彦の手痛い裏切りを受けた直後では、なおのこと。

「恋愛は当分いいかな」

　柚香はため息を吐き、キティの代わりになにを頼もうかとメニュー表を探す。

　そんな柚香の前に、新たなグラスが置かれた。

「これは……？」

　細身のグラスは、透明感のある青から深い青へとグラデーションのついたカクテルで満たされていて、天井から降り注ぐ照明の明かりの下で美しい輝きを帯びている。

　その華やかさに一瞬気を取られた柚香が、不思議そうにグラスを置いたバーテンダーに視線を向けると、四十代後半といった感じのバーテンダーは、緩やかな所作でカウンターの隅を示す。

「あちらのお客様からです」

　その言葉に視線を向けると、二つほど空席のスツールを挟んだ先に、一人の男性客の姿があった。

　控え目な照明で判別しにくいが、年齢は柚香たちより上だろうか。

　足の長いスツールに腰掛けていても持て余す脚の感じから、かなりの長身と思われる彼は、粋なデザインのスーツを品よく着こなしている。そのうえ遠目にも整った顔立ちをしているのがわかるので、あり得ない展開に戸惑ってしまう。

　隣の菜穂子が「なにこれ、あの人と知り合いなの？」と小声で騒いでなければ、酔い潰れて夢を見ているのではないかと考えるところだ。

「えっと……ありがとうございます」

　首を横に振ったきり呆然としていた柚香は、菜穂子に肘で突かれ、どぎまぎしつつお礼を言う。

　すると男性は、自分のグラスを軽く持ち上げ嬉しそうに微笑む。その拍子に体の角度を変えたことで、さっきより彼の顔がハッキリと見えた。

　鼻梁が高くシャープな輪郭をしている彼は、切れ長の目に野心的な輝きが見て取れて、こちらの目に飛び込んでくるような強烈な存在感がある。

　整いすぎて冷たい印象を与える彼だが、少し口角を持ち上げて微笑むだけで、纏う空気感が変わり、柔らかで人懐っこい雰囲気を醸し出すから不思議だ。

　手品のように一瞬にして印象を変える彼に見惚れていると、菜穂子がテンション高く柚香の背中を叩いてくる。

　痛い痛いと背中を反らせる柚香は、そのまま横目で彼を窺う。

　申し分ないイケメンで、身に纏うスーツも上質。

　──誰だろう？

　モデルやタレントと言われればあっさり信じてしまうような極上の男性だ、一度でも会ったことがあれば忘れられるはずがない。

　突然の展開に、多少ドキドキしてしまったのは事実だが、ころりと纏う雰囲気を変えてしまう様子は、気紛れな猫を連想させてどうにもいただけない。

　そんな柚香の警戒心に気付く様子もなく、彼は自分のグラスを軽く掲げて微笑む。

「誕生日が近いと聞こえたので」

　甘く掠れた彼の声は耳に心地よい。

　菜穂子との会話を聞かれていたのなら、恋人と別れた云々のくだりも聞かれていたはずなのだが、そこに触れてこないのは大人の配慮だろう。

　──というより、哀れみかな……。

　失恋の痛手でひねた思考になる柚香をよそに、男性は菜穂子にも酒をご馳走する。

「よかったら、一緒に飲みませんか？」

　突然のイケメン登場に舞い上がる菜穂子が、彼に柚香の隣の空席を勧めた。

「ちょ、ちょっと……」

　慌てて制止しようとするが、菜穂子はそれを無視して彼を誘う。そして小声で「いいじゃない。失恋の傷を癒やすのは新しい恋が一番よ」と返してきた。

「だから、そんな気分じゃないって」

　そんなやり取りを小声で交わしている隙に、彼は「お邪魔では？」と問いかけつつも腰を浮かせてしまう。

　彼の声に反応して視線を向けると、人懐っこく微笑みかけられてしまった。

　小声とはいえ、こちらの会話が聞こえているはずなのに、彼はこちらの話が全く聞こえていないかのように、笑顔で柚香の言葉を待つ。

「えっと……」

　どうしたものかと柚香が曖昧に首を動かすと、彼はそれを肯定のサインと受け止め、「ありがとう」と隣に腰掛ける。

　座るために体を前に傾ける彼が、なにかを囁いた気がして彼の顔をまじまじと見た。

「……？」

　彼に「久しぶり」と、言われた気がしたが、そんなことあるはずがない。

　一瞬ライフ・ルームの顧客かとも思ったが、そうだとしても資材管理部の柚香には関係がない。

　酔ったせいで聞き間違えたのだと理解するまでの数秒、まじまじと見つめていると、相手は意味深に目を細めた。

　そんな彼の顔を間近で彼を観察していると、なにかが心にひっかかる。だけど、それが上手く形にできないのでもどかしい。

「……」

　すっきりしないこの感情は、どこから来るのだろうか……。その出どころを探るべく、じっくり彼を観察していて、彼は最初の印象より若いのではないかということに気付いた。

　高級感漂うスーツをそつなく着こなす様子から、それなりの年齢を重ねていると思っていたが、艶やかな肌に皺やシミはなく、健康的な若々しさを讃えている。

　──三十歳過ぎくらいかな？

　貫禄のある物腰から、ハリのある肌を差し引くと、そのくらいの年齢だろう。

「なにか？」

　あれこれ考える柚香の視線に、件の男性が首を傾げる。些細なその仕草にも甘く掠れた声にも、男としての色艶があり、つい見惚れてしまう。

　そしてそのせいで、先ほど感じた違和感がなんであったのか、いよいよわからなくなる。

「この子、緊張しているんですよ」

　彼の方を向いているため背中を預ける形になっていた菜穂子が勝手に代弁し、そのままの勢いでカウンターに身を乗り出して二人分の自己紹介をすると、彼にも自己紹介を求める。

「名前……」

　この状況で名前を聞かれるのは、ごく自然な流れだ。

　それなのに彼は頬に長い指を添えて、クルリと視線を巡らせる。そうやって少しの間を置いてから、悪戯な笑みを添えて言う。

「ソラ」

「はい？」

　思わず素っ頓狂な声を漏らす柚香の背後で、菜穂子が「キラキラネーム」と、呟くのが聞こえた。

　ソラとは、ファミリーネームとファーストネームのどちらだろうか。それに、どんな漢字を当てるのだろう……。

　酒で鈍る思考を巡らせてあれこれ漢字変換してみるが、適切な漢字が思い当たらない。

　柚香にとって「ソラ」という名前は特別な意味を持つということもあり、どうしてもカタカナが思い浮かんでしまうのだ。

「もしかして、外国の方ですか？　もしくはハーフとか？」

　閃いたという感じで菜穂子が聞く。

　確かに、彫りの深い端正な顔立ちは、ハーフや外国籍の人だと言われれば納得がいく。でも彼は首を横に振って、菜穂子の意見を否定する。

「じゃあ、どんな漢字を書くんですか？」

「どうだろう？　カタカナでいいんじゃないかな？」

　菜穂子の質問にそう返して、男性は悪戯な笑みを添えて肩をすくめる。

　その答え方で、「ソラ」という彼の名前が偽名であることが察せられた。

　それでも不思議と、それを不快に思わない。

　肩を捻って菜穂子の方に視線を向けると、彼女も仕方がないという感じで肩をすくめた。

　上質な品を身に纏い、男の色香を漂わせるその佇まいを見れば、彼がそれなりの社会的地位に就ていることは察せられるので、気軽に名乗りたくないのかもしれない。

　そんな柚香の推測を裏付けるように、自称ソラが言う。

「本名を名乗ると、面倒な日常がつきまとって、せっかくの出会いを楽しめない気がするので」

　そう言って肩をすくめる様は、なんともキザだ。だけど彼のような見目麗しい男性が色気漂う声で彼が囁くと、恐ろしく様になる。

「気に入らないなら、君の好きに呼べばいい。だからカクテル一杯分でいいから、君の時間を俺にわけてくれないか？」

　あっさり偽名であることを認めるソラは、カウンターに頬杖を突き柚香に顔を寄せてそう付け足した。

　端整な顔立ちの彼が無防備に顎を突き出す姿は、やけに艶を感じてしまう。

　彼の放つ色気に、頬が熱くなる。

「ソラさんで、いいです」

　だから適切な距離感を保ってほしいと、背中を反らせて彼から離れると、背後から菜穂子に抱きしめられた。

　そうやって柚香の首筋に腕を絡める菜穂子は、耳元で「いい感じじゃない」と囁く。

「そんなんじゃないって」

　焦りつつ小声で返すが、距離を詰められて過剰反応してしまうのは、彼に心ときめいてしまったからだ。

　でもそれだけではない。彼が口にした「ソラ」という名前が、子供の頃に飼っていたインコの名前と同じだったからだ。さっき夢で見たあの日、猫の代わりに家族の一員に迎え入れた小鳥に「ソラ」と名付けたその偶然に驚いたせいもある。

　そのことを手短に説明すると、菜穂子は納得するどころか「それこそ運命じゃない」とはしゃぐ。

「違うから」

　急いで否定しても、菜穂子はニヤニヤと笑うだけだ。

　そして顎で彼のほうを示すので視線を戻すと、話が聞こえていたらしいソラは、柚香の前に置かれたグラスに自分のグラスを寄せて聞く。

「じゃあ、その偶然に乾杯してくれる？」

「喜んで」

　素早くそう返したのは、柚香ではなく菜穂子だ。

　その答えを合図に、ソラは柚香のグラスに自分のグラスを軽く当てて乾杯を済ませてしまう。

「ちょっ……」

　文句を言おうと振り向くと、菜穂子はトイレに行くと言い置いて席を離れてしまう。

「ごめん。迷惑だった？」

　菜穂子の背中を視線で追いかける柚香に、彼がそっと詫びる。

　彼に視線を戻すと、しょげて肩を落とすイケメンの顔があった。

　さっきまで大人の男の魅力に溢れていた彼だが、そういう表情を見せられると、自分より年下のような印象となり、なんとなく罪悪感を覚えてしまう。

「そんなことないです」

　咄嗟にそう返すと、彼の表情はすぐに華やかなものへと戻る。

　猫の目のようにころころ変わる彼の印象には、どうしても戸惑ってしまうのだが、彼はそんな柚香の気持ちに気付くことなく親しげな口調で語りかけてくる。

「急に声をかけて悪かった。信じてもらえないかもしれないが、こんなふうに自分から女性に声をかけるのは、これが初めてだ」

　そこで一度言葉を切って前髪をクシャリと掻き乱すソラは、「それでも、どうしても君と話がしたかった」と困り顔で打ち明ける。

　柚香に、彼ほどの男にそこまで言わせる魅力があるとは思えないが、彼が嘘をついているようにも思えない。

　だとしたら……。

「なにか嫌なことでもあって、一人でいるのが嫌だったんですか？」

　彼が自分たちに声をかけた理由は、おそらくそんなところだろう。

　一人でいるのが辛い夜くらい、誰にでもある。気持ちを紛らわせるために飲みに出た先で、たまたま近くで飲んでいた柚香たちに声をかけたのだ。

　その問いかけに、彼が薄く笑うところを見ると、その予想は当たっているらしい。

　もしかしたら彼も恋人と別れたばかりで、柚香たちの話が聞こえていたからこそ、同族意識を感じて声をかけてきたのかもしれない。

　そう思うと、色々納得がいく。

　勝手に失恋仲間という親近感を抱き、柚香は表情をほぐす。

「誰にでも、どうしようもなく寂しい日はあります」

　まさに今の自分がそうだ。

「ありがとう」

　柚香の言葉に、ソラが安堵の息を吐く。その様子から察するに、よほど一人でいるのが辛かったのだろう。

　同類相哀れむ。そんな感情を抱くのは失礼かもしれないが、柚香としては、週末特有の熱気で賑わう店の中、やるせない思いを抱えているのは自分一人じゃないと思うと救われるものもあった。

「では改めて」

　ソラが自分のグラスを揺らす。

　それに応えて、柚香も自分のグラスを差し出し改めて乾杯をした。

「今日の……に」

「え？」

　ソラが乾杯の言葉を口にしたとき、背後のテーブル席の客が一際大きな歓声をあげたので掻き消されてしまった。それでも彼が「今日の出会い」ではなく「今日の再会」と言った気がする。

　そのことを確認しようとしたとき、肩に重くのしかかる感覚があった。肩をがっしりと掴まれる感触と同時に、首筋に菜穂子が顔を寄せてきた。

「盛り上がっているじゃない」

　嬉しそうに囁く菜穂子は、視線が合うとニンマリ微笑む。

「別に盛り上がってないよ。少し話をしただけ」

　どこか言い訳がましい口調になる柚香に構うことなく、菜穂子はスツールに置いてあった自分のバッグを手にした。

「帰る？」

　菜穂子の動きに反応して、柚香もカウンターに手を突いて立ち上がろうとした。でもそんな柚香の手に、ソラが自分の手を重ねた。

「……」

　中腰になる柚香を見上げる彼の眼差しが、まだ帰らないで欲しいと語っている。柚香としても、さっきの会話の流れがあるので、すぐに帰るのは申し訳ない思いもある。

「なに言ってるの。帰るのは私だけよ」

　こともなげに返す菜穂子は、バッグから財布を取り出すが、それを開く前にソラが言う。

「ここは俺が」

「そんなわけには……」

　ソラの言葉に先に反応したのは、柚香の方だ。

　菜穂子の支払いをソラが持つと言うのであれば、当然、柚香の支払いも含まれる。食事がてらこの店で待ち合わせをして、そのまま二人でだらだら話しながら飲んでいたので、それなりの金額になっているはずだ。

　それを初対面の彼に支払わせるわけにはいかない。

　慌てて止める柚香に、ソラが言う。

「その代わり、もう少し付き合って」

　どうしようかと菜穂子を見上げると、彼女は柚香の肩を軽く叩いてソラに奢りのお礼を言うと一人で帰っていく。

「ちょっ……菜穂子っ」

　置き去りにされ、彼女を追いかけるべきか迷う柚香だが、重ねられたままの彼の手を払うことができず諦めた。

「改めて」

　店を出ていく菜穂子の背中を見送った柚香が諦めたように息を吐くと、重ねていた手を離したソラがグラスを持つ。

　柚香も、それにならって自分のグラスを持ち直した。

「なんて言うか、変なところで強引ですね」

　そして自分は、そんな彼のペースにあっさり呑まれている。

　本来の自分は、こんなに流されやすい性格をしていない。こんなのらしくないと、口角を下げて顔を顰める柚香に、ソラは嬉しそうに目を細める。その表情は、悪戯を成功させて喜ぶ子供のようだ。

「なんだか猫みたいな人ですね」

　ころころと変わる表情や、マイペースな彼の雰囲気は、気まぐれだけど狙った獲物はちゃっかり逃さない猫を連想させる。

　よく言われていることなのか、ソラは柚香の言葉に得意げに目を細める。その表情は妙に色っぽく、触れてみたいという衝動に駆られる。

　──ヤバい。かなり酔ってる。

　初対面の人相手になにを考えているのだ。内心で自分を窘め、落ち着くために、自分に用意されたカクテルに口をつけた。

　よく冷えた青い液体は、微かなとろみがあり、爽やかな酸味を含んだ甘い液体が喉を優しく撫でていく。

　柔らかな味わいに冷静さを取り戻した柚香は、子供の頃の夢を見たり、菜穂子と猫の話をしたりしたせいで、彼を猫っぽく感じたり、触れたい衝動に駆られたりするのだろうと自分を納得させる。

　そしてそのついでに、菜穂子相手に酔いに任せてなにか恥ずかしい話をしていなかっただろうかと記憶を辿るが、逆に恥ずかしい話しかしていなかった気がしてきたので回想を中断した。

「……」

「ところで俺は、君をなんて呼べばいい？　なにか呼び方のご希望はある？」

　甘い液体を苦い表情で飲んでいると、そう聞かれた。

　彼が偽名を使っているので、柚香もそうしてもいいのかもしれない。でも先ほど菜穂子が二人分の自己紹介をしてしまった後で、それをするのもなんだか変だ。

　それ以前に、柚香には偽名を必要とするほどの社会的地位はない。

「朝倉でも、柚香でも好きな方で」

　お好きにどうぞと肩をすくめる柚香は、カウンター上で指を動かし、自分の漢字をなぞる。

　その動きを視線で追いながら頷いていたソラが、柚香を見て嬉しそうに微笑む。

　相手の目を見て話す。ごく当たり前のことだけど、彼のように整った顔立ちの人を相手にすると妙に緊張してしまう。

「……恋のため息だね」

　こちらの深い部分を探るような眼差しを向け、ソラが呟く。

　熱を感じる眼差しと、不意の言葉に、柚香は驚き目を瞬かせる。

　そんな柚香の戸惑う様を十分味わった後で、ソラはククッと喉を鳴らして、悪戯っ子の笑みを浮かべる。

「柚子の花の花言葉だよ。他にも『汚れなき人』という意味もあるらしい」

　その表情を見れば、彼はこちらが勘違いすることを見込んでの言い回しだったのだと察せられる。

　からかわれ、あっさり相手が望むままの反応を示してしまった自分が恥ずかしくて、柚香はむすりとした表情で前髪を掻き上げた。

「花言葉、詳しいんですか？」

　わかりやすく機嫌が悪くなるのも、相手の思う壺のように思えて面白くないので、澄ました顔で問いかけてみる。

　すると彼も澄ました表情で、「知っているのは、柚子の花だけだよ」と返されてしまった。

　イケメンの含みのある物言いに、揶揄われているとわかっても顔が熱くなる。そんな柚香に追い打ちをかけるように、ソラは柚香の耳元に顔を寄せて甘く掠れた声で囁く。

「柚香」

「──っ！」

「ずっと、君のことをそう呼びたいと思ってた」

　耳朶に触れる吐息に鼓膜どころか脳の奥深い場所をくすぐられたような錯覚を覚えて、柚香は頬を赤く染める。

　思わず彼から耳を庇うように手で耳を包み、体を後ろに逸らす柚香を見て、ソラは無邪気に獲物をなぶる仔猫といった感じで微笑む。



　──か、揶揄われた……。

　これはいよいよ話題を変えた方が良さそうだ。それではなにを話せばいいだろうかと視線を彷徨わせると、彼の手元のグラスで止まる。

「なにを飲んでいるんですか？」

　半分ほど減った彼のグラスには、薄い琥珀色の液体が入っている。

「ハイボール」

　グラスを揺らし、琥珀色の液体を踊らせるソラが返す。

　そしてそれを口に運び、うっとりと目を細める。

　話題が逸れたことに安堵すると共に、至福の味を堪能していると言いたげな彼の表情に純粋に好奇心が刺激される。

「ハイボールが好きなんですか？」

　意外に平凡なものを好むのだと、彼に親近感を抱く。

　そんな柚香に、ソラはもう一口琥珀色の液体を味わってから言う。

「手間をかけたハイボールはね」

「手間？」

　ウイスキーを炭酸で割っただけのハイボールに、手間もなにもないのでは。

　不思議そうな顔をする柚香にソラが聞く。

「ハイボール、飲んだことある？」

「出来上がっているタイプのなら」

「出来上がっているタイプ？」

　不思議そうな顔をするソラに、柚香はジェスチャーで缶のプルトップを開ける仕草をしてみせた。

　それを見て納得したソラは、スタッフに声をかけなにか小声で頼み事をする。

　小さく頷きながらソラの話を聞いていたスタッフは、話を聞き終わると、楽しげな表情で人さし指と親指で丸を作りその場を離れていく。

「なにを頼んだんですか？」

「百聞は一見にしかずって言うから」

　ソラが楽しそうに返す。

　遊び心に溢れる彼の表情は、見ている側の心をくすぐる。

　失恋したばかりではあるが、この心くすぐられる感覚は悪くない。そんなことを思っていると、二人の前に、ウイスキーのボトルとソーダの瓶、空のグラス二つに、アイスバケツといったハイボールを作るのに必要と思えるものが並べられていく。

「缶のハイボールも悪くないけど、せっかくだから飲み比べてみよう。まずは好きに作ってみて」

　そう言われ、柚香は戸惑いつつもハイボールを作り始める。

　家でお酒を飲むことはあまりないし、店で飲むときは、せっかくだからとカクテルのような味や見映えを楽しめるアルコールを頼んでしまう。

　飲み会のように複数人がまとめて注文する飲み会などの席では、周囲に合わせてビールかサワーなので、ハイボールに馴染みがない。

　──とは言っても、ウイスキーを炭酸水で割るだけだし……。

　極めて浅い知識として、そう認識している。

　その知識に従い、柚香はグラスに氷を入れてウイスキーを注ぐと、そこに炭酸水を足してマドラーでかき混ぜた。

　カラカラと涼しげに氷が鳴るグラスの中で、小さな泡が弾けていく。

「こんな感じかと」

　そう言って、彼の飲み掛けのグラスの隣に並べた。

　氷が溶けていない分、柚香が作ったハイボールの方が色は濃いが、基本的に見た目は変わらない。

　だからこれでいいのではと、視線でお伺いを立ててみる。

　でも柚香が作ったグラスを眺めたソラは、軽く肩をすくめるともう一つの空のグラスへと手を伸ばし、そこに氷を詰めるとマドラーを差し込みグラスの中で軽やかに回転させた。

「まずはグラスを冷しておくんだ」

　自分の動作の理由を説明し、グラスの中で少し溶けた氷の水をアイスボックスに返すと、そこにウイスキーを注ぐ。そのまますぐに炭酸で割るのではなく、そこでまたグラスを回転させる。

　彼がグラスを回す度、彼の手首の血管や筋が見え隠れして、なんだかそれが妙に色っぽい。

　その作業に見惚れていると、ウイスキーの温度をグラスと均等にさせていると教えてくれた。

　優雅な手つきでマドラーを回して納得したのか、グラスに添えている指の腹で温度を確かめるソラは、小さく頷き炭酸水を優しく注ぐ。

「どうぞ」

　ソラは自分が作ったハイボールをコースターに乗せ、柚香の作ったものと並べる。

　そうやって並べられたグラスを見て最初に思うのは、生まれては消えていく泡が違うということだ。

　柚香の作ったグラスの中では氷に纏わり付くようにしている泡が、ソラの作ったグラスの中では、繊細な鎖のような連なりとなって上っていく。

　泡の動き一つ取っても、彼の作ったハイボールの方が美味しそうだ。

　そのことを告げると、ソラが嬉しそうに頷いた。

「見た目だけじゃなく、味も驚くほど違うよ」

　次は、味の違いを確認してと、ソラは二つのグラスを揃えて柚香の方へと差し出す。

　柚香は、まずは自分の作ったハイボールに口をつける。

　一口飲むそれは、柚香の知っている味だ。個人的には好みの味ではないが、ウイスキーをそのまま飲むより炭酸水で薄まっているおかげで格段に飲みやすい。

　でもそれだけ。

　強いていうのであれば、柚香が作ったものは量の配分が適当だったせいか、缶のハイボールの方がまだ美味しいという程度にしか感想もない。

　どこか高い場所に視線を向けて考える柚香に、ソラが次をどうぞと促す。

　材料が同じなのだから、少し手間をかけたくらいで、味が大きく変わるとは思えない。

　そう思いつつ彼が作ったグラスに口を付けた瞬間、柚香は大きく目を見開いた。

「──っ！」

　驚いた勢いのままソラの方へと視線を向けると、彼が誇らしげな様子で目を細める。

「全然違うだろ？」

　そう問いかけられれば、頷くしかない。

　わずかな手間をかけるだけで、なぜ味がここまで違うのか不思議でしょうがない。その理由が知りたくて、柚香は二つのグラスを交互に飲んだ。

　でもわかるのは、ソラが作ったハイボールの方が格段に美味しいということだけだ。

「温度だよ」

　不思議そうに飲み比べを続ける柚香に、ソラが種明かしをする。

「ウイスキーとソーダ、それぞれが馴染む適温があるんだ。最適な温度でウイスキーとソーダを出会わせると、味が数段美味くなる」

「なるほど」

「全てのものに、出会うには最適なタイミングというものがあるということだよ。焦らず出会うべきタイミングを待って、最高の出会い方をすることで世界は大きく変わるんだ」

「そんなふうに言われると、ハイボールのレシピが壮大な恋愛物語のように聞こえますね」

　大仰な彼の言い回しについ揶揄ってしまうが、確かに適切なタイミングを選ぶことで、味が違ってくるのは確かだ。

　柚香の言葉に気を悪くする様子もなく、ソラは嬉しそうに微笑んで、柚香が作った方のグラスを手に取りそのまま口に運ぶ。

「あっ」

　焦る柚香に、ハイボールを一口飲んだソラが言う。

「ハイボール二杯は、飲み過ぎになるよ」

　すでに強か酔っているし、確かにそのとおりだ。

　涼しい顔でハイボールを飲むソラの横顔を見ていると、一瞬、いい年をして間接キスを意識してしまった自分が恥ずかしくなる。

　それに一人で二つのグラスを抱え込むのもいかがなものかと思うので、間接キスの件に関しては忘れておくことにした。

　気持ちを切り替えて、ソラが作ったハイボールを飲むと、やはり柚香の記憶にあるそれに比べて格段に美味しい。

　新鮮な味わいを楽しんでいると、ハイボールの作り方の延長線として、ソラが蒸留酒の雑学について語ってくれる。

　彼の声は、低く落ち着いていて耳に心地よいし、他の人と微妙に違うアクセントや、時折会話に混じる英単語の滑らかな発音から考えると、海外生活が長かったのかもしれない。

　頭の片隅でそんな分析をしつつ、柚香は彼の話に聞き入っていた。

　彼の声に身を委ねているのは、酒を煽ることで思考停止をさせて現実逃避するよりずっと穏やかに柚香から恋人との別れの痛みを遠ざけてくれる。

　それが心地よくて、柚香は静かに彼の声に耳を傾けていた。

「……そろそろ帰ります？」

　どれくらい話していたのだろう。

　その声に反応して周囲を確認すると、食事と酒を楽しむ人で賑わっていたはずの店内は、いつの間にかだいぶ空いている。

　そのことに驚き時計を確認すれば、いつの間にか日付が変わっていた。

「もうこんな時間」

　腕時計に視線を落として目をぱちくりさせる柚香を見て、ソラが表情を綻ばせる。

「その反応は、この時間が退屈じゃなかった証拠だと思っていいのかな？」

　そう確認されれば、認めるしかない。

　最初こそ戸惑ったが、彼は話してみれば楽しい人だ。

　知識も豊富で、相手を引き込む話術にも長けている彼は、その雰囲気からも身に纏う品々からも、それなりの地位に就いていることは察せられるし、男性としての魅力にも溢れている。そんな彼と、親密な関係になりたいと熱を上げる女性も多いだろう。

　実名を入力してネットで検索すれば簡単に個人情報が得られる時代、行きずりの女性とお喋りを楽しむには偽名を使うくらいの警戒が必要なのだと理解できる。

　彼がそう考えているのであれば、こちらも今更本名を聞くなんて無粋なことをするつもりはない。でも名前も知らない彼とは、この店を出れば二度と会うこともないと思うと、一抹の寂しさを感じてしまう。

　──って、私、なにを考えているんだか。

　数時間前にこの場所で菜穂子に「当分恋愛はいい」と宣言したばかりなのに。

　内心で自分を窘め、柚香は「楽しかったです」と、素直に自分の気持ちを認める。

　するとソラは、軽く顎を上げ、満足げに目を細て微笑む。そんな彼の表情は、喉をくすぐられて喜ぶ猫を連想させる。

　そのことがおかしくて小さく笑っていると、スタッフが会計伝票をカウンターに置く。

「あ、私も払います」

「いいよ。俺が引き留めたんだから」

　ソラは、柚香の申し出を断る。

　提示された金額から、ざっくり自分と菜穂子の食事分を引き算してみると、ソラは酒を飲んでいただけで食事はしていないようだ。

　そんな彼に、全額支払わせるわけにはいかない。

「俺を、約束を守る男でいさせてよ」

　ソラは、財布を取り出そうとする柚香の動きを制して、スタッフにカードを預けてしまった。

「でも……」

　支払いを済ませカードを受け取るソラは、そう言って立ち上がる。その際に、人好きのする微笑みを添えることも忘れない。

　支払いのタイミングを逃した柚香は、お礼を言って彼と二人一緒に店を後にする。

　連れ立って店を出ると、自然と二人の距離が密になり、彼が身に纏うムスクの香りが鼻腔をくすぐる。上品な香りが複雑に絡み合ったそれは、彼によく似合っていると思う。

　柚香たちがいたダイニングバーは地下にあり、外へと繋がる階段は、二人で並んで歩くには少し窮屈だ。

　階段の前まで来ると、ソラは自然な仕草で柚香の腰に手を添えて一歩下がった。

　そつのない動作に、彼の女性への馴れを感じる。

　──彼ほどの男性だ、さぞやモテることだろう。

　そんな彼が柚香に声をかけたのはただの気まぐれで、もう会うこともないだろう。それはごく自然なことなのに、別れをひどく寂しく思ってしまうなんて、どうかしている。

　階段を上り切り地上に立った柚香は、彼に気付かれないよう苦笑いする。

　そんな柚香の肩をソラが抱いた。自分の肩を包み込む彼の手の温もりに、心臓が大きく跳ねてしまう。

　緊張する柚香の背後から体を重ねてくるソラが、耳元で囁く。

「遅くなったから、タクシーで帰って」

　もしホテルに誘われたら……などと、頭のどこかで考えていた柚香は、紳士的な彼の言葉に、安堵と落胆の感情がない混ぜになる。

「そうですね」

　もう終電も終わっているので、それが妥当だろう。

　ソラは街の喧騒から守るように柚香の肩を抱いたまま、車道へと近づいていく。

　彼ほどの男性が自分にがっつくはずもないとわかっているのに、こうやって体を密着される、その存在を強く意識してしまう。

　なにを期待していたのだと、柚香は自分を戒めて車道へと視線を向けた。

　ちょうど遠くに空車のランプを灯したタクシーを見つけると、柚香より先にソラが片腕を伸ばして合図を送る。

　その合図に気付いたタクシーが停車してドアを開くと、彼は運転手にタクシーチケットを渡して、柚香を乗車させる。

「気をつけて帰って」

「あの、いくらなんでもそこまで甘えるわけにはいかないです」

　焦る柚香を無視してソラが聞く。

「ところで誕生日の予定は？」

　このタイミングで聞くようなことではないと思うが、焦りから素直に答えてしまう。

「普通に仕事をして終わりです。もしかしたら仕事帰りに、さっきの友達と軽く飲むかも知れませんけど」

　恋人と別れたばかりだし、平日で仕事もあるのでそんなものだ。

　正直に返すと、ソラが嬉しそうに目を細めた。

「じゃあ、今日のお礼として俺に誕生日のお祝いをさせくれると嬉しいな」

「え……？」

　それではお礼にならないではないか。

　そのことを説明しなくては……と、慌てることで束の間の沈黙が流れると、ソラはそれを肯定のサインと受け取ったのか、「ありがとう」と微笑む。

　そして承諾のお礼といった感じで、柚香の頬に口づけをする。

「へ……」

「君の誕生日の夜、この店で待ってるから」

　彼に口付けられたのだと気付いて呆然としている隙に、彼は「約束だよ」と念を押して運転手に合図を送りドアを閉めてしまう。

　走り出すタクシーの中で、よく考えれば彼は柚香の正確な誕生日を知らないはずだと気付き、結局は酔っ払いの口約束なのだと理解した。
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「で、あのイケメンとのその後は？」

　週明けの昼休み、カフェで席に着くなりそう問いかけてくるのは、もちろん菜穂子だ。

　オフィスの近くにあるこのカフェは、味がよくランチプレートの見栄えもいいのだが、平日のランチにしては少々値が張る。そのため給料日前の店内は満席ということもなく、入ったときに軽く店内を見渡したが見知った顔もなかった。

　菜穂子がランチにこの店を選んだのは、誰かに話を聞かれる心配なく、ソラとのその後について話を聞くためだ。

「どうって……世間話しながら飲んで、お礼を言って別れたわよ」

「ホテルは？」

　店内に知り合いがいないとはいえ、真昼からド直球な問いに頬が熱くなる。

「行ってない。そこまで軽くない。ついでに言うと、連絡先も聞いてない」

　それは嘘ではないが、あのまま彼に誘われていたら、自分はどうしていただろうか。

「え～つまんない。私なら、記念にエッチしとくし、絶対連絡先の交換しておくけどな」

　期待外れの結末に、菜穂子は不満げな顔でランチプレートのサラダをフォークで突く。

　子供っぽく唇を尖らせサラダに八つ当たりする菜穂子に、彼に頬に口付けをされた上に、誕生日の夜にまた会おうと誘われたなんて報告したらなにを言われることやら。

　なんだか面倒なことになる予感しかないので、そのことについては黙っておく。

「記念って……なんの記念よ」

　呆れ口調で返すと、菜穂子がすかさず言い返す。

「失恋と、イイ男に口説かれた記念。だってあんなイイ男に声をかけられるなんて、それだけでも奇跡なんだから」

「口説かれてはないし」

「視線が柚香を口説いていたわよ」

「勘違いだよ」

　そう返してパンを頬張る。

　自然な動きで肩を抱かれた時や誕生日を祝わせて欲しいと言われた時、正直に言えば柚香自身、彼に口説かれているのかもしれないと考えた。それだけじゃなく、些細な会話で盛り上がってお酒を飲んでいる間も、彼の眼差しに多少の熱を感じていた。

　この出会いが運命の恋にでも発展するのではないかと考えもしたが、世の中そんなに甘くない。

　柚香の誕生日を祝うと言ってくれた彼だけど、連絡先も交換していないし、柚香の正確な誕生日も聞かなかったのだから。

　ちなみに柚香の誕生日は今週の木曜日だ。平日なので、このままだと特に祝うこともなく仕事をして終わることになるだろう。

　確かにソラに祝ってもらえれば、いい思い出になったのかもしれないけど、そんなことあり得ない。

　あの週末の全ては、酒の勢いが生んだ夢のようなものなのだ。

　彼の方は、夜が明けて酔いが醒めると共に、柚香のことなど忘れているかもしれない。

　柚香だって、週が明けて日常が始まった今では、あれは、たまたま同じ夜に同じような寂しさを抱えた二人が、偶然同じ店に居合わせたことで見た夢のようなものだと理解している。

　それだけでも十分いい思い出になったと一人納得する柚香とは逆に、菜穂子はつまらないと唇を尖らせている。

「そんな顔で睨まれても、これ以上なにも出てこないわよ」

「ちぇ～。もったいない。面白くない」

　大袈裟に唸る菜穂子だが、これ以上柚香を突いたところで面白い話を聞き出すことは不可能と判断したのか、突くばかりだったサラダをフォークで刺して口へと運ぶ。

　柚香だって、確かにもったいないとは思う。

　彼と酒を飲みながら過ごした穏やかな時間を思い出すと、心がふわふわとするし、再び味わえるのであれば、味わいたいとは思う。

　でもどう考えても、自分と彼では住む世界が違うのだから、これ以上のなにかを期待しても疲れるだけだ。

　身の丈に合わない豊かさを求めれば身を崩すことを、柚香はよく知っている。

「ごめんね」

　柚香が謝ると、菜穂子もしょうがないといった感じで肩をすくめる。

　やっと落ち着いて食事ができそうだと安堵し、フォークを手にした時、店に新しい客が入ってくる気配がした。

　カウベルが鳴る音と共に聞こえてくる女性の声に聞き覚えがある。その気配に反応して店の戸口へと視線を向けた柚香は、思わず手にしていたフォークを落とした。

　食器がぶつかる硬質な音に反応して、店内の視線が柚香に集中する。

　ちょうど店に入ってきた男女二人の視線も柚香に向けられ、揃って驚きの表情を浮かべた。

　──文彦と赤堀さん……。

　店の戸口で硬直する二人の姿に気付いた菜穂子が、アッと口を開いてフリーズする。

　こちらに気付いて硬直する文彦の隣では、赤堀さん……こと赤堀瞳が、元から大きな瞳をいつも以上に大きくさせている。

　瞳という名前を体現するような形のよい二重の目が印象的な瞳は、全体的に可憐な雰囲気が漂っていて、パステルカラーがよく似合う。今日も薄いピンクのスカートに白のジャケットを羽織る彼女は、同性の柚香の目から見ても十分に可愛らしい。

　──男性社員に人気があるのにも納得がいくな……。

　頭のどこか冷静な部分でそんなことを考えている隙に、文彦が瞳に合図して引き返していく。

　こちらに背中を向ける直前、瞳がこちらに視線を向け、嬉しそうに唇に人差し指を添えて「内緒」とサインを送ってきた。

　そして先を行く文彦のスーツの端をそっと掴み、指先で彼に甘える。

　その愛らしい仕草に、恋人を寝取った女の計算高さは感じない。

　純粋に、社内恋愛をまだ隠しておきたいだけといった感じだ。

「赤堀さん、普通に可愛いよね」

　自然と溢れる言葉に、彼女に僻む思いはない。

「ごめん」

　向かいの菜穂子が謝るけど、最初その意味がわからなかった。きっと店を選んだのが菜穂子だから、そのことを謝っているのだろう。

　会社に近いのに、他の社員に会う確率が低いカフェは、昼時の内緒話にちょうどいいのと同じくらい、社内恋愛中の恋人との逢瀬の場にも適している。

「菜穂子のせいじゃないよ」

　謝るようなことじゃないと笑い、柚香はフォークを握り直して食事を再開した。

　こちらを気遣う菜穂子と当たり障りのない会話をしながら、さっきの愛らしい瞳の姿を思い出す。

　自分には、あんなふうに文彦に甘える可愛らしさはない。

　年齢や、持って生まれた性格もあるけど、四年も付き合ったという今更感もある。

　それにずっと二人の関係を秘密にしていたのだって、会社の人に知られたら別れた後が面倒という思いからだ。

　どこか冷めた思いを抱えて文彦と付き合っていた柚香には、昼休みの短い時間も恋人と一緒にいたいなんてことは思いつかないし、それを職場の人に見られた時に、気恥ずかしさと嬉しさをない交ぜにした表情を浮かべるなんてしない。きっと偶然一緒になったとか、適当な嘘を並べてその場を取り繕ったことだろう。

　文彦が瞳のように素直に甘えてくれる女性を求めていたのなら、二人の恋の結末は当然の結果だといえる。

「逆にありがとう」

　さっきの二人の姿を目の当たりにしたことで、彼との関係は終わるべくして終わったものだったのだと納得できた。

　誰のせいでもなく、これは駄目になる恋だったのだ。

　多少二股の期間があった不誠実さに関しては、長い付き合いなので忘れてあげることにする。

　柚香が何故お礼をいうのかわからないと、菜穂子が不思議そうな顔をした。

「なにが？」

「なんていうか、スッキリした」

　柚香の表情をしばらく観察していた菜穂子が、納得したように頷く。

「そう、よかった。……なら次の恋だよね。だとしたらやっぱり相手は……」

　嬉々とした顔で話す菜穂子を制して、柚香は、それはないと首を横に振る。

　それでいて心のどこかでは、ソラと名乗った彼との再会やその後について想像してしまうのだから困ったものだ。

「あの人の連絡先も知らないんだから、この先なんてないよ」

　その言葉は、菜穂子ではなく自分に言い聞かせているような気がしなくもないが、そのことに関しては深く考えないことにしておく。
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　菜穂子とカフェでランチを取った週の木曜日、柚香は一人であの日と同じダイニングバーを訪れていた。

　別に、ソラとの約束を期待しているわけじゃない。

　ただ、せっかく誕生日に残業もなく仕事が終わったので、自分へのご褒美に美味しい料理とお酒を楽しんで帰ろうと決めてのことだ。

　とはいえ、店に足を踏み込んだ瞬間、つい彼の姿を探してしまったのだけど。

　そして彼がいないことを確認すると、落胆してしまうのだから苦笑いするしかない。

　──バカみたい……。

　いい年をして、心のどこかでは少女漫画のような展開を期待していた自分が恥ずかしい。

　軽く頭を振り、先日同様、カウンター席に腰を下ろす。

　平日の早い時間のせいか、客は柚香の他には、テーブル席に三人組の客がいるだけだ。

　柚香は誰もいないカウンターに腰掛けハイボールとおつまみ程度の軽食を注文した。

　それを待つ間にスマホをチェックすると、菜穂子から食事の誘いのメッセージが届いていた。

　なにげない口調で食事に誘ってくれているが、今日、オフィスで瞳が「恋人が夜景の見えるお洒落なお店で食事しようと誘ってくれた」と、はしゃぐ姿を見たからだろう。

　屈託なくはしゃぐ瞳はもちろん知らないのだろうけど、彼女の言う「恋人」が連れて行ってくれる素敵なお店とは、もとは、文彦が柚香のために予約していた店だ。

　区切りになる年齢の誕生日、せっかくだから洒落た店で祝おうと文彦が言い出し、料理だけでなく眺望も素晴らしいと評判のレストランを半年も前に予約したのだった。

　その頃は、こんな形になるなんて思ってもいなかったが。

　二人で共有していたスケジュールアプリは既にアンインストールしたし、店を予約したのは文彦なのだから好きにすればいいと思う。

　そんな思いを正直に口にしても、菜穂子には気を使われそうだ。

　菜穂子の気遣いはありがたいが、せっかくの誕生日を、腫れ物扱いで過ごしたくないので、明るい調子でお礼と断りのメッセージを送っておく。

　一仕事終えてスマホをうつ伏せにしてカウンターに置くと、そのタイミングを見計らったように、注文したハイボールが柚香の前に置かれた。

　暖色系のライトに照らされたグラスを満たす琥珀色の液体は、小さな泡が、螺旋状に上っていき見た目にも美しい。

　それを見ていると、これまでハイボールを頼まずにきたことが悔やまれる。

　ソラと出会ったことで、ほんのわずかではあるが、世界の見え方が変わった気がして楽しかった。

　彼と交わした些細な会話が心地よかっただけに、どうしても、またあんな時間を過ごせればいいのにと願ってしまう。

　ささやかなやるせなさを感じつつ、一人ゆっくりとグラスを傾けていると、背後に人の気配を感じた。それと共に、強く記憶に焼き付いている複雑なムスクの香りが漂う。

「次はなにを飲む？」

　背中から覆い被さるようにして顔を覗かせるソラが言う。

　スツールに薄手のコートを掛け、自然な仕草で柚香の隣に腰を下ろすソラは「彼女が次に頼むのと同じものを」と、注文する。

　その言葉に、バーテンダーが柚香を見た。

　彼の突然の登場にどぎまぎする柚香は、ほとんど空になっていたグラスを意味なく揺らしてしまう。

　それを注文のサインと受け取ったバーテンダーは、深く頷き準備を始める。

　少し背筋を伸ばしてカウンターの内側を確認すると、どうやらさっきの手の動きで、再びハイボールを注文したと判断されたらしい。

「仕事終わるの早かったんだね」

　そう言ってかすかにネクタイを緩めるソラの動きは自然で、気心の知れた恋人同士の待ち合わせといった感じだ。

「……」

「どうかした？」

　戸惑いの表情を浮かべる柚香に、ソラが不思議そうな顔をする。

「いえ、来ると思っていなかったから」

　柚香の言葉に、ソラが「俺も」と返し、乱れた前髪を手櫛で整えた。その仕草が、なんだか初めてのデートに照れる少年のようで、見ているだけでくすぐったくなる。

　そんな気持ちをどう扱えばいいかわからず澄ました顔をしていると、ソラは目尻に皺を寄せて笑う。

「酔っ払いの口約束と思って、本気にしないんじゃないかって心配してた。逆にせっかく俺を信じて来ていたのに、その時俺が間に合わなくて失望させたらどうしようって不安もあった。だからこれでも、精一杯急いで仕事を片付けて駆けつけたつもりだよ」

　何気なく視線を向けると、ネクタイを緩めた彼の首筋には、うっすら汗まで滲んでいる。

　十月も終わりを迎えるこの時期、日が沈むとそれなりに寒い。それでもスーツを着込んで走れば、汗は浮くようだ。

　それに気付くと、妙に気恥ずかしい。

　ここで可愛い言葉でも返せればいいのだろうけど、生憎と自分はそういうキャラではない。

　普段はそんなことを思うことはないのだけど、今日は無性に申し訳ない気分になる。

　返す言葉が見つけられないまま無言で自分の性格を恥じていると、バーテンダーが二人の前に新しいグラスを置く。

「誕生日おめでとう」

　グラスを持ち上げたソラが、柚香に乾杯を求めてきた。

　彼の声は、心から今日のこの日を祝福してくれているようだ。

　そんな彼に柚香も素直な感謝の思いを込めて「ありがとう」と、グラスを重ねた。

「そういえば、どうして今日が私の誕生日だって知っていたんですか？」

　彼と一緒にハイボールを飲み、少し気持ちが落ち着けば、そのことが気に掛かる。

　あの日、菜穂子との会話で明確な誕生日の日にちを口にした記憶がない。だから彼が訪れるなんて、想像もしていなかったのだ。

　不思議そうな顔をする柚香に、ソラが澄ました顔で答える。

「柚香との約束を果たすために、あれから毎日この店に通っていた」

「えっ！」

　思いがけない発言に、柚香が驚きの声を漏らす。

「冗談だよ」

　目を丸くする柚香に、ソラは茶目っ気ある表情で肩をすくめる。

「えっとじゃあ……」

「ずっと前から、今日が誕生日だって知っていたから」

　などと、わざと真剣な面持ちを作って返してくる。

　猫の目の如くくるくる変わる表情を見るに、彼はこの謎の種明かしをする気がないのだろう。

「まあいいや」

　柚香はそう息を吐く。

　ただでさえ可愛くない性格をしているのに、こうやって駆けつけてくれた彼をこれ以上質問攻めにするのは失礼な気がする。

　特別な日に、こうやって彼と再会できた。それを素直に喜ぶことにしておこう。

　もう一口ハイボールを飲む柚香の表情が和むのを見て、ソラも嬉しそうのグラスを傾けた。

「再会できてよかった」

　こちらへと視線を向けるソラが、しみじみとした声で言う。そんな彼の言葉に重なるように、柚香のスマホが再び鳴った。

　画面を確認すると、菜穂子から「寂しくなったら、いつでも連絡して」といった趣旨のメッセージが表示される。

　自分を気遣ってくれる菜穂子を安心させるため、偶然再会したソラと飲むことになったと返すと、間髪入れずに、再会を驚くと共に、すごく喜んでいることが伝わるイラストのメッセージが返ってきた。

　彼との再会を素直に喜んでくれる菜穂子のメッセージに小さく笑って視線を彼に戻すと、ソラが「いい友達だね」と優しく微笑みかけてくれた。

　隠す気もなく画面を開いたので、彼にも菜穂子とのやり取りが見えていたらしい。

「入社以来ずっと仲良くしてもらっているんです」

　誇らしげにそう語ったことで、話題は柚香の仕事に関するものへとなっていく。

　柚香がアンティーク家具の奥深さや、手入れのコツなどについて語っていくと、聞き手に回るソラは時折質問を挟みつつ絶妙のタイミングで相槌を入れてくれる。

　そうやって楽しく会話を弾ませていると、ソラが何気ない様子で聞く。

「……アンティーク家具は昔から好きなの？」

　その問いに遠い記憶を探れば、懐かしい人の顔が浮かぶ。

「母の影響ですね。アンティーク家具というか、家族が心地よく暮らせるよう家を彩るのが好きな人でした」

　そう返したことで、先週この場所で懐かしい夢を見たことを思い出した。

　柚香の母は、無い物ねだりをすることなく、自分の手元にあるもので人生を楽しむのが上手い人だった。

　彼女のその発想力は、生活の細部に生かされていて、柚香は心地よい子供時代を過ごさせてもらった。

「お母さんの育て方が、今の柚香に導いてくれたんだね」

　ソラのその言葉で、今の自分の生活の中には母が息づいているのだと感じられた。

　この前母の夢を見た時は、戻らない時間を寂しく思う気持ちの方が強かったけど、彼と話しているともっと穏やかな感情が生まれてくる。

　でもそう思うのは柚香の感情で、ほぼ初対面のソラとしてはつまらない話だろう。

　彼が気を悪くしているのではないかとその表情を窺うと、ソラは「素敵な家庭で育ってよかったよ」と、優しく笑う。

「ありがとうございます」

　社交辞令だとしても、褒めてくれたことが素直に嬉しい。

　ペコリと頭を下げる柚香に、アルコールで唇を湿らせるソラが言う。

「こちらこそ、今の柚香として、俺と出会ってくれてありがとう」

　彼の声は、艶っぽく掠れ、大人の色気が溢れている。

　彼が魅力に溢れた男性であることを不意に強く意識してしまい、自分の中の女性の部分がキュンと疼く。

　それほど酔っているわけでもないのに、どうやら今日の自分は理性のたががかなり緩くなっているらしい。

　調子に乗るんじゃないと、何気ない仕草で熱くなる頬をそっとつねる。そんな柚香に、ソラが言う。

「これを飲んだら、店を出てもいいかな？」

　ほらそんなものだ。一杯でも酒に付き合ったことで、柚香との義理を果たしたことになるので、彼は満足なのだろう。

「帰りますか？」

　浮かれていた自分を宥めつつ柚香が聞くと、ソラはまさかと言いたげに目を見開き、首を横に振る。

「せっかくの特別な日に、馴染みの店で軽く飲んで素直に帰るなんて面白くない。素性も知れない男と、いつもは行かない店で食事を楽しむ。……そのくらいの冒険をするのは悪くないだろ」

　グラスを揺らし、楽しげな口調でソラが誘う。

　悪巧みを持ちかけるような彼の顔を見ていると、なるほどそれも悪くないと思えてくる。

　確かに素性は知れないが、これまでの会話で彼の人となりは理解できているだけに、ワクワクしてくる提案だ。

　初めて出会った際、ソラは柚香に「嫌なことがあって、日常で関わることのない誰かと話してみたかった」と、話していた。

　それはこんな感じだったのかも知れない。

　菜穂子の気遣いはもちろん嬉しいが、せっかくの誕生日に、腫れ物扱いを受けて過ごすより、文彦や瞳との経緯を知らない彼に祝ってもらう方が今は嬉しい。

　いい年をしてと笑われるかもしれないが、せっかくの誕生日なのだから、誰かにそれを普通に祝ってもらえるというのは純粋に嬉しいものだ。

「そうですね。確かに、このまま帰るのはもったいないです」

　柚香が共犯者の笑みを浮かべると、ソラが嬉しそうに頷く。

「店の希望はある？」

「夜景……っ」

　と、無意識に漏れた言葉を、慌てて飲み込む。

　文彦との関係は吹っ切れたつもりでいたが、彼と交わした約束がまだ心のどこかに強く残っていたらしい。

　無意識の自分の発言が恥ずかしくて慌てて口元を手で隠すが、ソラは「ＯＫ」と軽やかに返してグラスを空にすると会計を済ませる。

　そして前回同様、柚香に気遣いながら店の階段を上っていく。




「少し歩いてもいい？　それともタクシーを拾う？」

　階段を上がり、路上に立ったソラが聞く。見上げると、月を背に立つソラの髪が、秋の夜風になびいている。

　なんとも絵になる光景だと見惚れていると、一際強い風が吹き、冷気を含んだ秋風から身を守るべく、髪を抑えて柚香は身をすくませた。

「やっぱり、タクシーを拾おう」

　首をすくめる柚香を見て、ソラは通りへと視線を向ける。

　そして軽く手を上げタクシーに合図を送ろうとするので、柚香は咄嗟にその手を掴んだ。

「……？」

　柚香に手を引かれたたことで、ソラは動きを止める。

　行きつけの店のカウンターで取り留めのない話をしながら酒を飲むのも、彼に誕生日を祝ってもらうのも嬉しいが、それと同等の熱量で彼とただ並んで歩くのも楽しいと思える。

　そんなふうに思うのは、彼と一緒にいるだけで心が不思議なほど弾むからだ。

　──まずいな……。

　出会って間もないのに、怖いほど心が彼を求めている。

　彼と一緒にいる時間を長引かせたいと思うから、タクシーより歩く方がいい。そんな感情を、素直に言葉にするのはキャラじゃないのでやめておく。

「酔い覚ましに、少し歩きたいです」

　どこか言い訳がましい口調で伝え、柚香はソラの手を離す。でもすぐに、ソラが離れた柚香の手を握り返してくる。

「寒いから」

　それだけ言うと、ソラは柚香の手を引いて歩き出す。

「いつの間にか秋の空気だ」

　柚香の手を引いて歩くソラが、秋の空気を味わうように息を大きく吸って呟いた。

　彼のその動きを真似て大きく息を吸い込むと、酒で火照る体に、冷えた空気が心地よく染み渡っていく。

「こちらに戻ってきてから、日本の秋がどんどん短くなっているのを感じるよ」

「日本を離れていたんですか？」

　並んで歩くソラの何気ない台詞に、素直な疑問を口にする。

「家庭やら仕事やらの関係で、大学の途中から海外に。日本戻ってきたのは数年前だけど、今も日本と海外を行ったりきたりで、長いと数ヶ月単位で日本を空けることになるから、気がつけば秋が終わっていた……なんてこともあるよ」

　おかげで一応の住まいはあるが、不自由も多いので基本的にホテル住まいをしていると話すソラは、老舗高級ホテルの名前を口にする。

　何気なく交わす会話からも、彼が世界を股にかけるような仕事をしていることや、それに見合った収入を得ていることが伝わってくる。

　──別世界の住人だ。

　変に妬む思いもなく、つくづくそう思う。

　そしてだからこそ、住む世界の違う彼と、こうやって仲良く手を繋いで歩くこの時間を奇妙なものにも感じてしまう。

「じゃあ、またすぐに海外へ？」

　柚香の質問に、ソラが首を横に振る。

「多少海外に出ることもあるけど、仕事の他に、親の残した別荘の処分があるから、しばらくは日本に腰を据える予定だよ。他にもやるべきことがあるし」

「……」

　別荘ときたか──と、心の中で嘆息する。

　彼の生活水準から考えれば驚くことではないのだろうけど、庶民の価値観しか持ち合わせていない柚香としてはどうにも思考が追いつかない。

「どうかした？」

　首をかたむけこちらを見つめるソラの顔が、空に浮かぶ月とネオンの明かり照らされて一際美しい存在感を放ち、柚香の心を魅了する。

　近くにいるのに、遠く美しい存在は、空に浮かぶ月を眺めているような気分だ。

　彼に会うのはまだ二回目だが、自分は強烈に彼に惹かれているのだということを自覚してしまう。

　そして好意を自覚してしまえば、もっと彼を知りたいという思いが抑えられなくなる。

　──あなたは何者ですか？

　──好意を寄せてもいいですか？

　もしそう問いかければ、ソラは答えを返してくれるかもしれないが、逆に自分の前から消えてしまう可能性もある。

　その可能性が怖くて、柚香は言葉を選ぶ。

「私の日常とはかけ離れた話で、うまく想像できないです」

「ホテル暮らしとか、海外生活に興味ある？」

　彼の問いかけに、柚香は一瞬思考を巡らせるが、興味があるのはホテル暮らしや海外生活ではなく、彼の暮らしである。

「興味はありますけど、憧れはしません。そういう豊かな暮らしを維持するには、それ相応の強さも求められるでしょうから、私の身の丈じゃ持て余すだけです」

「堅実な発想だね」

　柚香の意見にソラが目を細める。

「堅実というか、身の丈に合わない豊かさを求めることの愚かさを、身をもって知っているんです……」

「どういう意味？」

　柚香の言葉に、ソラが興味を示す。

　彼のことを知りたいけど、聞く勇気はない。

　さすがに二人の関係に、これ以上の先があるとは思えない。

　もう会うこともないと思うからこそ、ありのままの自分を彼の記憶に刻んでおきたいと願ってしまう。

　だから柚香は「ちょっと、重い話ですけど」と前置きをして、足取りを変えることなく何気ない口調で自分の家の話をする。

「亡くなった母の実家は歴史ある商家だったそうなんですけど、母の祖父、私の曽祖父の代になる頃には時代の流れに取り残されて商売は傾いたそうです。そんな中で曽祖父が無謀な事業拡大に踏み切ったことで借金が拡大し、日々の生活にも困窮していたとか……」

　栄枯盛衰。時代は良くも悪くも移り変わるもので、その時代時代に即した生き方をすればいいだけなのに、一族の繁栄の時代しか知らない祖父は、自分の代で家を衰退させてしまったという現実が受け入れられず、悪あがきをしてさらに借金を増やしていったのだという。その上、思うように行かない現実に苛立ち家族に当たり散らしたというのだから、さぞや時代遅れで許容の狭い男だったのだろう。

　そうやって悪あがきに悪あがきを重ね、いよいよ自己破産するか、一家心中するしかないというくらい追い込まれた時、タイミングを見計らったように、とある資産家から柚香の母に縁談が舞い込んだのだった。

　柚香の母と親子ほど年が離れている上、傲慢な成金と謗られているその男から、柚香の母を自分に嫁がせることを条件に、多大なる経済支援をすると持ちかけられて、曽祖父は迷わず飛びついたという。

　もちろんそこに、柚香の母の意向は汲まれていない。

　その頃二十歳そこそこだった柚香の母が、そんな縁談を受け入れられるはずもなく、当時付き合っていた父と駆け落ちしたのだった。

　結果、先方からの経済支援を受けることが叶わなくなった実家の商売は立ちゆかなくなり、家族は離散した。

　そんな歴史があるため、柚香には母方の親戚の記憶はない。ではなぜその過去について知っているのかといえば、母のいまわの際、見舞いと称して積年の恨みをぶつけに来た親戚の罵りや、葬儀の参列者が囁いているのを聞いたからだ。

　そこまでをソラに語る気はないが、家族の歴史の中で、財を成すことも大変だが、それを維持するのはもっと大変だということを学んでいる。

「身の丈に合わない欲は維持するのが難しくて、自分だけでなく、周りまで不幸にしてしまうことを知っています。だからソラさんのことをすごいとは思うけど、羨ましいとは思いません。私には、今くらいの生活がちょうどいいので」

　言葉で着飾ったところで意味がないと、柚香は正直な思いを言葉にする。

　駆け落ち同然の結婚でそれなりに苦労はあったようだが、両親の仲はよく、生前の母は幸せそうだった。

　それは両親が身の丈にあった幸せを大事に暮らしてきた結果だと思う。

　二人の選択を正しいと思うからこそ、柚香は、自力で維持することができないほどの豊かさを求めないことにしている。

　ちなみにその母の駆け落ちには、その後、おまけのように奇妙な後見人話へと続くのだが、それこそこの場では関係のない話なので積極的に割愛しておく。

　それでも心の片隅では、あの無愛想で気難しい少年は元気だろうかとつい考えてしまう。

　束の間、懐かしい少年のことを考えていると、ソラがしみじみとした口調で言う。

「柚香のご両親は、正しい結婚をしたね」

「ありがとうございます」

　柚香がお礼を言うと、ソラが嬉しそうに繋いでいる手を揺らす。

　なにげないその仕草で、彼と心が通じているような気がして嬉しい。

　その思いを伝えたくて、柚香も手を揺らす。

　互いの思いを込めて手を動かしていくと、自然と二人の動きがリンクしていく。

　こうやって自然な感覚で彼と繋がっていると、言語化することのできない思いを共有しているような心地よさに包まれ、愛おしさが加速してしまう。

　だからこそレストランに到着したことで手を離した時には、言いようのない寂しさに襲われてしまった。

　素直に寂しいと思ってしまうほど、ソラの体温が自分の手に馴染んでいたのだとわかる。

　ソラに連れてこられたのは、彼が宿泊していると話した高級ホテルの上階にあるレストランだった。

「少し待って」

　ソラは、柚香をその場に残して受付へと向かう。

　偶然にも彼が選んだ店は、文彦が柚香の誕生日を祝う店を選んでいた頃候補に挙げていたが、予約ができず諦めた店だった。

　だからきっと、予約もなく訪れたところで席を取ることはできないだろう。

　──ここを断られたら、どこか近くの空いているお店を探そう。

　そう考えていると、振り向く彼が小さく手招きをした。

「……？」

　まさか……と、驚きつつ近付くと、髪を丁寧に撫でつけた中年男性が柚香にうやうやしく頭を下げてきた。

　細身でプレスのきいたスーツに身を包む彼は姿勢がよく、その佇まいから、誇りを持って仕事しているのだという気概を感じる。

　そんな彼は、来店の感謝を口にすると、優雅な動きで二人を店内へと案内する。

　驚いてソラの方を見ると、ソラは人さし指を唇に添えていた。

　内緒を意味する指の動きに、なにを口止めされているのかわからず視線を彷徨わせると、二人を案内する中年男性が小さく頷くのが見えた。

　どうやらソラのサインは、彼に向けたものだったらしい。

　なにを内緒にされたのか気になるが、聞いたところで仕事に忠実そうな彼は教えてはくれないだろう。

「席の予約をしていたんですか？」

　案内を受けて窓辺の席に腰を下ろした柚香は、注文が終わったタイミングでそう問いかけてみた。

「まさか。せっかくの誕生日だから、柚香の希望を聞いてから店を選ぶつもりでいたから」

「確かに……」

　ソラは、柚香の希望を聞いてから店を決めた。

　だけどこの店が、思いつきで訪れても席がない人気店であることも柚香は知っている。

　納得がいかないと不思議そうな顔をする柚香に、ソラはあっさり種明かしをする。

「こういうホテルに併設されているレストランは、常連の宿泊客の気まぐれに対応するために、多少は席に余裕を持って予約を取るから、自分の名前を告げて席の空きを確認しただけだよ」

「なるほど」

　だとすれば、先ほどソラが口止めの合図を送ったのは、彼の名前についてだろう。

　正体を確かめる気はないけど、つくづく別世界の人であることは確かだ。

「ところで、夜景は気に入ってもらえた？」

「……ぁっ」

　彼の言葉に導かれるように窓の外に視線を向けた柚香は、感嘆の息を漏らした。

　眼下には、息を呑むほど鮮やかな光りの渦が広がっていた。

　馴染みのある街が、いつもと違った景色に見える。

「よく知っているはずの景色が、角度を変えると違って見えるから不思議だよね」

　柚香の感動を代弁するようにソラが言う。

「本当にそうですね」

　表情を輝かせて柚香が視線を戻すと、ソラは茶目っ気たっぷりな表情でウインクして言う。

「ついでに、誰と見るかによっても違うって、思ってもらえると嬉しいけどな」

　キザな言葉を口にする彼に、酒に酔う以上に頬が熱くなる。

　普通の男に言われたのなら興醒めしてしまいそうな台詞も、彼が口にすると様になるから不思議だ。

　しかも澄ました顔で、「夜景より、柚香の方が綺麗だけどね」と臆面もなく言うのだからいよいよ反応に困る。

「こんな素敵な場所に連れてきてもらえるなら、もっとお洒落をしてくればよかったです」

　改めて自分の向かいに座る彼の姿を確認すれば、彼は、今日も仕立てのいいスーツをそつなく着こなしていて、上質な大人の魅力が溢れている。

　そんな彼の相手が、社会人としての身だしなみ程度のお洒落しかしていない自分では釣り合いが取れず申し訳ない気がしてくる。

「そう思うなら、今度一緒に食事に行く時は、お洒落も楽しもう」

　男の色気漂う顔でそう返されると、それだけで頬が熱くなる。

　もちろんただのリップサービスなのだろうけど、そう言われてしまうと、ついこの先を期待してしまう。

　どう返すのが正解かわからず言葉を探していると、食前酒が運ばれてきた。

　二人の前にグラスが置かれると、ソラは優雅な所作でそれを手に取るので、柚香もその動きを真似る。

「……ありがとうございます。私の誕生日を祝ってくれるのが、ソラさんでよかったです」

　ありえない展開や、彼の存在感に魅了されて戸惑うばかりだけど、そのことだけはちゃんと伝えておきたい。

　照れつつもきちんとお礼を言うと、ソラが最高のご褒美をもらったと言いたげに目を細めた。

「俺こそ、祝わせてくれてありがとう」

　彼のその顔を見れば、それが心からの謝辞であることがわかる。

　自分の存在をそこまで手放しに喜ばれると、柚香としては気恥ずかしい反面、肩の力が抜けていく。

　普段の自分は、どちらかと言えば人見知りで警戒心も強いのに、彼の持つ空気感があまりに心地よいせいで、いつの間にかずいぶんくつろいだ気持ちにさせられていた。

　だからはにかむ笑みを添えて「出会えてよかったです」と、素直な思いを伝える。

「同じく」

　出会いの幸せを噛み締めるソラは、運ばれてきたシャンパンのグラスを掲げ、柚香に乾杯の合図を送る。

　その動きを柚香が真似ると、ソラが「二人の出会いの奇跡に」と囁き、その喜びを味わうようにシャンパンを呷る。

　彼の醸し出す雰囲気は、とても飲み屋で偶然出会った女性の誕生日を祝っているという感じではない。まるで長年恋焦がれた人の誕生日を祝っているようだ。

　もちろんそんなはずはないので、彼のその空気感は紳士的な配慮からくるものなのだろうけど。

　もしくは、三十路直前におひとりさまになった柚香を憐れんだ神様が、可愛がっていた小鳥のソラを極上の王子様に変身させて……。

「……」

　そこまで妄想を広げて、柚香は、それこそいい歳をしてなにを考えているのだと首を横に振る。

「どうかした？」

　唐突に首を振る柚香に、ソラが聞く。

　こちらの反応を心配する彼は、癖のある猫というより、飼い主のご機嫌伺いをする忠犬を連想させる。

「思ったより酔っているみたいです」

　恥ずかしくて、本当のことを話せるわけがない。子供じみた空想の原因は、アルコールのせいだと決めつけておく。

「悪酔いしてるわけじゃないなら、酔いを楽しめばいいよ」

　柚香を誘うようにグラスを揺らすソラが、「俺でよければ、朝まで付き合うよ」と付け足す。

「……」

　それはつまり、口説かれているということだろうか。

　反応に困り黙り込む柚香に、ソラは茶目っ気っと男の色気が混じり合った表情で肩をすくめた。

「もちろん、強引に誘ったりしないから安心して。俺は、こうやって柚香の誕生日を祝うことができただけでも幸せなんだから」

　グラスをテーブルに戻すソラは、頬杖を付いて余裕の笑みを浮かべる。

　本気なのか揶揄われているのか判別がつかない。

　でもまあ、彼が名前を告げないことを考慮すれば、甘やかな彼の台詞の全ては後者のものだろう。

　だとすれば、ここで彼の誘いに乗っても、それは一夜の戯れとして終わる儚い夢だ。

　それでもいいから束の間の夢に溺れてしまいたいと、不埒なことを考えてしまうほど、自分は彼に惹かれているらしい。

　こんなの自分らしくない。それでいて、彼と一緒に過ごすことで顔を出すらしくない自分が心地よくもある。

　──ズルイな。

　香り立つような魅力でこちらの心を捉えておいて、素性を明かさず線を引く。

　だから必要以上にのめり込んではいけないと自制しつつ、それでも今日で終わるであろうこの関係を強く心に刻もうと、柚香はゆっくりと食事を摂りつつ会話を楽しんだ。
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　楽しい時間ほど早く進むというは本当なんだな。

　ソラに腰を抱かれ店を出る柚香は、そんなことをしみじみと思う。

　ふと腕時計を確認すれば、このお店に入って二時間ほどが過ぎている。たっぷり時間をかけて、食事と会話を楽しんだはずなのに、物足りない気がしてしまうから不思議だ。

「このまま帰る？　それならタクシーを拾うよ」

　腰に腕を回し、柚香をエスコートしてエレベーターホールまで移動したソラが腕を解いて問いかけてきた。

　そうすることで、当然のように二人の間に距離が生じる。

　見上げるとソラは、困ったように首をかしげている。その眼差しが「帰らないで」と言っているように思えてしまうのは、都合のいい妄想だろうか。

「……」

　未だに彼と連絡先を交換していないので、ここで柚香が帰ると言えば、彼との関係はこれで終わりだ。

　身の丈に合わない望みは身を滅ぼすと、家族の歴史から学んでいるので、それが正しい選択だとは思う。

　でもここで帰れば、彼とはもう会うことはないだろう。それがわかっているからこそ、「帰ります」の一言が出てこない。

　柚香が躊躇うタイミングを待ち構えていたように、ソラが柚香の手首を掴んで自分の方へと引き寄せてきた。

「あっ」

　アルコールに酔った身体は頼りなく、軽く手を引かれただけで彼の方へと傾いてしまう。

　それと同時にエレベーターが到着して、扉が開く。

「沈黙は肯定のサインだ」

　そう嘯いて、ソラは柚香の腕を引いて無人のエレベーターボックスに乗り込む。

　その拍子にバランスを崩した柚香の体を、ソラが支える。

　自分を抱きしめるようにして支える腕の力に、彼の思いが伝わってくる。

　洋服越しにでも感じる彼の胸板の逞しさにホッと息を吐く柚香の背中を撫で、ソラが「ほら、否定しない」と色気を感じさせる甘い声で囁く。

　顔を上げると、ソラの端正な顔立ちを間近で確認する形になる。

　整った顔立ちでも一際存在感の強い彼の瞳に、雄としての情熱が揺れているのが見てとれた。

　彼のような全てにおいてパーフェクトな男性が、自分に優しくしてくれるのは、ただの気紛れか、失恋をしたことを知っての同情だと思っていたけど、それ以外の理由があるのかもしれない。

　そしてその理由は……。

　──私、自惚れてるかな？

　冷静な部分で、自惚れるなと警鐘が鳴る。

「私、そこまで軽い性格にはなれないです」

　背後で自動ドアが閉まる気配を感じつつ、自分自身に言い聞かせるためにも、柚香はっきりとした声で告げる。

　ソラはそんな柚香の耳に顔を寄せ「知ってる」と、囁く。その彼の息遣いが鼓膜を擽り、柚香の肌がゾクリと震えた。

　首を動かして彼の顔を確認すると、憎たらしいほどに自信と色気に満ちた顔をしている。

「柚香がそんな女性じゃないことは重々承知している。それでも俺ともっと一緒にいたいと思ってくれている。そう感じているから、誘っているんだよ」

　甘く掠れた声で囁くソラは、再び耳元に顔を寄せて続ける。

「そしてできれば柚香にも、俺が気軽に女性を誘うような男じゃないって理解してもらえると嬉しいよ」

「……」

　自分を見つめる彼の眼差しが熱い。

　そんなことあるはずがないと思っているのに、彼の目を見ていると、否定の言葉が出てこない。

　じっと彼の目を見つめていると、ソラは柚香の顎を持ち上げ唇を重ねてきた。

　唇と共に、二人の呼吸が重なるのを感じた。

　その感覚に、愛おしさが込み上げてくる。

　彼の言葉に嘘はない。というよりも、彼になら騙されてもいいと思ってしまう。

　口付けを解いたソラが、柚香の唇を指で撫でる。

「帰らないで」

「……ずるいです」

「帰さない」と強引に誘うのではなく、「帰らないで」と乞われることで、余計に彼の手を振り解いて帰れなくなる。

「今日は誕生日だから」

　彼の誘いを拒めない自分に、そんな言い訳をしてしまう。

「うん。お誕生日おめでとう。柚香が生まれてきて、俺に出会ってくれて、本当によかった」

　再び祝福の言葉を口にするソラは、自分の腕の中に収まる柚香の存在を味わうように、彼女の細い首筋に唇を這わせる。

「……」

　彼の唇の感触に肌がぞわりと粟立つ。

　その感覚に柚香が背中を震わせている隙に、ソラは扉が閉まった後も階数ボタンを押すことなく放置していたエレベーターの階数ボタンを押す。




　ソラが柚香を案内した部屋は品のいい調度品で整えられていて、その広さだけでなく、玄関スペースに生けられている花の絢爛さといった装飾一つとっても、グレードの高い部屋なのだと察せられる。

　部屋に入るなり、ソラは乱暴に柚香の唇を奪った。

　柚香の腰に左腕を回し、右手で彼女の顎を捉えて唇を貪る。首を反らす姿勢になったことで自然と開く唇に、ソラは舌を滑り込ませてきた。

　強引に舌をねじ込み、そのまま腔内を弄られる。その拍子に肩にかけていたバッグが柚香の肩から滑り落ち、中身が床に散らばるけど、それに構っている余裕がない。

「んっふぅ…………っ」

　そのまま一気に歯列や舌の付け根まで愛撫され、息ができない。激しい口付けに脱力する柚香は、ソラの腰に腕を回し彼にすがりつく姿勢となる。

　ソラは腰に回す腕に力を込め、崩れ落ちそうになる体を支え口付けの濃度を深めていく。

　舌で舌を絡め取り、自分の腔内に誘い込んだ柚香の舌を、前歯で甘く噛むとそのまま唾液で濡れる舌を絡めてくる。

　その激しさに、彼の飢えを感じる。

　心惹かれる男性に激しく求められることで、柚香自身の中にも欲望が生じていく。

　激しい口付けのせいでうまく呼吸ができず、膝が震えて立っていることも辛くなる。

　苦しさから柚香は彼の胸を押すが、圧倒的な体力差があり、筋肉質で引き締まった体はびくともしない。

　ソラは、そんな柚香の抵抗を楽しむように彼女の舌を味わっていく。

「くっ…………ぅ」

「キスだけでそんな顔をして、この先、どうする？　夜はこれからなのに」

　長い口付けから開放するソラが、艶やかな笑みを浮かべ挑発してくる。

　キス一つにしても巧みな彼にそう言われると、返す言葉が出てこない。

　情熱と野生味が混在する彼の眼差しに、今更ながら自分は彼に捕食される側だということを思い知らされる。

　捕食される側であることを自覚させられたことで、本能的な怯えから彼の胸を押す腕に力を込めるけど、それは無駄な足掻きでしかない。

「離さない」

　柚香の無意識の抵抗に捕食者としての本能が刺激されたのか、ソラは顎を捕らえていた手で彼女の肩を押した。

「……ぁッ」

　突然肩を押されても、もう一方の腕が腰に回されているので倒れることはないが、それでも体は大きく後ろに傾いてしまう。

　体をぐらつかせる柚香が体制を持ち直すより早く、ソラは肩を押した腕を彼女の背後に回して抱き上げる。

「離さないと言ったはずだよ」

　軽々と柚香を抱き上げるソラが告げた。

　そしてそのまま広いリビングスペースを抜けて、柚香を抱き抱えたまま器用にその奥にある扉を開ける。

「シャワー……」

　チラリと視線を巡らせ、そこが寝室であることを理解した柚香が訴えるけど、ソラは構うことなくベッドへと足を向け、そっと彼女を下ろす。

「待てない」

　熱を帯びた声でそう告げるソラは、上着を脱ぎ捨てネクタイを緩める。

　解いたネクタイを床に落とすパサリという乾いた音に、柚香はみじろぎした。そんな柚香の緊張を見逃さないと、ソラは視線を重ねたままシャツのボタンを外していく。

　ボタンを一つ外すごとに晒される彼の胸板は、ほどよい筋肉で引き締まっていて、芸術的な美しさを感じる。動いた拍子にわずかに乱れた前髪が彼の額にかかり、より艶やかな色気を醸し出す。

　彼の美しさに魅了され、呼吸することも忘れてその姿に見惚れていると、ソラは額にかかる髪を煩わしそうに掻き上げて目を細める。

　その表情は、獲物を定めにじり寄るネコ科の獣を思わせた。

　彼のその表情に気を取られていると、シャツを脱ぎ捨てたソラに間を詰められ肩を押された。

「俺がどれほど君を求めているか知らないだろ」

　だからこそ、これからそれを知らしめるのだと言外に語り、ソラは柚香の着ているシャツとキャミソールをまとめてたくし上げる。

　荒々しくことが運ぶことに戸惑う柚香が恥じらいから胸元を右腕で隠そうとすると、ソラはその手を左手で掴み柚香の頭上で押さえ付ける。

　その弾みでブラジャーからまろび出た胸の膨らみを、ソラは右手で鷲掴みにした。

　不意討ちの刺激に、柚香が体を跳ねさせると、その反応に気をよくしたソラはそのまま彼女の胸の膨らみを揉みしだく。

「あっ…………っ……」

　性急な流れに戸惑っているはずなのに、ソラの指が胸の尖りに触れれば、自然と甘い吐息が漏れてしまう。

　柚香のその反応に小さく口角を持ち上げたソラは、そのまま指を同じ場所で動かしていく。

　ソラは指の腹で胸の尖りを、クルクルと孤を描くように捏ね回していく。そうやって指の腹で擽られると、自然と柚香の体が跳ねる。

　最初柔らかかった胸の先端が芯を持ち始めると、ソラはそれを擽るだけでなく、強く摘まんだり、軽くひっぱったりと、異なる刺激を与えていく。

「やっ」

　もどかしい刺激を持て余した柚香は、自由になる左手でソラの体を押すと、ソラは左手も右手と一緒に柚香の頭の上で押さえる。

　そうやって両手を上で押さえ込まれてしまうと、無抵抗な姿で彼に胸を突き出す形になる。

　ソラは右手で胸の愛撫を続けながら柚香の首筋に顔を寄せた。

「柚香から、甘い匂いがする。男を誘う匂いだ」

「嘘……っ」

　女性の嗜み程度の身だしなみは、もちろんいつも心掛けている。

　それでも仕事帰りの自分から、そんな甘美な香りがするはずがない。

　気恥ずかしさから身をよじり、彼の腕から逃れようとするがソラが許してくれるはずもなく、さらに顔を寄せて柚香の首筋に口付けをする。

「はぁっ」

　湿った唇が首筋に触れると、その刺激に肌が甘く痺れていく。

　柚香の首筋に口付けたソラは、舌先で優しく撫でる。

　熱を持った彼の舌の刺激に、柚香は組み敷かれた姿勢で足をもぞもぞと擦り合わせた。

　その反応に、彼女の抵抗が形だけのものと読み取ったソラが「脱いで」と、命じてくる。

　ソラに軽く体を引き起こされ、柚香は自ら服を脱ぐ。その動きを手助けするソラも、自分の肌を晒していく。

　ボタンを外し、シャツを脱ぎ、ブラのホックを外し、ファスナーを下ろしてスカートを脱ぐ。その動作の合間にも、もどかしげにソラが唇を求めて来る。

　唇が触れる度、柚香の体は甘く痺れ、羞恥心を忘れて本能が剥き出しになる。

　服を脱ぎ終えると、彼に再び押し倒された。

「綺麗な体だ」

　抗うことを忘れ、彼の求めるままに体を横たえる柚香に覆い被さるソラが、そのまま胸の尖りを唇に含む。

　これまでの刺激で甘く痺れている肌に、ねっとりとした彼の舌が這うと、指とは違う柔らかな刺激に柚香は熱い吐息を漏らした。

「あんっ……っ」

　敏感になっている胸の尖りを舌で転がされ、もう一方の乳房を揉みしだかれる。その異なる刺激に体をくねらせると、図らずも彼に胸を突き出す姿勢になってしまう。

　するとソラは、さらに激しく柚香の体を求めて来る。

　唾液に濡れた舌で胸の尖りを転がされると、柚香の体や理性が、ソラの情熱に厭らしく蕩けていく。

「あぁぁぁっふぁ……ぁっんっ……駄目ッ」

　押し寄せる快楽に抗うように、シーツを掴んで身悶える。それでも体は、ソラから与えられる刺激に、敏感な反応を示してしまう。

「言葉で拒否しないで、俺をちゃんと受け入れて」

　胸を解放するソラが、甘い声で囁く。

「恥ずかしい……」

　まだよく知らない男性に与えられる刺激に、ここまで従順に反応してしまう自分の淫らさが恥ずかしい。

「恥ずかしくない。それに柚香の気持ちを、俺に教えてくれないと不安になる。……俺一人が君を求めているようで寂しくなる」

　魅惑的な視線を向けつつ、鼓膜を擽るように囁くソラの声が心地よい。指先で、視線で、声で、魔法をかけるように柚香の心の箍を易々とはずしてしまう。

　柚香の手から力が抜けるのを感じ取り、ソラは柚香の肌に顔を寄せる。

　そうしながら手は、柚香の下肢へと伸びていく。

「もう、濡れているよ」

「言わないで……」

　滑らかに動く彼の指の感触に、頬に朱が差す。

　こんなの普段の自分らしくない。そうは思うのに、らしくない自分を楽しむ気持ちもある。

　そう思ってしまうのは、相手がソラだからだ。

　アルコールで理性が剥き出しになるのと同じように、彼の魅力が、柚香の欲望を引き出していく。

　柚香自身から滴る蜜で滑らかに動く指は、柚香の感じる場所を探っていく。

「あぁ……ぁっ」

　最初は割れ目に沿うように動いていた指は、徐々に深い場所に忍び込み、膣壁の中へと侵入して媚肉を擽る。

「足を開いて」

　長い指で敏感な柔肌を探られる刺激に思わず股を閉じる柚香に、ソラが命じる。だけど恥ずかしくて、素直に応じることが出来ない。

　柚香がもじもじと足を摺り合わせいると、ソラは膣に沈めていた指を抜き去り、捉えていた柚香の手首を解放した。

　解放されたことで、愛おしさが柚香の胸中を支配する。

　不意の解放感に戸惑いつつ肘を突いて上体を起こすと、ソラとの距離が縮まる。

　そうやって同じ高さで視線を合わせると、引力に引き寄せられるようにソラが柚香の唇を求めてきた。

　再び重ねられる唇の感触に、柚香は安堵の息を漏らす。

「……ふぁっ…………っ」

　そのまま激しく唇を求められた柚香が脱力すると、ソラは再び彼女の体を押し倒して膝を押し割ってきた。

「あっ……ヤダッ汚い」

　彼の顔が進む場所を察して、柚香が慌てる。

　どうしようもなく彼の肌の温もりを求めてはいるけど、それでもシャワーを浴びる間もなく行為にいたっていることがどうしても気になってしまう。

　でもソラはそんな柚香の恥じらいを無視して、脚を押し広げた姿勢でこちらへと視線を向ける。

　こちらに視線を向けるソラは、捉えた獲物を嬲ることを楽しむ獣の顔をしている。

　美しい獣である彼の表情に魅了されている隙に、ソラは柚香の恥じる場所へ顔を沈めていく。

「あぁ……ぁっっン……、まだ駄目っ…………シャワーを…………」

　彼の舌が、まだ慎ましやかに閉じている柚香の割れ目を撫でる。

　ヌルリとした舌が這う感触に、柚香は体を震わせながらも身を清めるだけの猶予が欲しいと懇願する。

　でも欲望を剥き出しにする男性が、そんな形だけの抵抗を聞き入れてくれるわけもなく、湿った舌で花弁を撫で、そのまままだ硬い肉芽を撫でていく。

「やぁっ……待って……汚ぃ…………ぃの……っ」

　躊躇う気持ちはあるのに、体は彼の与える淫らな刺激に反応してしまう。

　彼の頭を押してみても、その隙に舌で肉芽を転がされると、強い刺激が体を突き抜け腰が震えてしまう。

　快感の波に揉まれ彼の髪に指を絡めて悶える様は、逆に彼を誘っているようでもある。

「待てないのは、俺だけじゃないはずだ」

　顔を浮かせるソラが、短く囁く。

　そしてまたすぐに、柚香の下肢を舌で嬲る。

　彼の与える刺激に秘裂から蜜が溢れ出し、それを舌で掬い上げるように舐められると、甘い痺れが背骨を貫く。

「あっんっっ……くぅっ」

　柚香が苦しげに甘い息を吐くと、それに気をよくしたように彼は肉芽を口に含み、前歯で甘噛みしたかと思えば、強く吸ったり舌で転がしたりしてくる。

　淫らな舌の動きに柚香は身悶え、やり場のない刺激の苦しさに自分の指を噛んだ。

　でもくぐもった柚香の声に気付いたソラは、脚を押さえていた手を離し、柚香の手を抑える。

「自分を誤魔化しちゃ駄目だ」

　顔を上げたソラに見つめられて窘められると、その眼差しにさえ体が反応してしまう。

　彼の視線が恥ずかしくて腰をくねらせると、ソラが楽しそうに息を吐き、蜜に濡れる唇で今度は胸の尖りを捉えてくる。

　クチッと、甘い水音をさせて胸の尖りを口に含まれると、体は素直に反応してしまう。

　──恥ずかしいのに……。

　それ以上に快感が勝ってしまう。

　いつになく淫らに感じてしまう自分を持て余して視線を彷徨わせていると、熱を帯びた視線を自分に向けるソラと視線が重なる。

「逃げないでっ」

　激しく自分を求める彼の眼差しに、柚香はどこか腑に落ちたという感じで瞼を閉じた。

　奇妙な状況で戸惑うところはあるが、自分はただ彼に求められるままに身を任せればいいのだと理解する。

　柚香が抵抗しなくなったことで再び蜜口へと顔を寄せるソラは、舌先で蜜に濡れそぼる肉芽を転がす。

「あんっ…………っはぁぁっ」

　ろくな前戯もないはずなのに、柚香のそこは硬く鋭敏になっていて、彼の舌の刺激に強い快感を覚えてしまう。

　柚香からさらなる反応を引き出すべく、ソラは肉芽を口に含み軽く吸い上げた。その感覚に、柚香の全身が熱く痺れる。

「やっ、いやぁ……ぁぁっ」

　甘い刺激に、腰がビクビクと震えてしまう。

　男性経験がないわけでもないのに、強すぎる刺激に柚香は枕を握りしめて身悶えた。

「嘘つき」

　形ばかりの拒絶の言葉を口にする柚香を、ソラが軽い口調でいなす。

　顔を上げたソラは、蜜に濡れた唇を柚香の胸へと寄せ、熱くぬめった舌で柚香の胸の先端を転がす。そのねっとりとした動きに、脊髄を甘い痺れが突き抜けていく。

　胸を味わう彼の舌の感触に柚香の意識が集中している隙に、ソラの指が一本、彼女の蜜壺へと侵入してくる。

「あ……ぁぁあぁっ」

　ぬちゅりと淫らな水音を立てて、彼の長い指が柚香の中へと沈んでいく。

　敏感な肉襞を撫でられるだけでも堪らないのに、ソラは沈めた指の数を二本に増やしながら舌で柚香の胸を刺激していく。

　肉襞を指で甘く擦られながら、胸の先端を甘噛みされる。

　甘さと激しさ、二種類の異なる刺激で二点同時に攻められることで、柚香の膣がキュッと窄まる。

　虐められているような、甘やかされているような、異なる刺激が柚香を翻弄していく。

「んっ……はぁっ…………くぅ……っ」

　彼の長い指が柚香の膣を探り、とめどなく溢れる愛蜜を掻き出していく感覚が、柚香の体を熱く焦がす。

　ソラは柚香の胸を舐め、前歯でそっと噛んでくる。彼の舌で転がされ吸われた乳首は赤く膨れ、ジンジンと痺れている。

　そうしながら下肢では、指を巧みに動かし柚香の欲情を誘う。

　シーツの上で身をよじる柚香を、ソラは快楽で責め立てていく。

　脚を動かした拍子に下半身に感じる彼の昂ぶりに、柚香の子宮が物欲しげに疼き、彼に抱かれたいという欲望が胸を支配する。

　それでも女である自分からそんなことを言い出せるわけもなく、ただ彼の与える刺激に翻弄されているしかない。

「あぁっ……っやぁ……」

　熱く熟れた肉芽を指で転がされ、シーツを足が滑り背中が仰け反ってしまう。

「気持ちいい？」

　顔を上げたソラにそう問いかけられ、柚香は無言で頷く。

　躊躇いを消し去り、与えられる刺激に素直な反応を示す柚香に満足げな息を漏らすソラは、膣から指を抜き出し、唾液でぬめる唇を乱暴に拭って、柚香の顎を持ち上げる。

　柚香が彼の指が抜け去る感触にブルリと体を震わせている間に、ソラは彼女の唇を奪い、首筋や鎖骨、乳房へと口付けをしていく。

「射れていい？」

　柚香の白い肌に口付けの雨を降らせるソラが問いかけてくる。

「……うん」

　掠れた声で柚香が頷くと、ソラが彼女の額に口付けをしてベッドを離れた。

　そして荷物から避妊具を取り出すと、すぐにそれを装着し、柚香の中へと自分のものを沈めてくる。

「俺のものを、しっかりと感じて」

　彼の囁き声が蠱惑的で、声だけでも感じてしまいそうになる。

　その声に緊張している柚香の中に、ソラのものがずしりと沈み込んできた。

　硬く膨張しているものが侵入してくる存在感に、柚香が喘ぐ。

「アッ…………ッ！」

　ソラのものを咥え込んだ膣が、その刺激に歓喜するように収縮する。

　チリリとした痛みを伴う体の反応に、自分が軽く達してしまったのを感じながら柚香は彼の背中に腕をまわして身悶えた。

　彼のものが圧倒的な存在感で柚香の内側を支配して息をするのも苦しいのに、蜜を滴らせる膣は、このくらいの刺激ではまだ満足できないともの欲しげに疼いてしまう。

「柚香の中、熱くてキツい」

　挿入したことに満足げな息を吐くソラは、そのまま一気に最奥まで貫くことなく、柚香の浅い部分を行き来する。

　ソラは緩やかな動きに合わせて上下に揺れる柚香の胸を鷲掴みにすると、指の隙間から突き出る胸の尖りに舌を這わせる。

　強く胸を掴まれ、熱くぬめる舌で転がされると、痛みと愉悦の狭間で柚香の意識がフワフワと漂うような甘い感覚に包まれていく。

　その心地よい浮遊感に身を委ねていると、ソラが「そろそろ動いてもいい？」と確認してくる。

　その問いかけに頷くと、ソラは柚香の左足を自分の肩にかけ、彼女の腰を引き寄せた。

「あっ！」

　片足を上げた姿勢で彼を迎え入れることで、予想以上に深く彼のものが沈み込んでくる。

　粘着質な水音を立てて、彼のものが深く沈み込み柚香の媚肉を擦り上げていく。その刺激が気持ちよすぎて、柚香はじっとしていられなくて体をよじった。

　自分を支配する快楽が苦しくて肩を捻りシーツを掴むと、さっきまでと違った角度で彼のものを受け入れる形となり、柚香をより快楽の絶頂へと追い上げていく。

「愛している」

「……っ」

　短い呼吸を繰り返す彼の口から漏れた言葉に、どこまでの信憑性があるのかはわからない。

　そう思っているはずなのに、彼の発したその一言に心が震え、無意識に「私も」と返してしまう。

　柚香の言葉にソラは恍惚の息を吐き、その全てを貪るように激しく腰を打ち付けてくる。

　激しいソラの動きが、柚香の心の余裕を奪い、快楽の絶頂へと追い詰めていく。

　素姓もわからない彼がどうしようもなく愛おしくて、彼の愛の囁きに縋ってしまう。そんな自分を愚かだと思う反面、そこまで誰かを求めることができて、その相手と肌を重ねることができる現状が嬉しくもある。

　そのどっち付かずな思いが、今までに味わったことのない快楽を柚香に与える。

　大きな波に飲み込まれるような歓喜に、柚香は涙目になって喉を震わせる。

「いや……変になるのッ」

　出会って間もない男に自分の価値観を塗り替えられて行くことに恐怖があるはずなのに、未知の快楽を求めてしまう自分もいる。

　それほどに彼との交わりが、柚香の心を酔わせていく。

「俺に溺れて、変になればいい」

　まるで悪魔の囁きだ。

　でもその囁きを拒むことができずに、言葉のままに彼に溺れてしまう。

「くぅ……あぁっ…………あっ」

　とめどない快楽に溺れる柚香が喘ぐと、ソラはさらに激しく腰を突き動かしていく。

「すごく感じやすい体をしているね。知らなかった……」

　感嘆するように囁くソラは、肩にかけていた柚香の脚を下ろし、脱力する彼女の腰を引き寄せると、屹立した彼のものが、愛液にふやけた媚肉を擦る。

　その感覚に視界の裏に閃光が走った。

　愉悦に身じろぐ柚香に覆い被さるソラは、早い鼓動を刻む彼女の胸の先を舌で転がす。その艶かしい舌の動きに柚香の膣が収縮して、彼のものを締め上げていく。

「やぁ……っ」

「もう駄目？」

　息を荒げて喘ぐ柚香に、ソラが聞く。

　その言葉に柚香がカクカクと首を縦に動かすと、彼の律動が激しさを増す。

　上体を起こし、腰を掴んで激しく打ちつけていく遠慮のない攻めに、柚香の頭が真っ白になった。

　苦しくて、熱くて、気持ちいい。

　彼に突かれる度に、体が崩れていきそうになるのを、柚香はシーツにしがみついて堪えた。それでも体が彼に与えられる快楽に浸食され、腰がガクガクと震えてしまう。

「あぁ！　はぁッくぅぅ……っ」

　甘い悲鳴を上げながら、柚香は身悶える。

　ソラはそんな彼女の体を遠慮なく攻め立て、自分の存在を刻んでいく。

「柚香っ」

　自分の体を支配するソラが、愛おしげに名前を呼ぶ。

　その呼びかけに答えるように手を伸ばすと、彼がその手を取り、手の甲に口付けをする。

「ア……ッ」

　柔らかな彼の唇の感触がとどめとなり、柚香を絶頂の極みへと押し上げていく。

　悦楽の波に、柚香の腰がカクカクと震える。その震えを感じ取り、ソラも熱い息を吐いた。

「柚……っ」

　ソラが低い声で柚香の名前を口にした瞬間、彼の体の奥にある熱が柚香の中に放出される。

　自分の中で彼のものがビクビクと数回跳ねるのを感じ、柚香は熱い息を漏らした。

　欲望を吐き出した彼のものが抜き出される感触に、柚香は体を震わせ脱力した。

　激しい交わりの余韻に浸る柚香の体を、ソラが強く抱きしめてくる。

「柚香さん」

　改めて、柚香を「さん」付けで呼ぶソラの声が鼓膜をくすぐる。今更そんな呼ばれ方をされると、彼との間に距離を感じて寂しくなる。

「柚香って呼んでください」

　そんなふうに距離を取らないでと言外に甘えて、柚香は自分を抱きしめる彼の逞しい胸に甘えて目を閉じた。

「言ったね。……なら、ずっと柚香って呼ぶよ」

　クシャリと髪を撫でてくる彼の声が楽しげで、その声に釣られて視線を上げると、嬉しそうに微笑む顔が見えた。

　ずっと……という言葉を使うのであれば、自分達の関係にはこの先があるのだろうか。

　そんなことを思いつつどこか猫っぽい彼の笑顔を見上げていると、不意にずっと昔に出会った猫のような少年のことを思い出す。

　母の置き土産のような奇妙な縁で出会った少年は、まだまだ少年としての危うさが残っていて、ソラのような包容力はなかった。

　そもそも、自分と彼は、そんな関係ではない。

　弟の成長をも守る姉のような心持ちで行く末を見守っていた彼は、今はどうしているだろうか……。

「柚香」

　自分の名前を呼ぶ彼の声が聞こえて、闇に飲み込まれていくような気だるさに抗って腕を動かすと手が人の温もりに触れた。

　その温もりを自分の方に引き寄せたくて腕に力を込めると、相手の方から柚香を抱きしめてきた。

「柚香」

　名前を呼ばれて背中を撫でられる。

　愛おしさを凝縮したような声で名前を呼ぶその人の猫っぽい表情が見たくて、柚香は夢と現が混濁している意識の中で彼の名前を呼ぶ。

「……か……君」

　自分の呼びたい名前はそれじゃない。

　そんな思いから首を横に振ったつもりだったけど、強い眠気に意識を侵食されていく。

　自分が呼びたかった人の名前を呼び直そうと口を動かすのだけど、睡魔が勝って口がうまく動かない。

　ただ夢の中へと落ちていく意識の中で思い出してしまうのは、何故かソラではない。

　体の線が細く中性的な美しさを持ったその少年は、流れるようなさらさらの黒髪をしていて、細いフレームの眼鏡がとても似合っていた。

　青年と呼ぶにはあと数年たりない気がする彼は、それでいて少年と呼ぶには幾らか年齢を重ねすぎていたように感じた。

　親戚でもないのに、二年間の期間限定で、弟のように身近な関係を押しつけてきた男の子。

　助けを求めてきたくせに、会えば不機嫌な様子でそっぽを向いていた彼は、気紛れな子猫のようだった。

　彼にちゃんと伝えたことはないけど、とっつきにくいその少年のことが、柚香は意外に気に入っていた。

　さして会話もない時間を二人でゆっくり過ごし、時間をかけてほんの少しだけ自分と距離を詰めてくれた彼は、別れ際、感謝の意を込めて柚香を抱擁してくれた。

　だから少しは彼の役に立てたのだろうと安堵して、柚香は弟の巣立ちを見送るような気持ちで旅立つ彼を見送ったのだ。





　　　◇　◇　◇






　──電話……？

　どこからか聞こえてくる電子音に、柚香は薄く目を開いた。

　瞼を開けると、微睡みの中で二十年も昔のことを夢で見ていたのだと理解する。

　懐かしい夢の残滓を探すように薄暗い室内に視線を巡らせると、床に落ちているスマホが音を奏でながら光っているのが見えた。

　先ほど性急に求め合った流れで脱ぎ捨てられた服から、どちらかのスマホが落ちてそのままになっていたらしい。

　自分のスマホは玄関で落としたままになっているバッグの中にあるはずなので、今この部屋で鳴っているのは彼のスマホだろう。

　ぼんやりした思考でそのことに考えが及ぶと、着信音も柚香のものと違うことも理解できる。

　柚香同様着信音に気付いたソラがベッドを抜け出していく。

　一糸纏わぬ彼の体が、微かな光に浮かび上がるのを眺めていても、彼と一夜を共にしたという実感がわかず、その全てが夢の中の出来事のように思えてしまう。

　夢の延長線上にいるような心地よさで枕に顔を埋め、ホッと息を吐く。

「夢じゃなかったんだ……」

　顔を横に向け、ベッドサイドの腕時計を確認すれば、先ほどの濃密な交わりから一時間ほどしか経っておらず、まだ日付も変わっていない。

　そのことを奇妙に思いつつ、夢の余韻に記憶を馳せる。

　──懐かしい夢を見たな……。

　彼と現実離れした時間を過ごしたせいか、猫っぽい印象に記憶が刺激されたのか、十年も昔に縁が切れた少年のことを思い出してしまった。

　容姿、知能、財力の全てにおいて恵まれた存在であるはずの彼だが、残念ながら家族の縁だけには恵まれず、会ったことのない柚香を頼ってきたのだ。

　気難しい仔猫のような、少年の名前は……。

　──月瀬か……

「要です」

　電話に出るソラの言葉に、柚香が弾かれたように体を起こした。

　暗い部屋でスマホに向かって話すソラが、気配に反応してこちらを見た。目を丸くして唖然とする柚香の姿に、彼はそっと目を細め唇に人差し指を添える。

　スマホが放つ明かりに照らされる彼の表情は、悪戯を楽しむ猫そのものといった感じだ。

　でもすぐに柚香から視線を逸らし、抑揚のない声で電話の相手と話を続けていく。

「……ええ、期日前に一度片付けに行きます。あれはまだ俺の名義です。……立ち会いたい？　なんのために？　……権利？　亜あ美みさん、……アナタは月瀬太だい悟ごの最後の妻であったかもしれませんが、俺の母ではない」

　月瀬要に月瀬亜美に月瀬太悟……聞き覚えのある名前が羅列され、柚香の体から血の気が引いていく。

「あ……っぁ」

　柚香がわなわなと唇を震わせていると、こちらへと視線を戻したソラが意味深に口角を上げて続ける。

「父が亡くなり成人までの二年間、初対面の女性を後継人として雇ったのがその意思表示です」

　そう言い放ち、彼は通話を終わらせた。

　そして煩わしげに手を離すと、スマホは重力に従って床に転げ落ちる。

　床に転がるスマホが再び着信を告げるが、チラリと画面を確認した彼はそれを無視してこちらへと戻ってくる。

「あ、あなた……要君？」

　そう問いかける柚香は、声も指先も震えてしまう。

　優雅な足取りでこちらへと歩み寄る彼が、今は獲物を追い詰めた獣のように思えてしまう。

　月瀬要。元は地方の酒造メーカーから事業を拡大し、今や清涼飲料の製造販売を主軸に、健康食品や化粧品といった分野にも進出している香こう月づきビバレッジの御曹司。

　聞き覚えのある名前から結論を導けば、つまりそういうことになるだろう。それがわかっていても、自分の知っている要とは記憶が結びつかない。

　自分が知る要は、華奢で神経質な感じがあって、眼鏡をかけた美少年だ。

　だいたい彼が要なら、柚香より二歳ほど年下ではないか。

　思考が追いつかず口をパクパクさせる柚香に歩み寄った彼は、ベッドの端に腰を下ろしてこちらにニッコリと微笑みかけてくる。

「お久しぶり、柚香さん」

　あえて「柚香」ではなく「柚香さん」と呼ぶ声が柚香を打ちのめすが、それでも万に一つの可能性を求めて聞かずにはいられない。

「要君……眼鏡……」

「レーシック。それに髪型も変えた」

　マットレスに腕をついてこちらに身を乗り出すソラ……もとい要が、そのまま柚香にソフトな口付けをする。

　さっきまで散々互いの唇を求めあったのに、その唇が少年時代を知る要のものだと思うと、受ける印象が全然違ってしまう。

「──っ！」

　酷く背徳的なことをしてしまったような気がして、柚香は唇を乱暴に拭う。

「散々エッチなことをした後でその反応は、結構傷つくんだけど」

　双眸を細め、さして傷ついた風でもなく要が言う。

　──これは悪夢だ。

　ありえない展開だ。

　その証拠に、彼とは出会いから現実感が欠けていたではないか……。

　混乱した頭で、やっぱり自分は夢を見ているのだと言い聞かせる。というか、どうか夢であってほしい。

　そうは思うのだけど、頭のどこか冷静な部分では、彼が「ソラ」と名乗ったことに合点もいく。

　彼が要であるのなら、柚香が昔飼っていた小鳥の名前を知っていても何ら不思議はない。それに、柚香の誕生日だって知っているはずだ。

　だとすれば、この現実感のない出会いからの全ては、彼が仕組んだということなる。

　忙しく思考を巡らせる柚香の顔を覗き込み、要がクスクスと喉を鳴らす。

「すぐに気付いてくれると思ってたのに。……俺たち、ずいぶん不埒な関係になったね」

　その言葉がトドメとなり、柚香の思考が停止する。

「──っ！」

「あらためて、誕生日おめでとう。俺の二つ年上だから、三十歳だよね」

　呆然とする柚香の頬に口付けをし、トドメとばかりに耳元で「不埒な後見人さん」と囁く。

　思考停止というより、これ以上なにも考えたくないと、柚香はベッドに倒れ込んだ。
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　誕生日の翌日、セダンタイプの高級車の助手席で、柚香は額を窓ガラスに押し付けうなだれていた。

　膝の上に放置していたスマホが鳴ったので画面を開くと、菜穂子からのメッセージが表示される。

　ハートが飛び散る可愛いイラストが添えられたメッセージには、柚香が会社を休んだ理由を勘繰り、茶化すような文言が踊っている。

　ソラに誕生日を祝ってもらうというところまで報告してあったので、柚香が予告もなく休暇を取ったのだから、さぞや艶っぽい想像をしていることだろう。

「……」

　既読スルーを決め込む柚香は、遠くに視線を向けてため息を吐く。

　今となっては不本意だが、激しくて艶やかな展開があっただけに、返す言葉が思い付かない。

　苦々しい思いで運転席へと視線を向ければ、容姿端麗な男性がご機嫌な様子でハンドルを握っている。

　──本当に、要君だ。

　揺るぎないその事実に、目眩を感じてしまう。

　彼の正体に気付いた時は、酔いが残っていたこともあり、この状況が悪夢であることを願いつつ再び眠りに落ちた。

　でも朝になって目覚めてみれば、そこにはソラと名乗った彼がいて、明るい日差しのもとでよくよく確認すれば、成長して大人びてはいたが、柚香が知る要の面影を残していた。

　それに動揺し、慌てて身なりを整えて帰ろうとしたのだが、有無を言わさず車に乗せられたのだった。

　言葉にできない感情を込めて睨んでいると、それに気付いた要が口角を上げる。

　日差しが眩しいからとサングラスをかけているので表情が読み取れない上、それが様になっているので腹立たしさが増す。

　スーツではなくカジュアルな装いの彼は、ソラと名乗っていた時よりずっと若い印象を受ける。

　そして認めるのは悔しいが、やはり異性としての魅力に溢れている。

　色々な感情が渦巻きどう扱えばいいかわからず下唇を噛んで難しい顔をしていると、不意に車のスピーカーから電話の着信音が聞こえた。それと同時に、地図を表示していたナビの画面が切り替わる。

「ごめん。仕事の電話」

　短く詫びる要は、ナビ画面に触れ、スピーカーを利用して通話を始める。

　──仕事……。

　今の年齢を考えれば当然のことだけど、どうにも彼のことを永遠の少年のように思っていた頭が、その現実を上手く受け止められない。

　そんな柚香の感情とはお構いなしに、要は外国語で通話を始める。

　──フランス語？

　イントネーションと聞き覚えのある単語から、そう当たりをつける。

　一瞬、仕事の話を聞いていいのだろうかと思ったが、これなら柚香が聞いていても問題はないだろう。要もそれがわかっているからこそ、電話に出たのかもしれない。

　内容を理解できないまま耳を傾けていると、要は談笑を交えて会話を進めていく。

　彫りの深い顔立ちの彼が流暢に外国語を操る姿は、なんともサマになっていて、それこそ映画のワンシーンのようだ。

　ぼんやりそれを眺めていると、通話を終えた要が口角を持ち上げ強気な表情を浮かべる。

　勝負に挑むアスリートのように、精悍で勇ましい。

「なんだかご機嫌だね」

　自分の知らない要の表情にどこか居心地の悪さを感じつつ、柚香が言う。

　柚香の言葉に、要が満足気に頷く。

「狙っていた商談がまとまりそうだからね」

　要がソラと名乗っていた時の会話で、彼が仕事のできる男だとは感じていた。そして今の電話のやりとりや、強気なビジネスマンとしての横顔を見て、今更ながり彼の今が気になった。

「そう言えば要君、なんの仕事してるの？」

　そう問えば、一瞬、要の視線がこちらに向いた。サングラスの隙間からこちらを覗く彼の視線は、明らかに不機嫌そうだ。

　どこか子供じみた仕草で、プイと視線を戻す要が呟く。

　そうされると、自分が知っている要だなと思う。

「ＣＥＯ」

「へっ？」

　サラリと返す要の言葉に、間の抜けた声を漏らしてしまう。

　そんな柚香に、彼は唇を奇妙に曲げて嘆息する。

「経済新聞とか、ウチのサイト見たことないの？　父の意思を汲み取った古参の社員が、自分たちの力が及ぶうちにって、俺をその席につかせたかったんだよ。若き社長の誕生として、去年の早い時期に、それなりに話題になっていたと思うんだけど」

「ごめん。興味なくて」

　一介のＯＬでしかない柚香には、経済新聞など縁遠い。

　もちろん要の立場を考えれば、順当に年齢を重ねた先でその役職に就くとは思っていたが、こんなに若いうちから会社の重責を担う地位に就いているとは思わなかった。

「柚香にとって俺って、そういう感じだよね」

　そう呟く要の声に不機嫌さを感じて、柚香はあたふたと言葉を付け足す。

「だってほら、要君は、私より年下だから……」

　別に要の能力を軽んじての発言ではない。そこは理解して欲しいと焦る柚香の隣でため息を吐く要からは、いよいよ不機嫌そうな雰囲気が滲み出てきて怖い。

　いらぬ地雷を踏まないように口をつぐむと、それはそれで沈黙が落ち着かない。

　それは要も同じなのか、どこかからかい混じりの口調で言う。

「もっと俺に興味を持っていてくれたら、俺の正体に気付かずにセックスするなんてことなかったのにね」

　自業自得だと、言外に責められると返す言葉がない。

「う……」

　今朝、彼に「不埒な後見人」と揶揄われたことを思い出し、柚香は顔を顰める。

　正しくは「元後見人」であって、自分はすでに要の後見人ではないのだが。

　とはいえ二人の関係の原点がそこにあるだけに、彼に「不埒な後見人」と言われてしまうと、自分がひどく不道徳なことをしでかしてしまったのではないかという気まずさを覚える。

　柚香は視線を窓に移し、流れていく景色に目をやりながら自分の置かれている状況を整理する。

　──別に犯罪ではない。

　──近親者というわけでもない。

　柚香と要には血縁関係はなく、どちらも成人で、合意のもとだったのだ。

　道徳的にも法的にもなんの問題はない。繰り返し自分にそう言い聞かせても、柚香にとって要という存在は、父親を亡くし、頼れる親戚がいないと自分に助けを求めてきた庇護すべき少年なのだ。

　そういった感情とどう折り合いをつけようかと考えていると、膝の上のスマホが鳴った。

　見ると菜穂子から、思い出したように「そういえば、親」「後見人の話、受けることにしたって」「一応の報告」と、細切れのメッセージが送られてきた。

　そういえばあの日、菜穂子と後見人の話をしていたなと、柚香はその単語を音にせず口の中で転がしてみた。

　──未成年後見人……。

　自分と要を繋いだその言葉。

　要と柚香は、赤の他人と言えば他人。深い縁があると言えばある。なんとも奇妙な距離感の存在で、出会うことなく互いの人生を終えることも可能だった。

　むしろ、お互いの存在を知ることもなく生きていくのが普通だったのかもしれない。

　そんな二人を繋いだのが、その法律用語だ。

　菜穂子に、イラストの応援メッセージを送った柚香は、ぼんやりと昔を思い出す。

　二十歳のある日、学生だった自分にかかってきた電話。思いもよらない内容を告げるその電話を受けたのが、全ての始まりだった。
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「まただ……」

　大学生の柚香は、自分のスマホに表示される未登録の番号を睨む。

　ここ数日、同じ未登録の番号からの着信が続いている。

　必ず昼休みや大学の講義が終わったであろうタイミングを見計らって繰り返し電話をかけてくるのに、それでいて留守電にメッセージを残すことはない。

　着信のタイミングからして、向こうは、電話の相手が社会人ではなく学生だと知っているのだろう。

　最初は警戒心も働き無視していたが、再三かかってくるとさすがに気になってくる。

　もし他の誰かの番号と勘違いしているのであれば、そのことを告げたほうがいいという思いも働き、柚香は電話に出た。

「……」

　相手の出方を窺うべく耳を澄ましていると落ち着いた男性の声が聞こえてきた。

「……法律事務所の杉すぎ本もと賢けん吾ごというものですが、浅倉柚香様の携帯電話で間違いないでしょうか？」

　低音で朗らかだが張りのある声は、落ち着いていて、人と話し慣れているのだとわかる。

　ただ唐突に弁護士だと名乗られても、かえって警戒心が働くだけだ。素直に浅倉柚香であると認めていいものかと悩んでいると、杉本と名乗る男がさらに質問を重ねてくる。

「お母様は、余よ津つ谷や麻あさ美み様で間違いないでしょうか？」

「はい。そうです」

　不意に出てきた母の旧姓に、思わず正直に答えてしまう。

　声に学生特有の反射のよさを感じたのか、電話の向こうの男性が柔らかな息を吐く気配がした。と同時に、その質問が、柚香の口を開かせるためのものだったと感じてしまう。

「どういったご用件でしょうか？」

　見ず知らずの人がこちらの素性を承知しているというのは、居心地が悪い。

　それに本物にせよ偽物にせよ、弁護士を名乗る人物から電話をもらうような心当たりもないだけに、警戒心が強くなるばかりだ。

　相手もこちらのそういった反応を予想していたからこそ、留守電にメッセージを残さなかったのかもしれない。

　柚香の動揺が収まるのを待って、杉本が新たな問いかけをする。

「月瀬要君という少年をご存じでしょうか？」

「いえ。知らないです」

　相手の意図が汲み取れないまま、柚香は正直に返す。

「では、月瀬太悟という名前はご存じでしょうか？　要君のお父様の名前なのですが」

「いえ……」

　それも耳慣れない名前だ。

　彼は本当に自分に用があるのだろうかと訝る柚香に、杉本は静かな口調で告げる。

「月瀬太悟様は、余津谷麻美様の元婚約者です」

　その一言で柚香に緊張が走る。

　元は資産家の家に産まれた柚香の母は、倒産寸前の家業を立て直すため、親子ほど歳の離れた男性に嫁がされかけたことがある。

　傲慢な祖父が結納金目当てに決めた縁談に柚香の母の気持ちは介在せず、当時の恋人であった父も、そんな理由で別れを受け入れられるはずもなく、二人は駆け落ちをしたのだ。

　その結果、生贄の如く差し出すはずの花嫁が姿を消したことで当て込んでいた融資が受けられなった実家は破産した。労せず贅沢する生き方しか知らなかった家族はそのせいで惨めな思いをすることになり、その原因となった柚香の母を心の底から恨んだ。

　どのくらい恨んでいたかといえば、病室に押しかけ今際の際の母を罵り、葬儀の席で喪主の父にお悔やみでなく当然の報いと嘲笑う程度の憎しみだ。

　そんな心ない親族のおかげで、母が過去に父以外の男性と結婚する可能性があったことを、柚香まで知ることとなったが、さすがに相手の名前までは知らなかった。

　なにをどう返せばいいかわからず黙り込む柚香に、杉本が気遣わしげに声をかけてくる。

「その件は承知していると伺っていますが、ご存知なかったでしょうか？」

　彼の言葉に気遣われていると思う以上に、柚香が母の過去を知っているという情報は何処から入手したのだろうかと心がざらつく。

　不快な思いを奥歯で噛み締めつつ柚香は返す。

「母が婚約をしていたのは、私が生まれる前のことだと思いますが」

　棘のある柚香の声に気を悪くする様子もなく、杉本は静かな口調で続ける。

「ということは、お母様があなたのお父様と結婚される前に婚約破棄されたことはご存じと判断してよろしいですね？」

　その言葉に、柚香はしまったと唇を噛んだ。

　普通に考えて、子供が親の過去の恋愛を知っている方が珍しい。もし知っていたとしても、幼い頃の淡い初恋や、失恋をした娘に寄り添うための恋バナといった程度だろう。

　婚約破棄のために駆け落ちした話など、娘に好んでするものではない。

　だから柚香が、亡くなった母の過去を知らないと突っぱねて、この会話を終わらせてもよかったのだ。

　感情が先走って失言したと唇を噛む柚香の耳元で、杉本の声が続く。

「ご存じと判断して、話を続けさせていただきます」

　そう前置きして、杉本は言う。

「麻美様が去った後、太悟様も他の女性と結婚され、浅倉様が生まれた二年後に一子をもうけられました。それが月瀬要様という方になります。ご夫婦は、要様が生まれてすぐに離婚され、その後も太悟様は再婚と離婚を繰り返されたのですが、要様はどの方とも折り合いが悪く、孤独な幼少期を過ごされました」

「はあ……」

　電話を切りそびれた隙に、話が妙な方へと転がっていく。

　彼の話によれば、その要少年とやらは、実母と交流はなく、継母との折り合いが悪い上に、父の代の遺恨がもとで頼れる親戚もいない。そんな孤立した環境で、唯一の肉親である父の太悟が急逝したことで天涯孤独の身となっているのだという。

　しかも遺言に基づき彼が父親の遺産の大半を相続することになったことで、血の繋がらない母子の確執は財産目当ての他者を巻き込んで深刻化しているのだという。

　そういった状況のためか、その要少年は精神的に追い込まれているのだとか……。

　電話を切るタイミングを逃したことで聞かされる要少年の身の上話に、いくら面識がない他人の話とはいえ同情心が湧く。

　とはいえ、一介の学生でしかない柚香にしてやれることはないのだが。

　何かしてやれるわけではないが、電話を切る気持ちにもなれず黙り込んでいると、杉本がとんでもない提案をしてきた。

「その要様が、浅倉様に助けを求めているのですが、お力をお貸しいただけないでしょうか？」

「はい？」

　意味がわからない。素っ頓狂な声を上げる柚香だが、それでもどうにか思考を巡らせて杉本に確認する。

「えっと……、私とその要さんは、なんの面識もないと思うんですけど？」

「そうですね。会ったこともないと思います」

　杉本はあっさりと認めると、そのまま落ち着いた口調で続ける。

「しかし余津谷麻美様が素直に太悟様と結婚されていれば、浅倉様も要様も、この世に存在されていなかった。そういう意味では、全くの他人ではないと、要様は申しております」

「無茶苦茶なこじつけですね」

　思わず素の口調で呆れる柚香に、電話の向こうの杉本も困ったように息を吐き、口調を和らげて続ける。

「もちろん私としても、聞き分けのない子供が駄々をこねてこじつけているようにしか思えません。それでもそれが、私の依頼主である要様の意見ですので、その言葉のままお伝えさせていただきました」

「はぁ？」

　柚香は、ふと彼が口にした「依頼人」という言葉が気にかかる。

　彼の話を信じるのであれば、要は、二十歳の柚香より二歳年下の十八歳。

　まだ未成年の子供が、弁護士を雇ったということだろうか。

「あなたは、子供に雇われているんですか？」

　思わず漏らしてしまった柚香の言葉に、杉本は気を悪くすることなく、自分は太悟が生前の頃より長年に渡り月瀬家の顧問弁護士をしていたのだと説明する。

　顧問弁護士という言葉に、月瀬という家は本当に資産家なのだとしみじみ思う。

　自分とは別世界の話だとそっと嘆息していると、杉本が話を戻す。

「頼れる親族を失い、精神が不安定な少年が救いの手を求めている。そういった同情でいいので、話だけでも聞いていただけないでしょうか？」

「……意味がわからないです」

　戸惑う柚香に、杉本が「私もです」と、共感を示して続けた。

「正直、私も理解できていません。ただ私の知る限り、普段の要様は冷静で理知的な少年で、こんな荒唐無稽なことを言い出すような方ではけっしてありません」

　そう語る杉本の声に、微かだが慈愛のようなものを感じる。

　長年に渡り顧問弁護士をしていたというのなら、要のことを子供時代から知っていて、仕事の領域を超えた情があるのかもしれない。

　そういう熱量を持っている人の頼み事を断るのは骨が折れそうだ。

　そんなことを考えている間にも杉本の話は続く。

「こんな縁とも言えない縁を頼りにするほど、彼は孤独なんです。お母様を早くに亡くされたあなたになら、その思いが理解してもらえると思ったのかもしれません」

「……」

　何故そのことを知っている。

　もしかして自分の個人情報は、どこかで安売りされているのだろうか。

「他人事と切り捨てるのは簡単ですが、少しでも彼の境遇を気の毒に思うのであれば、彼の頼み事について話を聞く時間だけでも作っていただくわけにはいきませんか？」

　──ズルい……。

　それが杉本の言葉に対する素直な感想だ。

　母の元婚約者の子供。しかもどういう意図があるのか、相手は、柚香のことをかなり調べていそうだ。

　どう考えても関わらない方が得策だと思うのだけど、自分が早くに母を亡くしているだけに、つい要という少年のことが気にかかる。

　そして自分の性格上、そうやって一度気にかけてしまうと、ここで断ったところで、見たこともない要少年の行く末を心配してしまうのだ。

　割り切りの悪い自分の性格を恨めしくは思うが、それが自分なのだから仕方ない。

　大きくため息を吐いた柚香は、空を見上げて息を吸う。

　一度空にした肺が、新鮮な空気で満たされていく。それを清々しく思いつつ柚香は「わかりました」と返した。

　母が断ち切った過去に、今更自分が関わっていいのかという迷いもある。それでもこのまま電話を切れば、色々後悔するだろう。

　それなら会って後悔するのも同じことと、母を亡くした頃の自分を思い出しつつ、柚香は杉本と会う日時を決めていった。




　電話を受けた翌日、柚香は大学終わりに杉本が勤める弁護士事務所を訪れた。

　事務所を訪れた柚香の第一印象は「ドラマみたい」だった。

　弁護士事務所と聞いて柚香が想像する事務所は、二種類ある。

　一つは、古い雑居ビルの一室で、好々爺といった感じの人情派弁護士が切り盛りする事務所。もう一つは、利益優先で、洒落たオフィスに切れ者の敏腕弁護士がひしめき合う大きな事務所。

　日本有数のビジネス街にオフィスを構える弁護士事務所は、後者の方のイメージそのままという感じだ。

　昨日の声の感じから、勝手に前者の弁護士事務所を想定していた柚香としては、レストランのフロントスタッフのように愛想良くハキハキと話す受付の女性の応対にどこか裏切られたような気分になった。

　そして案内された部屋の調度品はシンプルだが木目が美しく、提供された紅茶の茶器のデザインも可愛いものだった。ＢＧＭこそないが洒落たカフェといった感じで、弁護士事務所に縁のない学生の緊張を和らげてくれる。

　部屋に案内されるときに通り過ぎた全面をアクリルガラスで仕切られた部屋は、それこそ企業の会議室という感じだったので、相手によって案内する部屋を選んでいるのかもしれない。

「お待たせして申し訳ない」

　案内された部屋を物珍しげに観察していると、ほどなくして白髪の男性が現れた。

　髪を丁寧に撫でつけ、清潔感のあるスタンダードなスーツを着こなす彼は、来訪の礼を言い柚香に名刺を渡す。

　受け取った名刺には、彼がこの弁護士事務所の代表であることが記されていた。

「香月グループという企業はご存じでしょうか？　一般的には、香月ビバレッジと言った方が馴染みがあるかもしれませんが。アルコール類や清涼飲料の製造販売を主軸に、健康食品や化粧品といった分野にも進出していますが」

　挨拶のために一度は立ち上がった柚香に着席を勧め、自分もその向かいに腰を下ろす杉本が問いかけてきた。

「もちろん知ってます」

　香月ビバレッジといえば、有名な飲料メーカーだ。

　商品も多岐にわたり、コンビニの商品棚だけでなく、街角に自動販売機も多くあり、三日月を模した香月のロゴが入った飲料水は柚香自身よく飲んでいる。

　もとは明治時代に関東近郊で立ち上げた酒造メーカーで、華雫という日本酒が看板商品だったという。

　当時は地方の一酒造メーカーとしては無難な業績を維持しているといった事業規模だったが、そこの三男坊であった太悟が多少強引な手法で他の兄弟を退け経営権を掌握し、社名を香月と改めた頃から一気に躍進していった。そして今では飲料水から健康食品、化粧品まで多岐にわたる事業を世界規模で展開する大企業へと成長している。

　柔和だが事務的な口調で香月ビバレッジの歴史を簡単に説明する杉本が、「多少強引な手法で……」という言葉を使用したことで、太悟の息子である要に頼る親族のいない一因を察した。

「月瀬太悟さんという人は、どういう人だったんですか？」

　心に浮かんだ疑問をそのまま言葉にすると「経営者としての才能に特化した方でした」と、返された。

「それだけじゃ、よくわからないです」

　柚香が難しい顔をすると、杉本が困ったように目尻に皺を寄せて情報を補足する。

「経済の潮目を見極める力があり、迷いなくビジネス展開して確実に利益を上げることができる人でした。凡人の理解が及ばない視点で世界を見ていたので、傲慢で情を持たない暴君だという印象を受ける者も多かったようです」

「そうですか……」

　控え目な杉本の言葉からも、太悟は、家族を幸せにする能力に乏しかったことが伝わってくる。

「それで本題ですが、当弁護士事務所は、香月グループの企業顧問を担当させていただくと共に、私は月瀬太悟氏個人の顧問弁護士も任されておりました」

　なんとなく背筋を伸ばして居住まいを直す柚香の前に、杉本は資料を広げ、香月グループの業績などについて細かい説明をしていく。

　杉本の話には、初めて耳にする難解な言葉も含まれていて全容をうまく理解することはできないが、香月という企業が右肩上がりに業績を上げ続けているということはかろうじて理解できた。

　ひどく貧しかったわけではないが、それほど豊かでもない家庭で育った柚香としては、母がそんな人と婚約していたという話に現実味が湧かない。

　どこか曖昧な相槌を打つ柚香に、丁寧な説明をする杉本が確認してくる。

「あなたのお母様が結婚を拒んだ相手は、そういう方だったんです。お母様は、もったいないことをしたと思いますか？」

　静かにこちらを探るような杉本の問いかけに、柚香は頬に指を添えてしばし考える。

「母は幸せでした」

　それが柚香の返せる答えだ。

　部屋をきれいに整え、日々を楽しんでいた母が自分の選択を悔いていないのは確かなので、もったいないとは思っていなかったはず。

「でももしあなたが月瀬家に生まれていたら、進学のために奨学金を借りる必要もなかったと思いますよ。そう考えると、もったいないと思いませんか？」

　間違いなく、自分の個人情報はどこかで安売りされているようだ。

　どこでどう調べたのか杉本は、柚香が大学進学にあたり奨学金の借り入れをしていることを知っているようだ。だとすればやっぱり、父の再婚や、それが原因で柚香が実家と距離を取るようにしていることも知っているのだろう。

　父の人生は父のもの。だから娘の柚香にも、駆け落ちするほどの情熱を持って結ばれた母を生涯愛しきれなかった父に腹を立てる権利はない。

　それに義母も、物静かな優しい人だ。

　頭ではそのことがわかっていても、感情が追いつかないのが人間というものだ。

　だから実家からの仕送りを断り、奨学金の借り入れとバイトで生活をやりくりしている。

　そういった自分のバックグラウンドを恥じる気はないが、勝手に身の回りを調べられるというのは不快だ。

　柚香は、相手が年上なことを忘れて険のある声で返す。

「惜しいも惜しくないも、私には関係ない話です。母が父と結婚しなければ、私は生まれてないんですから。それに母の人生は母のものです」

　それを惜しいと思うのは、心ない母方親族の価値観だ。

　そんな人たちと自分は違うと胸を張る柚香の姿に、相手の表情が不意に緩んだ。

「迷いがないですね」

「迷うもなにも……」

　遺伝子的にも精神的にも、あの二人が両親でなければ自分は存在していない。

　もし母が他の人と結婚し、そこに子供が生まれたのであれば、それはもう柚香の知る母の物語ではないし、もちろん柚香自身の人生でもない。

　だから他の人生を妬む暇があるのなら、その時間をかけて与えられた自分の人生をよりよくするための選択をした方がいいと話す柚香に、杉本は軽く顎を動かす。

　首を傾け目頭を揉む杉本が視線をこちらに戻した時、彼の表情はこれまでより人間味のある表情をしている。

「それでも人は、自分に都合の良い『もしも……』について考えてしまうものですよ。今の自分の記憶を持ったまま過去に戻れたら。今の自分が、資産家になれたら。美人に生まれていたら。あの人に愛されていたら……」

　杉本はなにか苦い記憶でもあるのか、遠くに視線を向けて言葉を続ける。

「心はその個人の財産ですから、想像は自由です。ですが自由だからこそ、心は厄介なのです。想像でしかない『もしも……』を、いつのまにか失った当然の権利と錯覚して、自分と違う誰かを憎むようになることもあります」

「そういうことも、あるかもしれませんね」

　母が婚約破棄したことで、月瀬家から経済支援を受けられなかった親戚は、その「もしも……」を奪われた権利と錯覚して母を憎んだのだ。

　醜悪な親族の顔を思い出し、くだらないと息を吐く柚香に、杉本がそっと目元をやわらげる。

「あなたが言うとおり、誰も与えられた自分の人生以外を歩むことはできない。それは傍目には若くして莫大な遺産を手にした少年も同じです」

「要君という子の話ですか？」

　自分がこの場所に招かれた理由を思い出す柚香の問いに、杉本が頷く。

「要様の周りには、彼が親を亡くしたばかりの未成年者であるということに配慮することなく、若くして富豪になる彼を妬み、彼の相続する資産に嫉妬する者が多い。ある意味それは太悟氏のこれまでが招いた負の遺産の一つで、彼の息子である以上、要様が背負うべき問題なのかもしれませんが……」

「だとしても、子供が背負う遺産ではないと思います」

　いくら多額の財産を手にするとしても、十代で親を失って妬まれる筋合いはない。

　昔の自分に気持ちを重ね、憤りを感じる柚香に、杉本も肩をすくめて息を吐く。

「嫉妬するだけならいいですが、なかには彼がまだ未成年であることに目をつけ、利用してその財産をせしめようと考える者もいます」

　そう話しつつ、杉本は柚香の方に向けて広げた書類のページを捲る。

　要少年が相続する資産が記されているようだが、金額や、一部の内容は塗りつぶされていて不明なことの方が多い。それでもなんとなく、彼が柚香には生涯縁のない金額の資産を相続することは伝わってくる。

「これを見て、どう思いますか？」

「どうと言われましても……」

　柚香の生活水準では上手く想像することもできない資産だが、人によっては、目の色を変える額であることはわかる。それこそ、罪を犯してでも搾取しようと思わせる額なのだろう。

　そんな醜い感情に晒される要を気の毒には思うが、学生の柚香にしてあげられることはない。

「杉本さんが、ちゃんと守ってあげてください」

　あれこれ考えて柚香が絞り出した言葉に、彼はもちろんですと頷く。

　その答えに安堵しかけた柚香に、彼は書類を軽く指で叩いて言う。

「そしてできることなら、彼のために、この資産を管理する手伝いをあなたにもお願いしたいのです」

「──！」

　弾かれたように目を丸くする柚香は、激しく首を横に振る。

　要なる少年を気の毒には思うが、どう考えてもそれは柚香の手に追える話ではない。

「無理です。私なんかより、もっと他の人を……えっと、母親とか……？」

　訳のわからない重責を押し付けられる相手を求めて、勢いそう提案してみる。

　仲が良くないような話は聞いたが、生みの母なり、継母なり、赤の他人の柚香よりは彼を支えるのに適任だろう。

　柚香の提案に、杉本は首を横に振る。

「要様にとって母親と呼べる存在は、既に他の男性と再婚している生みの母親と、現在の義理の母親。その他に、離婚した元義理の母親と呼べる方が数名いますが……」

　要の両親は彼が生まれてすぐに離婚し、母親は離婚と共に海外に移住して、すでに再婚しているとのことだ。そして彼を引き取った太悟もすぐに再婚したが、一年と持たずに離婚したという。その後も太悟は数回、再婚と離婚を繰り返したがどれも長続きをせず、今の彼の義母との結婚生活もそれほど歴史があったわけではないとのこと。

　しかも離婚話がちらほら囁かれていたタイミングでの急逝だったとのことで、要との関係は良好なものではないという。

　そのうえ、今の母である亜美という女性が、彼が相続する財産を搾取しようと策を練る筆頭だと聞かされれば、柚香としては自分の提案を引っ込めるしかない。

「これまでも太悟氏は、婚姻の際には、夫婦財産契約書を作成されていました。また持病もあることから、万が一に備えて公的能力持つ遺言状も準備されています。そのため、今の奥様である亜美様と要様の間には、相続できる額に大きな開きがあります。とはいえ死別なので、今後、働かずとも暮らしていけるだけの財産は相続されるのですが」

「なんで離婚前提に結婚するんですか？」

　話の本筋からは多少脱線してしまうが、たいした恋愛経験もない学生の柚香としては、スルーできないものがある。

　柚香の表情を見て、杉本が困り顔を見せた。

「そんな顔しないでください。太悟氏は、あなたのお母様とのことがあったからこそ、自分にも結婚する女性がいるのだと誇示したかったんです。それでいて『金で買った妻はこの程度か……』と、落胆してすぐに離婚されるのはいかがなものかと思いましたが」

「仕事はできるのに、学習能力がないんですね」

　遠慮なく呆れる柚香に、杉本が苦笑いをこぼす。

「私たち凡人には見えないものが見えている分、わたしたちには見えているものが、見えなかったのかもしれません。長年ビジネスの世界で勝ち戦を続け、負け方を知らない人でした。だから、太悟氏自身、自分がなにを失って、その穴を埋めるためになにを必要としていたのか、理解できなかったのかもしれません」

「……」

「そういう事情もあり、太悟氏は、要様が未成年のうちに自身にもしものことがあった際に備えて、未成年後見人の選定をされていました。今の奥様と要様は養子縁組をされておらず、親権をもっておりませんし、過去に金銭トラブルを抱えた経験があるため、彼の資産管理を任せるには相応しくありませんから」

「はあ……」

　話が進んでいるのか脱線しているのか、初めて聞く言葉に間の抜けた声を漏らす柚香に、杉本は簡単に未成年後見人について説明してくれた。

　未成年後見人とは、親権者を亡くした未成年者のために、法律に則り法定代理人を定め、未成年者の監護養育、財産管理をする者のことなのだという。

　そしてそれを任されたのが、杉本の弁護士事務所だ。

「そうなんですね……」

　よくわからないが、どうやら柚香が心配しなくとも、要には支えてくれる大人がいるらしい。

　ならば自分は必要ないではないかと安堵する柚香に、杉本が「ここからが本題です」と切り出す。

「要様から、未成年後見人を自分で選定したいという要望がありまして……」

「──っ」

　杉本の困り顔を見て、柚香は思わず腰を浮かせる。

　突然の電話から始まった、とりとめのない話の終着点が見えてきた。

「あなたにその役目をお願いしたいという要望が……」

「絶対に無理ですっ！」

　杉本が言い終わるより早く、柚香が断言する。

　そしてそのままの勢いでかたわらに置いてあったトートバッグを掴もうとしたが、手を滑らせて床に落としてしまった。

　落とした拍子に、トートバッグの中身が床に飛散する。

　それを拾おうと床にしゃがむが、動揺しているせいか指がうまく動かずなかなかものが拾えない。

「大丈夫ですか？」

　杉本も床に膝をつき、柚香の荷物を拾う手伝いをしてくれる。

「ありがとうございます」

　お礼を言って使い古した財布を受け取ろうとした柚香の顔を見つめて杉本が言う。

「ちなみに未成年後見人には、報酬も支払われます。突拍子もない申し出であることは重々承知しておりますので、それなりの報酬は準備させていただきます」

　床に散らばる柚香の私物は、どれも使い古されたものばかりだ。それを見れば柚香の懐事情は容易に想像できだろう。

「バイト感覚でするようなものじゃないし、学生の私に、任せるようなことじゃないです」

　確かに生活は苦しいが、それは違うと柚香が首を横に振ると、杉本が嬉しそうに目を細める。

「そう言える人だからこそ、お願いして大丈夫だと思えたんです。もちろん、こちらも本気で任せる気はありませんし」

「はい？」

　思わず動きを止める柚香に財布を握らせ、杉本はその他のものを拾いながら言う。

「未成年後見人は、複数人選定できるんです。だから浅倉様には、複数いる未成年後見人の一人として名前を連ねていただくだけで結構です。要様も、浅倉様に後見人の一人として加わって欲しいが、成人までの財産管理は、引き続き当弁護士事務所に任せたいとのことです」

　どうやら重大な責任を負わされるわけではないと安堵するが、それならそれで疑問がわく。

「なんのためにですか？」

　怪訝な顔をする柚香に、杉本が「困惑しているのは、私も同じです」とため息を吐く。

「私の知る限り、要様は幼少期から利口で物わかりがよく、立場に甘えて無理難題を言い出すようなことはありませんでした。葬儀の際も堂々とした立ち居振る舞いで喪主を務められていました。そんな彼の突然の申し出に、私も戸惑ってはいます」

　正直な思いを吐露する杉本は、自分なりの推測を口にする。

「私が思うに要様は、親戚や家族の代わりになる存在を求めているのかと……。彼の周囲にいる人間は、どうしても利害関係が絡む者ばかりです。私も彼からすれば、親が準備しておいた弁護士にすぎない。だから、こんなこじつけのような縁を口実に、利害関係のない浅倉様と繋がりを持ちたいのだと思います」

「そんなことを言われても……」

　自分が彼にしてあげられることは、なにもない。

　どう断ろうかと悩みつつ、拾い上げたものをバッグにしまい直して立ち上がる。そんな柚香の動きを追うように立ち上がる杉本が「それでいいんです」と返す。

「私としても、『もしも』の可能性に嫉妬したりしない浅倉様には、ぜひ要様の近くにいてあげていただきたい。そしてもしお願いできるのであれば、後見人の間だけでも、要様を気にかけてもらえると嬉しいです」

「そんなことに、なんの意味が……」

「彼に、人に甘えていいと学んでもらうためです」

「え？」

「彼は、幼い頃から自立心の強い手がかからない子供でした。その分、人に甘える術を学ぶことなく育ってしまった。それは不幸なことです。甘えることを知らない子供は、強そうでいて脆い。彼生い立ちを考えれば、この先の人生を平坦なものにしてあげることが難しい。だからせめて、誰かに甘えていいのだと学ばせてあげたいんです」

「父親みたいなことを言うんですね」

　思わず漏れた柚香の言葉を、杉本は否定することなく目元に皺を寄せる。

　立場として、言葉で認めることは許されないのかもしれない。

「私としては、彼が、不器用なりに人に甘えようとしているのであれば、それを叶えてあげたいんです」

「……」

　柚香は杉本をまじまじと観察した。

　杉本の纏う空気が柔和で自然なものに感じられるのは、彼が本音で話しているからだろう。

　だとしたら、柚香も正直な感情で返したい。

「要君は、どんな子なんですか？」

　頭の冷静な部分では、要なる少年に関わらない方が得策とわかっている。

　だけど何故か、ひどく要という少年のことが気になってしまうのだ。

　柚香の問いかけに、杉本の表情が緩んだ。

「それは、ご自分の目で確かめてみてはどうでしょうか？」

　柚香が要に興味を示すと踏んでいたのか、断られたら時間をかけて説得するつもりだったのか、杉本は、自分と柚香と要の三人で食事を取るためレストランの個室を予約してすでに要はそこで待っていると打ち明けた。

　どこか騙し討ちのような展開に呆れる柚香が、そもそも要が何故自分の存在を知っていたのか聞くのを忘れたと気づいたのは、ずいぶん後になってからのことだった。




　杉本が柚香を案内したのは、由緒ある佇まいの家屋敷が並ぶ閑静な住宅地にある隠れ家的な中華レストランだった。

　スタッフに案内された部屋は、一歩足を踏み入れただけで、格調高い部屋であることが理解できた。

　室内にさりげなく置かれている調度品などから、店の格式の高さが読み取れる。それだけでなく、靴底が沈む感覚を覚えるほど毛足の長い絨毯も、全てが柚香に馴染みがあるレストランとは別格である。

　客をもてなすために整えられた空間の中央、白いクロスのかけられた円卓に一人腰掛ける少年が、こちらの気配に気付いて振り返った。

　太陽は沈んでいるのに、竹林が見える中庭にはまだ光の名残があり、若竹の緑が淡く輝いているようだ。それを背景にしてこちらを向く少年の顔を見て、柚香は静かに息を呑んだ。

　フレームの細いメガネをかけ、艶のある黒髪の前髪が自然な形で左右に分かれている彼は、中性的で整った顔立ちをしている。

　着ているのは、都内有数の進学校の制服だ。

　淡い光を背にこちらを向く彼の姿は、少年ゆえの危うい美しさを漂わせていて現実味がない。

「突然お呼び出しして申し訳ありません」

　立ち上がる彼が、大人びた口調で詫びてきた。

　彼が動く様を見て、内心「本当に生きている人間だ」と、奇妙な感想を抱いてしまう。

　思わず見惚れていると、要は、そのまま上品な口調で自分の奇妙な依頼を詫びてきた。

　無言で佇む姿は神秘的にも思えたのに、話し出すと彼は、言葉遣いこそ律儀で丁寧だが、口調はどこか拗ねているようでもある。

　その姿がツンデレな血統書付きの猫を連想させて、柚香の心を和ませた。

「えっと……はじめまして。浅倉柚香です」

　ぎこちなく挨拶する柚香に、要が微かに微笑む。それでいて柚香と目が合うと、プイッと視線を逸らす。その弾みに揺れる髪や無防備な首筋に、年上との距離をうまく取れない少年ゆえの不器用さが見て取れた。

　それだけで、初対面特有の緊張した空気が和むのがわかった。

　──弟がいたら、こんな感じだったのかな……。

　一人っ子の柚香が、年下の要に抱く第一印象はそれだった。

　自分の知らない世界で育った少年。それでいて、会った瞬間に妙な親近感を覚えるのは、要のこじつけた理由どおり親世代の奇妙な縁があったからだろうか。

　二人の間の空気感が和んだのを見計らって、杉本が着席をすすめた後で、改めて要を紹介する。

　そして三人で食事をしながら会話を重ねれば、親近感は一層増していく。

　間に入る杉本のもたらす情報によれば、都内有数の進学校に通う要は成績優秀で、スポーツでも優秀な成績を収めており、受験に向けてなんの憂いもないのだという。

　要が通う私立の進学校も、その後の進路に定めている大学も、柚香の日常からはかけ離れた話で、何処か現実味がない。

　杉本の話を聞いて柚香が「すごいね」と年下の男の子の業績を素直に賞賛しても、要はどこか不機嫌そうに相槌を打つだけで積極的に話に参加してくることはなかった。

　そんな要の姿勢に、杉本が「普段はこんな人じゃないんです」と言いたげに視線で詫びてくる。それは、初対面の柚香でもなんとなく感じることができた。

　自分の向かいに腰掛ける要は、不機嫌そうに振る舞っているようでいて、柚香の些細な動きにも反応を示して、柚香の質問には素直に返すのだから。

　その極め付けとして、食事を終える段になって「もし迷惑なら、断っていいから」と声をかけてきた。

　そう言いつつも彼の眼差しに切羽詰まったものを感じ、柚香はつくづく不器用な子だと笑ってしまう。

　そんな姿を見せられて断れるはずがない。

　そうやって月瀬要の未成年後見人になって二年、彼のために必要な事務的な処理は、杉本たち大人が滞りなく処理していくなか、柚香は寮生活を送る彼を時折食事や買い物に誘い、外出する機会を持ってもらうようにしていた。

　一緒に出かける要は、杉本の情報どおり利口で物わかりがよく、無理難題を言い出すようなタイプではなかった。だからこそ、感情が読み取れず、彼が自分にどんな役割を求めているのかわからなかったのだけど。

　それでも柚香が誘えば出てくるし、柚香が世間話として自分の些細な日常について語れば、嬉しそうに耳を傾けていた。

　口数が少ない要が、時折口角を上げて控えめに微笑む姿は、不思議と柚香の心をくすぐったくして、彼にもっと笑ってほしいと思わせた。

　もちろんそれは恋じゃない。

　強いていうのであれば、庇護欲──雛にせっせと餌を運ぶ親鳥のごとく、要に色々なことを話しかけたのだった。

　奇妙な成り行きではあったけれど、一人っ子で再婚を機に父との関係も希薄になっていた柚香にとっても、要と過ごす時間は特別な心安らぐ時間となっていた。

　正直にいえば、後見人を引き受けたことで支払われた報酬も、学生の柚香の生活を支えるにはありがたい金額だった。

　要が大学進学を機にマンションで一人暮らしを始めた後も、ほどよい距離感での関係は続いていたのだけど、二十歳になった彼が海外留学することでその関係が終了した。

　当時の法律でも成人とみなされる年齢に達して、後見人を必要としなくなっていたし、内定をもらった柚香も就職に向けて忙しくしていた時期でもあったので、互いに巣立つ時期にきていたのだと思う。

　海外留学する要を空港まで見送りした際、彼に熱い抱擁をされたときには、それなりに後見人として役目を果たせたのだと安堵したものだ。

　彼と過ごした二年を思い出し「寂しくなったらいつでも連絡してね」と、柚香からも抱擁を返したが、それっきり要との関係は途絶えたので、そこで柚香の役目が終わったのだと理解していた。





　　　◇　◇　◇






「──っ！」

　トンネルを抜けた瞬間、急に視界に飛び込んでくる光の量に驚き、柚香は目を細めた。

　車外の景色は、眩しい光と共に植物の緑が存在感を増している。

「どこに行く気？」

　あれこれ考え込んでいる間に、ずいぶん都心を離れていたようだ。

　緑の密度が増したことに驚き時計を確認すると、車に乗ってから一時間ほど経っている。

　混乱したまま車に乗せられたので、行き先を確認していなかったが、よく考えたら車はどこに向かっているのだろうか。

　今更ながらに戸惑う柚香に、要はニヤリと口角を上げて返す。

「とりあえず、食事かな。そこでゆっくり話し合おう」

「話ってなに？」

　露骨に警戒する柚香の言葉を、要は涼しい顔で聞き流す。

「聞こえなかった？　朝食を摂りながら話すよ」

　余裕を感じさせる要の振る舞いに、柚香は眉根を寄せた。その表情を横目で窺い、要が挑発的な口調で問いかける。

「帰りたいなら家まで送るよ。柚香が俺と話す気分じゃないなら、無理にとは言わない。後日、弁護士の杉本さんでも介して連絡を取ればいい？」

「……」

　柚香が露骨に顔を顰めた。

　彼とこんな関係になった後でその名前を出されると、なんだか気まずい。

　悔しいが観念したと伝えるため、柚香がため息を吐いてシートに背中を預けると、要がクスクスと笑う。

　どこか艶っぽさを感じるその笑い方は、柚香の知らない男の横顔だ。

「なんか要君変わった」

「そんなふうに語れるほど、俺のこと理解してなかったくせに。俺の方が、よっぽど柚香のことを知っている」

　唸る柚香に、要が子憎たらしい表情で返す。だがそれは、彼がいつも聞き手に回ってばかりで、自分のことを話してくれなかったせいだ。

　今そのことを主張したところで、要にやり込められそうなので黙っておく。

「だいたい、なんで名乗ってくれなかったの？　要君は、最初から私が誰だかわかっていたんでしょ？」

　あれこれ思い出し、恨み言をぶつける柚香に、ウインカーを出す要がニッと口角を上げて笑う。

「気付かない柚香の方がおかしいんだよ。俺はちゃんと、ヒントを出していたよ」

「うっ」

　確かに、柚香の昔飼っていた小鳥の名前、時折聞こえる小さな囁き、その他もろもろ、彼の言動に「？」と、感じる瞬間はあった。

　でも柚香の記憶にある要少年と、今の要が違い過ぎて、記憶が結びつかなかったのだ。

　そんなことをしどろもどろに話すと、要はやれやれといった感じで首を横に振る。

「俺としては、少し話せば気付くと思ったんだよ。お友達と後見人の話をしていたみたいだし、まさかセックスしても気付かないなんて、俺の方がショックなんだけど」

　要が、左右確認のついでにサングラスの隙間から恨みがましい眼差しを送ってくる。文句を言っているはずなのに、それでいてその表情には男性的な色気がある。

「──っ！」

　そういう表情を見せられると、どうしても昨夜のことを思い出してしまうではないか。

　濃密で淫らな記憶を追い払うべく、前髪をクシャリと掻き上げて柚香が唸る。

「最初は冗談でも、普通に考えて、ああなる前に教えるのがマナーでしょっ」

「男だからそれは無理だね」

「な……っ」

　柚香は口をあんぐりさせる。そのタイミングで、車が急な上り坂にさしかかり、要はアクセルをそっと踏み込んだ。

　さすが高級車、少しアクセルを踏み込むと、車は苦もなく急勾配を登っていく。

「俺が要だって知っていて、柚香は俺とセックスできた？」

「……するわけないでしょ」

　冗談じゃないと焦る柚香に、要は小さく嘆息する。

「だと思ったから、言わなかった」

「なんで？」

「柚香と、淫らな仲になりたかったから」

　思いがけない返答に柚香が黙ると、要は楽しそうにクスクス笑う。

　そんなやり取りをしている間も進み続けていた車は、どこかの店の駐車場へと入っていく。

「要君、変わった……」

　彼の考えが理解できない。

　息子の思春期を迎えた母親というのは、こういう気分になるのだろうかと、検討はずれな想像をしつつ、柚香はやっとの思いでその言葉を繰り返す。

「成長したんだよ。柚香の中での俺は、二十歳で別れた時のまま時間が止まっているのかもしれないけど、俺だって大人になるんだよ」

　車を駐車場に停めた要は、エンジンを切って車を降りると、そのまま助手席に回ってドアを開けた。

「そもそも二十歳はガキじゃない」

　不満げに主張して、要が右手を差し出す。

「わかってるわよ。だから、未成年後見人の役目が終わったんじゃない」

　差し出された手を断るのも失礼と、要の手に捕まって立ち上がる。

　柚香の返しに、要はいよいよ表情を苦いものにしていく。

　なんとなくケンカを売られているような気がして睨み返すと、要が諦めた様子で息を吐く。

「もういいよ。柚香がわかってないのは、空港で嫌ってほど理解したから」

「えっ？」

　空港といえば、海外留学に向かう要を空港まで見送りに行ったときのことだろう。

　あの日、要は見送りに来た柚香を抱きしめてくれた。それは彼なりの感謝の意思表示で、柚香としては後見人の役割を無事に果たせたのだと安堵したのだった。

「空港でなにかあったっけ？」

　なにか記憶から抜けているのだろうかと首を傾げる柚香は、立ち上がるのに掴んだ手を離そうとするが、要が強く握ってくるのでそれが叶わない。

「ムカつくほど、なにもなかったよ」

　手を解こうとする柚香を視線で牽制した要は、手を繋いだまま歩き出す。

「やっぱり、要くん変わった」

「柚香が、俺のことを理解してなかっただけだよ」

　そんなやり取りをする二人の間を風が吹き抜けていくと、彼の纏う香りが二人の間を流れた。

　複雑なその香りに鼻腔が刺激されると、つい昨夜の濃密な時間を思い出してしまう。

　よく考えれば、要の背中は思い出の彼よりずっと肩幅が広く厚みがあり、服越しにでも引き締まった体つきをしているのがわかる。

「なんか要君、知らない人みたい」

　自分の手を引いて歩く逞しい背中を見ていると、ポツリとそんな言葉がこぼれてしまう。

　その言葉に、要が振り返る。

「そう思うなら、もう別人ってことにしない？」

「え？」

　なにを言われたのか理解できず首をかしげると、足を止めた要が軽く肩をすくめる。

「俺と柚香は、先週あのバーで偶然出会った初対面の男女で、俺が柚香に一目惚れして口説いた。そして柚香も、俺をいいと思ったから受け入れた。そういうとこから始めてみない？」

「始めるってなにを？」

「運命の恋的なものじゃない？」

　軽い口調で返す要の言葉に、柚香は大きく目を見開く。

「そんなわけにはいかないわよっ！　これでも一応、私はあなたの元後見人で……」

　というのは方便だ。

　十年前は要への庇護欲に駆られて後見人の役を引き受けたが、さすがにこれ以上月瀬の家の人と関わるべきではないだろう。それに後見人を務めていた頃は、さんざん年上のお姉さんとして振る舞ってきただけに、彼を年上のビジネスマンと信じ、甘える女の顔を見せてしまったことが恥ずかしくてしょうがない。

　今更ながらに頼れる年上お姉さんのポジションを取り戻そうと足掻く柚香に、要は軽い口調で「ケチッ」と返して、ちらりと舌を出す。

　そんな茶目っ気のある表情さえ、十年前は見ることがなかった気がする。

　再び背中を向けて歩き出す彼の背中に、なんだか居心地の悪い思いを抱えてしまう。

　──要君なのに、要君じゃないみたい……。

　要に手を引かれ歩みを再開しようとした柚香は、何故か再び振り返った要の胸に飛び込んでしまった。

「──っ！」

「危ない」

　驚く要は、繋いでいた手を離して両手で柚香の体を支える。

「……」

　彼の胸に顔をうずめると、なめらかな肌触りのシャツ越しにその鼓動を感じてしまう。柚香がたくましい胸板に頬を寄せて緊張している隙に、要は片腕を伸ばしてリモコン操作で車に施錠する。

　そしてそのまま今度は柚香の肩を抱いて歩き出す。

「ちょ……っ」

　親密すぎる彼の動きに、柚香が肩を軽く動かして抗議をするが、要はよりしっかりと肩を抱いてくる。

「密着している方が、柚香はおとなしいから」

　そう返す要の顔を見上げると、思いついた妙案を自慢する子供のような顔をしている。

　目尻にクシャリと皺を寄せる要の顔を見ると、あれこれ浮かんでいた抗議の言葉が喉につかえて出てこない。

　柚香が抗議の言葉を飲み込むと、要は「ほら」と言いたげに目を細めて歩みを進めた。




　要が柚香を案内したのは、ログハウス風の造りをしたカフェだった。

　飴色の光沢を放つ壁材や、よく使い込まれた家具に年季を感じる店で、要は接客するスタッフにまだモーニングが終わっていないことを確認すると、そのまま二人分のモーニングセットを注文する。

　そして外の景色を楽しみたいからと、テラス席を希望した。

「柚香、これ」

　テラス席に座るタイミングで、要は自分が羽織っていたジャケットを柚香の膝にかける。

　秋が深まるこの季節、朝は肌寒く、ジャケットを羽織っていてもスカートでは脚元から冷えが上がってくるので、柚香の体を冷やさないようにという気遣いだ。

「ありがとう。でも要君、寒くない？」

「柚香と鍛え方が違うから」

　だから問題ないと、要は柚香の向かいの椅子に腰掛ける。

「この店によく来るの？」

　ナビを使わずこの場所まで辿り着き、慣れた様子で注文を済ませたことからそう聞くと、水を飲んで唇を湿らせた要が頷く。

「別荘に行く途中に」

「なるほど」

　要なら、別荘の一つや二つ持っていても不思議はない。

　そういえば、ソラとして話している時にも、別荘がどうとか言っていた気がする。

　そのことを話題にしようかと考えて要を見ると、彼は遠くへ視線を向けて表情を和ませていた。

　なにを見ているのだろうかと視線を辿ると、店が高台にあるため、遠くに海岸や、海岸線に沿うように並ぶ家々が見えた。

　凪いだ海が朝日に煌めき、その水面に切り込みを入れるように小型の漁船が一隻横切っていく。

　そんな何気ない景色に目をやり穏やかに微笑む要の邪魔をしては悪いと、柚香は黙って水を飲む。

　ミントの葉が浮かぶ水を一口飲んだタイミングで、柚香のスマホが鳴った。

　確認すると、文彦からのメッセージが届いていた。

「……っ」

　今更な相手からの連絡に、つい表情が険しくなる。

　怪訝な表情のまま画面を開いて内容を確認すると、「どうして仕事を休んだ？」「どこか体調がわるいのか？」「少し話したい」といった内容のメッセージが続いている。

　短文が続くメッセージを目で追うにつれ、自然と眉間に皺がよる。

　短い文章を数回に分けてメッセージを送ってくるのは、付き合っていた頃と変わらない文彦の癖だ。

　付き合っていた頃と変わらない距離感のメッセージに苦い顔をしていると、締めくくりのように「あと、誕生日おめでとう」ときた。

　なにを今更。

　そんな思いでため息が出そうになったとき、それより早く、向かいに座る要が不機嫌に息を吐いた。

「別れた恋人？」

　その問い掛けに驚き顔を上げると、要は不満げに視線を逸らす。

「よくわかるわね」

「友達からなら、そんな顔しないだろ」

「ああ……」

　なるほどと納得する柚香は、文彦からのメッセージに返信することなくスマホを伏せてテーブルに置いた。

　そのスマホをチラリと睨んで、要がつまらなさそうに息を吐く。

　どこか拗ねた様子で海を眺める要に合わせ柚香も海へと視線を戻すと、心地よい風が吹き抜けていく。

　そのまま食事が運ばれてくるまで、二人で会話もなく煌めく海を眺めていた。

　穏やかに凪いだ海の輝きは、見ている者の心も穏やかにしてくれる。

　無理して会話することなく、同じ景色を眺める時間を心地よく思えるのは、彼が昔から知っている要少年だからだろう。

　二人でぼんやり海を眺めていると、食事が運ばれてきた。

　食事を運んできたスタッフが簡単に料理の説明をして下がると、要が切り出す。

「本題なんだけど、父の残した別荘を処分することになったんだ。それに向けて私物の処分をしに行くから、柚香にも付き合ってもらいたい」

「なんのために？」

　フォークを手にした柚香は、予想外の言葉に動きを止めた。

　後見人を依頼してきたときもそうだが、どうも彼は、関係のない事柄に柚香を巻き込みたがる傾向がある。

　今更、後見人の仕事があるとは思えない。

　なにか面倒なことに巻き込まれるのではないかと警戒する柚香に、要が言う。

「その別荘は、俺の父が柚香のお母さんと新婚生活を送るために用意した屋敷だったから。生活の主軸を東京に移してからも、父はあの屋敷を別荘として手を加える事なく保有していた。だから手離す前に、柚香をその場所に連れて行きたい」

「だけど……」

　それはずいぶん昔のことで、柚香の踏み入る領域の話ではない。

　自分には関係のない話だと柚香が伝えるより早く、要が情報を捕捉する。

「一応は婚約していたんだから、柚香のお母さんに関係のある品が残っているかもしれないよ。……手紙とか写真とか」

「まさか」

　互いの親が婚約関係にあったのは、三十年以上昔の話だ。

　自身も結婚しているのだから、要の父親も自分から逃げ出した女性の荷物など、とっくに処分しているだろう。

　だからそれは自分には関係ないと伝える柚香に、要はしょうがないと肩をすくめる。

「柚香がそれでいいなら、判断つかないものは、こっちで処分しておくよ」

　突き放すように言われてしまうと、母の遺品がゴミとして扱われる状況が頭をかすめてしまう。

　駆け落ち結婚のため、母はほとんどなにも持たず家を出てきたらしく、母の若い頃を垣間見ることができる写真や思い出の品が、柚香の手元には残されていない。それに今の柚香は実家と距離を取っているため、母を偲ぶことができる思い出の品が手元にはない。

「……なにかあるなら、引き取らせて」

　しばらく悩んだ後に絞り出す柚香の言葉に、要は香り立つような微笑みを見せた。

「なにが必要で必要じゃないかは、柚香が選べばいいよ。これを食べたら向かうとしよう」

「今から？」

　柚香の問いかけに、フォークを手にする要が頷く。

「先延ばしにする必要なにかある？　日を改めて、俺とまた会いたい？」

　そう言われてしまうと、柚香に反論の余地はない。

「最初から、私が行くこと前提でここまで連れてきたの？」

　呆れる柚香に、要は澄ました表情で言う。

「だって、どうせ行くと思ったから？」

「要君、なんか性格悪くなった」

　再会してから、どうにも彼の掌で転がされているようで面白くない。

　不機嫌に唇を引き結ぶ柚香を見て、要が彼女の前の料理を指差す。

「食べないと、出発できないよ」

　柚香の反応を面白がる彼は、柚香が知る要少年の顔をしていない。そして昨日までの完璧すぎる大人の男と接していた、ソラでもない。

　ではこの悪戯っ子な雰囲気と、男性の色香を併せ持つこの人を、自分はどう扱えばいいのだろう。

　いっそのこと、さっき要が提案したように、自分の知る要とは別人として扱った方が楽なのではないかと思えてくる。

　なんとなく居心地の悪い思いで、柚香は食事を始めた。

　サンドイッチにサラダと小さなデザートが添えられたモーニングプレート。そのサンドイッチを一口食べると、全粒粉のパン特有の弾力ある食感と、それに負けないスモークチキンの味がする。パンに塗られているハニーマスタードも、絶妙なアクセントとなっている。

「お気に召したようで」

　柚香の表情を見て、要が満足げに微笑む。

　そのなんでもお見通しといった感じは面白くないが、それでもサンドイッチは確かに美味しい。

「……」

「リスみたい」

　あからさまに不機嫌な顔で、それでいてサンドイッチを味わうためにしっかりと咀嚼してまう。そんな柚香を、要が楽しげに観察する。

　それでますます頬を膨らませてしまうので、それこそリスが頬袋に食べ物を蓄えているように見えることだろう。

　彼にくすくす笑われるのは面白くないはずなのに、それでも彼が自然な表情で笑っていることがどこか心地よい。

「要君も食べないと、出発できないと思うけど」

　せめてもの反撃にと文句を言うと、要も軽く肩をすくめて食事を始める。





　　　◇　◇　◇






　朝食を終え、車を発進させる要は、助手席に座る柚香の表情を横目で盗み見た。

　不満げに唇を尖らせる柚香は、大人気なくて、ちっとも年上感がない。

　昔から柚香は必死に背伸びして年上のお姉さんとして接してくるが、正直色々抜けていて頼りないので、要としては庇護欲を掻き立てられる。

　──彼女のそばにいて、生涯かけて俺が守ってあげたい。

　その感情は、柚香の想像を超える遠い昔から続いている。

　もしその思いに気付いてくれるのであれば、要が「ソラ」と名乗った段階で、自分が誰なのか気付いてくれたはずだ。

　十年待とうが二十年待とうが、自分のこの思いが柚香に届く気配がない。あと何十年かければいいのだと悩み、要はさすがにそこまでは気長になれないと軽く首を横に振る。

　要はずっと柚香の存在に恋焦がれ、幾度も出会いの場を作ってきた。それなのに、柚香はいつもこちらの思いを違った意味に捉えてしまう。

　今回だって、さんざんいい感じで盛り上がっていたのに、自分が要と気付いたとたんこの態度だ。

「要君、疲れてるなら運転代わる？」

　そっとため息を吐く要に、柚香が言う。

　チラリと視線を向ければ、真顔でこちらを気遣う柚香の顔が見える。

　ただの気遣いかもしれないが、彼女が自分を「年下の要君」として気遣っているのかもしれないと思うとイラッとしてしまう。

「いい。どう考えても、俺の方が運転上手いから」

　皮肉っぽい笑みを添えて返せば、柚香の眉間に皺が寄る。

　そして不満げに唇を引き結ぶが、こちらの台詞に一理あるので言い返してくることはない。

　そして「要君、変わった」「柚香が俺を理解してなかっただけ」と、今朝からお約束になりつつある台詞の応酬をすると柚香はまた拗ねたようにそっぽを向いてしまった。

「安心して俺に任せてよ」

　お姉さんぶりたがる彼女が恨めしくて、つい意地悪を言ってしまう。

　自分はずっと、柚香を一人の女性として意識してきたのに……と、悔しさを噛み締めつつ、要は遠い記憶を遡る。

　それがいつからかと問われれば、もしかしたら生まれる前からなのかもしれない。

　要の父はなにかの祝宴の際に偶然知り合った柚香の母を見初め、年甲斐もなく恋に落ちた。

　それまで欲しいもの全てを金の力で手に入れてきた父は、当時経営が立ちゆかなくなっていた柚香の母である麻美の実家の商売に圧力をかけ、破産寸前にまで追い込んだ。そうやって外堀を埋めた後で、支援の条件に麻美との婚姻を申し出たのだ。

　なんとも汚いやり方だが、これまで金と策略で欲しいもの全てを手に入れてきた要の父からすれば正攻法のやり方だったのかもしれない。けれど、若く健全な心を持った女性に、それを理解して受け入れろというのは無理な話だ。

　突然親子ほど年の離れた男に、贅沢な暮らしをさせてやるから人生の全てを差し出せと言われて、慄き逃げ出すのも無理はない。

　だが花嫁に逃げられた要の父は、その心情を理解できず、彼女と暮らすために用意した屋敷を保有し続けるだけでなく、定期的に彼女の近況を調べさせていた。

　彼女が困窮していれば、逃げた男と別れていれば、救いの手を差し伸べることで今度こそ自分を愛してもらえるのでは……とでも考えていたのだろう。

　ビジネスの世界では非道なまでに狡猾で、他者を蹴落としてでも財を成してきた男が、私生活ではただ一人の女性を手に入れられず、その女性に執着して、心を狂わせていたなんて誰が思うだろうか。

　自分でもその執着心を異常だとは思っているのか、柚香の誕生を知ったのを期に、彼女を忘れるためにか、柚香の母親とよく似た面立ちの女性を探して結婚したが、長続きはしなかった。

　なぜ要がそのことを知っているかといえば、それが月瀬家の公然の秘密となっていたからだ。

　彼女のためにと建てた家を別荘としてそのまま保存し、顧問弁護士の杉本を介して浅倉親子の近況を調べ続けていたことは、歴代の妻たちでも知っている話だ。

　浅倉家にとって月瀬家は存在していないも同然の家庭なのに、月瀬家の中心にはいつも浅倉親子の存在があった。

　金で買われたような結婚とはいえ、再婚相手の女性にもプライドはある。それを深く傷付けられた女性が母親で、愛情溢れる家庭が育まれるはずもなく、要はずいぶん孤独な幼少期を過ごすこととなったのだ。

　荒んだ家庭は、子供を一足飛びに大人にさせる。

　おかげで、自分は幼い頃からずいぶん聡い子に育っていた。

　そんな要にとって、柚香の存在は特別で、兄妹でも親戚でもないのに自分に一番近い存在のように思えた。

　彼女が生まれたから、自分は生まれた。──最初はその程度の認識だった。

　その思いが仄かな恋心に形を変えていったのは、子供の頃、人知れず柚香に会いに行った時からだ。

　その日は偶然にも、柚香が飼っていた小鳥が亡くなり、泣きじゃくる幼い柚香に触れた時から要の中に温かな感情が生まれたのだった。

　──柚香が俺を人間でいさせてくれる。

　あの日、柚香に出会っていなかったら、自分はどうなっていたのだろうかと時折思う。

　あの頃の要は、裕福だが愛情のない家庭で育てられ、幼いながらにも自分の中から人間らしさが抜け落ちていくのを感じていた。

　このままこの家で育っていけば、自分も父のように人としての大事な感情が抜け落ちた人間になるのだと思ったら、ふと父の財産に見向きもしなかった女性がどうなったのか、その末路に興味が沸いたのだ。

　きっかけはたぶん、取り巻きに囲まれ傲慢に振る舞う父の姿に自分の行く末を重ね、権力の恩恵を受けようと媚びへつらう取り巻きの姿にも辟易していたからだろう。

　子供と侮ることなかれ。

　幼い頃から金は十分に与えられていたし、自分には年齢不相応な行動力もあった。

　だから住所を頼りに浅倉家を訪ねていき、そこで泣きじゃくる小さな柚香を見付けた。

　──俺も、柚香以上に小さかったけど……。

　昔の柚香を思い出すと、どうしても、当時彼女より小さかった自分の不甲斐なさを思い出してしまう。

　両親と暮らすアパートの階段に座り込む小さな柚香は、声をかけた要に、飼っていた鳥が死んでしまったのだと泣きながら話してくれた。

　冷めた大人に囲まれて育ってきた要にとって、感情を剥き出しにして泣く柚香の存在は新鮮だった。

　そばにいるだけで熱を感じるほど泣きじゃくっている彼女になにかしてあげたくて、小鳥のためにお墓を作ってあげようと提案したのは要の方だった。それなのにいざ作業を始めると、小さな要の手では思うように土を掘ることができず、結局は柚香が穴を掘る結果となった。

　泣きはらした腫れぼったい目で小鳥を埋めた柚香は、付き添っていただけの要の手を取り「一緒にいてくれてありがとう」と、しゃくりあげながらお礼を言ってくれた。

　土で汚れた柚香の手の温もりに、息苦しさを感じるほど胸が締め付けられたのを覚えている。

　その時に生まれた感情をなにと呼ぶか、当時の要は知らなかった。

　ただ悲しみも慈しみも、全ての感情を隠さない柚香の素直さに心奪われ、月瀬の家に彼女が生まれなくてよかったと思ったのは確かだ。

　乾いた日々を淡々とやり過ごし、感情をすり減らしていく子供が、柚香でなく自分でよかったと、運命の神様なのかよくわからないなにかの存在に感謝した。

　自分の人生を差し出しても惜しくないと思うほど大事に思える人を見つけたのに、幼い自分では、その人のためになにもしてあげられない。それがどれほど悔しかったことか……。

　ひどく自尊心が傷付けられた気がしてそれ以降会いに行くことはなかったが、それまで以上に浅倉家の存在を強く意識していくようになっていた。

　だが父は、柚香の母が亡くなったのを機に、浅倉家の動向調査をやめてしまった。

　さすがに父のように相手の身辺を勝手に調べるような気にはなれず、だからといって忘れることもできず、要の中で柚香の存在は消化できないまま燻り続けていた。

　だからこそ、父が亡くなったとき、無茶苦茶な口実だとは承知の上で、彼女に未成年後見人になって欲しいと言い出したのだ。

　そうやって再会した彼女は、愛されていたはずの家族から孤立していた。

　そんな彼女を支えてあげたいと思ったのに、大学生の柚香は、高校生の要に年上のお姉さん然として接してきたのだ。それは要が大学に進学したところで変わらない。

　しかも留学する際、覚悟を決め、思いの丈を告げようと抱擁した自分を、彼女は子供をあやすように背中を撫で「緊張しなくても大丈夫だよ」と、宥めてきたのだった。

　優しい柚香の抱擁に、今の自分ではまだ駄目なのだと理解してから十年、今度こそ彼女に男として認識してもらえると思ったのに……。

　別荘の件を口実に再会するにしても、まずは彼女の近況を探るべきかと思い、彼女がＳＮＳにお気に入りとして書き込みをしていた店を訪れてみれば、どういう奇跡か、失恋でやさぐれている柚香と再会する形となり今に至る。

　どうしてすぐに名乗らなかったのかといえば、彼女の目に今の自分がどう映っているか確かめたかったからだ。

　素直に名乗れば、「年下の要君」扱いされるのではと警戒していたら、案の定である。

「二年の年齢差なんて、社会に出たら誤差の範囲だよ。どう考えても、俺の方が大人だし」

　あれこれ思い出し、そう呟くと柚香がムッとした顔でこちらを振り返る。

「大人の男なら、まずは正直に名を名乗るものだと思うけど」

「まずは名乗れって、武将かよ」

　思わず突っ込むと、柚香はそっぽを向いてしまう。

　そのちっとも大人っぽさを感じさせない表情を笑い飛ばし、「だから俺に絡め取られるんだ」と心の中で舌を出し要はアクセルを踏んで車を加速させていった。
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　要が目指す別荘は、朝食を食べたカフェから一時間半ほど車を走らせた場所にあった。

　クラシカルなレンガ造りの洋館は、緑豊かな別荘地で一際人目を引く存在感を放っている。

「なんか東京駅みたい」

　車の中から塀の向こうに見える洋館を見上げ、柚香が呟く。

　もちろん東京駅のような広さはないし、構造も全然違う。ただ貧相な柚香の知識では、赤レンガの洒落た造りの洋館から連想できる建築物が咄嗟にそれしか浮かばなかっただけだ。

「全然違うでしょ」

　案の定、ガレージのシャッターをリモコンで開ける要に突っ込まれてしまった。

　名乗ってくれなかったことに腹立たしさはあるが、怒ることに飽きてくると、お互い自然な調子で軽口を叩いてしまう。

　もし彼を「ソラ」と名乗る年上の男性と意識したままだったら、緊張してこんなやり取りはできなかった。それに十年前の「要少年」と話している時も、ここまでくだけた感じはなかった。

　そう思うと、今の要との距離感が新鮮なものとして感じられる。

　車をガレージに停め、別荘に入ると、広い玄関の先にあるリビングに通された。

　リビングは、上品で柔らかな曲線を描くアンティーク調の木製家具で統一されており、家具メーカーに勤める柚香の目には、そのどれもが年代物で値の張る品だとわかる。

　家具も逸品揃いだが、暖色系で整えられた絨毯やソファーに置かれるクッションも、職人の技を感じる品ばかりだ。

「可愛い部屋ね。要君の家もこんな感じ？」

　案内されたリビングのチェストに荷物を置きながら聞く。

　その質問に、鍵をテーブルに投げ置く要が首を横に振る。

「ここは、柚香のお母さんに媚びるために作ったもので、父の趣味ではないよ」

「そうなんだ……」

　もしそうだとしても、それは何十年も前の話で、全てを母のために残しておくとも思えない。とはいえ、確かに、要や彼の父の好む内装とは思えない。

　窓へと歩み寄る要がカーテンを開けると、差し込む陽光に室内を漂う埃が乱反射して白い光の帯を浮かび上がらせた。

「いい木材を使っているね。輸入もののアンティーク？」

　話題を変えたくて、柚香は近くに配置されていたチェストに指を滑らせながら聞く。

「よくわかるね。さすが家具メーカー勤務」

「そりゃ、それなりの年月働いてきたもん」

　その自負があるからこそ、つい誇らしげな口調になってしまう。そんな会話をしている間も、柚香の指は、磁力に引き寄せられるように組み木の紋様が嵌め込まれているチェストの天板を撫でてしまう。

　職人技を感じる造りに見惚れていると、風の流れを感じた。視線を向けると、要が庭に面した大きな窓を開けたところだった。

「天気がよくてよかった」

　開け放たれた窓から風が流れ込み、薄いレースのカーテンを踊らせる。

「よく来るの？」

　埃の溜まっていないチェストの状態からそう推測するけれど、要は首を横に振って返す。

「全然。父が生きていた頃から、数年に一回くればいいほうじゃないかな。結局、住居として使うこともなかったし」

「そうなんだ……」

「なんで？」

　明るい光が差し込む窓を背に振り向く要は、神々しい光を纏っているように見える。

「家具に少しも埃が溜まってないし、家具もマメにメンテナンスされている感じだから」

　年代物のアンテーク家具の品質を保つためには、それなりのメンテナンスが必要になる。

「家も庭も、定期的に人を入れて手入れをしてきたからね」

　そう返す要の言葉に釣られて外へと視線を向けると、室内同様手入れの行き届いた庭が広がっていた。

　整備された庭は、秋の澄んだ日差しの中で隙のない完璧な美しさに包まれている。

　──これって……。

　これに似た景色を、仕事柄柚香は知っている。

「なんていうか、人の住む場所って感じがしないね。理想的すぎて、モデルルームやハウススタジオの景色みたい」

　リビングも庭も完璧なまでに整えられていて綺麗だけど、そのぶん人間味がない。

　資材管理部の柚香だが、自社商品のカタログ撮影の際、雑用を手伝うために駆り出されることがある。

　そういう際に訪れる場所は、どこもお洒落な分生活感がない。

　見た人に憧れの念を抱いてもらえるようにと演出しているのに、柚香はそういう整えられた空間では、いつもインテリアに拒絶されているような気分にさせられる。ここから見る景色は、そういった眺めを思い出させる。

「柚香的に、この景色は好きになれない？」

　窓のサッシに手を添えて庭を眺めていた要が、柚香に問いかける。

　その言葉に視線を向けると、要が「そういう顔している」と優しく笑い庭へ視線を戻す。

　そんな要と同じ視線で世界を確認したいと、柚香も窓に歩み寄り庭を眺める。

「ごめん」

　この別荘を所有しているのが要なだけに、素直にそれを認めるのは申し訳ないとは思うが、顔に本音が出ているのなら嘘を吐いてもしょうがない。

　せめて失礼な発言にならないようにと、柚香は振り返り、リビングに視線を走らせて言葉を紡ぐ。

「なんていうか私は、その人その人の暮らしに馴染んだ家具を見るのが好きなの。アンティーク調の家具は確かに好きだけど、こんなふうに贅を尽くした部屋で行儀よく飾られているだけの感じの家具には魅力を感じられなくて」

　いくら別荘とはいえ、傷一つなく何十年と艶やかな光沢を放つ家具は、出かける場所もないのにドレスで着飾る貴婦人のようで滑稽だ。

　美しさ以上の寂しさを放つ家具を眺めていると、柚香の手に要の手が触れた。

　触れる指先に視線を向けると、要はそのまま手を繋いでくる。

　それを抗議しようと彼を見上げるが、要の表情に見惚れてすぐには言葉が出てこない。

「多分、柚香のお母さんも同じ気持ちだったんだと思うよ。豪華じゃなくていいから人の温もりを感じる生活をしたい。そう思って選択した結果として、今の柚香がここにいる。それにここにいたらきっと……」

「……？」

　言葉の続きを待っていると、要は苦いものを飲み込むように一瞬顔を顰めた。首をかしげ、繋いでいない方の手で柚香の頬に触れる。そしてそのまま、彼の動きを見守っていた柚香に顔を寄せて、柚香の頬に口付けをした。

「……っ！　なっ！」

　一呼吸置いて自分に起きたことを理解した柚香は、繋いでいた手を振り解き要と距離を取った。

　そんな柚香の反応に、要が悪戯っ子の笑みを浮かべて言う。

「産まれてこなかったら、柚香にこんなこともできなかったからな」

「なんでそういうことするのっ！」

　乱暴に頬を擦る柚香に、要が悪びれる様子もなく返す。

「隙があったから。……それに好きだから」

「え？」

　唐突な告白に動きを止める柚香の手を引き寄せ、要がもう一方の腕を腰に絡めて抱き寄せて言う。

「好きに決まっているだろ。じゃなきゃ、こんなことしないよ」

　不意に表情を真剣なものに改めた要は、柚香の乱れた前髪を優しく整える。

「冗談……」

　どう扱えばいいかわからず、笑って流そうとする柚香の言葉を要の切ない声が遮る。

「本気で言ってるから、冗談にしないで」

　触れる指先が冷たい。そのことに気を取られている隙に、要がそっと腰を曲げて唇に唇を重ねてきた。

　触れる唇やそこから伝わる息遣いから、彼の緊張が伝わってくる。

　だからこれは冗談で済ましていい言葉ではないとわかってしまう。

「愛してる。本気なんだよ」

「……」

　低く掠れた声に、「私も」と返してしまいたい衝動に駆られる。

　彼の唇を拒まなかった段階で自分の答えが見えているような気もするのだけど、様々な思いが絡まり、それを認めるためのあと一歩が踏み出せない。

　そんな迷いを読み取ったように、要が柚香を強く抱きしめた。

　たくましい胸に抱かれ彼の纏う香りを感じていると、不意に十年前にも、こうやって彼に抱きしめられたことを思い出した。

　出会って二年の間に大人の男性へと着実に成長していた要だけど、空港で自分を抱きしめてきた彼の体には若さゆえの頼りなさがあった。そんな彼のこれからが心配で、柚香も、思わず強く抱きしめ返したものだ。

　それなのに今の彼は、社会人としてそれなりの年月を重ねてきた柚香でさえ、身を任せていたくなる包容力を感じさせる。

「あの……」

　柚香がなにか言葉を発しようとした時、玄関の方でガタガタと激しい物音がした。

　気のせいかと思いつつ耳を澄ませていると、誰かが玄関のドアを開けようとしているらしい。

　音に反応して、要と二人、視線を向けていると、今度はドアチャイムがけたたましく鳴り響く。

「誰だろう……？」

　不安と困惑の混じった顔で柚香が要を見上げると、彼の眉間に皺が寄る。

　その間も、けたたましくチャイムが鳴り響く。

「少し待って」

　しつこいチャイムの音に、要はうんざりした表情でリビングを出ていく。

「なんで鍵が変わっているのよっ！」

　要の足音が遠ざかり、鍵を開ける音がしたかと思った直後、感情的な女性の声が聞こえてきた。

　──要君の恋人？

　もしくは、過去の恋人か。

　相手の声が感情的すぎてここからでははっきりと聞き取れないが、声の主は、この別荘の合鍵を預けてもらえるほど親密な関係であったことは間違いない。

「……」

　甘く口説かれたと思った直後に、修羅場に巻き込まれるとは……。

　あり得ない状況に頭の奥が冷静になるのと同時に、胃の底をドロリとした感情が撫でていく。

　昨夜のことから考えても、要が女性に不慣れであるはずがないのだが、どうしようもなく感情がざらついてしまう。

「これ誰の靴？」

　感情を宥めるように胃の下を摩っていると、玄関から女性の一際甲高い声が聞こえた。それと共に、荒い足音がこちらへと向かってくる。

　近づく足音と、それを静止しようとする要の声に、修羅場を予感してとりあえずどこかに身を隠した方がいいのかと周囲を見渡している間に扉が勢いよく開き、女性的な体のラインを強調させるデザインのスーツを着込んだ女性が入ってきた。

　柚香の存在を認めた女性は、ワインレッドのグロスで彩られた唇を引き結び、アイラインを引いた目を細める。

　よく見れば、要の恋人を名乗るには少し年嵩のあるように思えた。

　要の恋人でないのであれば、この人は何者なのだろうかと考えていると、相手は美しい分傲慢な印象を受ける笑みを浮かべる。

　いよいよ修羅場かと緊張した刹那、一足遅れでリビングに入ってきた要が女性の肩を掴んで声を荒げる。

「亜美さん、いい加減にしてもらえますかっ！」

　その一言で、彼女が誰かわかった。

　──要君の義理のお母さんだ。

　初対面な上、要と良好な関係を築けていないことは知っているので、男女の修羅場以上に対応に困る。

　しかも自分や要に挑発的な眼差しを向けてくる亜美は、肉感的な魅力を放っている上、要の母を名乗るには多少若すぎる。

　化粧やアンチエイジングに揺るぎない努力をしているとしても、どう考えても自分より少し年上にしか見えない。

　そのことに驚くと同時に、彼女の容姿にどこか見覚えがあると思った。

　亜美は柚香の頭から爪先にまで視線を巡らせると、露骨な嘲りの笑みを浮かべた。

「なにこの女？　金で女でも買ったの？　父譲りの浅ましさね」

　あからさまな侮蔑の言葉は、要を蔑むためだけに言っているのだとわかる。

　その言葉に要は、視線を落とし冷ややかに返す。

「それは、『自分は人生を金で売る女です』と、己を蔑む自虐ネタですか？」

「バカにしないでッ！」

　挑発された亜美が感情に任せて手を振り上げるが、要がすかさずその手を掴んで動きを制する。

「口で勝てなかったら手が出る。人間の程度が知れる行為ですね」

　冷ややかな声に、亜美は腹立たしげに要を睨む。

「あなたの父親が、金で人の人生を狂わせる最低な人間だったという話をしているのっ！　あの男が悪どく生きてきたから、葬儀の時親族は誰一人顔を出さなかったし、産んだ母親でさえ、残されたあなたに手を差し伸べもしなかったんじゃない」

　どうにか掴まれた腕を解こうともがく亜美が、金切り声を上げて要を言葉で攻撃する。でも要はその言葉に表情を変えることなく、もう一方の手を彼女の背中に添えて亜美に退出を願う。

「父がそういう人であることは否定しません。実の母親が、父の血が入っている俺を毛嫌いしているのも承知しています。だからこそ、進んでそんな男に人生を売ったあなたを軽蔑しているのです。父の死後、早々に再婚された今の夫も、年の離れた資産家と聞いていますが、希望に沿った対価はもらえていますか？」

　侮蔑を隠さない要の言葉に、亜美の頬にカッと紅が差す。

　悔しげに唇を震わせる亜美だが、言い返す言葉が思いつかなかったのか、振り上げていた腕から力を抜く。

　その変化を感じ取って要が手を離すと、亜美は振り上げていた手をするりと下し、掴まれていた手首を摩る。そして、黙ってことの成り行きを見守っていた柚香へと視線を移して言う。

「あなた、この男の顔に騙されちゃダメよ。この子もこの子の父親も、人を愛するなんて真っ当な感情を持ち合わせていないんだから」

「要君は、違います」

　要の父に関しては、少なからず柚香も悪い印象を持っている。だけど親子であるというだけで、要に同じ評価をすることは納得がいかない。

　そんな思いから柚香が咄嗟に返すと、亜美の目に怒りの色が浮かんだ。

「なにも知らないくせにっ！」

　彼女に攻撃的な眼差しを向けられた柚香が身を硬くするのと同じタイミングで、亜美が足速に近付いてきた。そして一気に距離を詰めたかと思うと、右手を大きく振りかぶった。

　──打たれるっ！

「柚香っ！」

　緊張する要の声を聞きつつ、衝撃に備えて目を固く閉じで身構えたが、振りかざされた手が柚香の頬を打つ気配がない。

　恐る恐る目を開けると、高い位置に手を振り上げたまま動きを止める亜美の姿がある。その背後、険しい表情で亜美の手首を掴む要の姿も見えた。

「俺はかなり寛大な人間です。父の最後の妻だったあなたに、これでも最大限の敬意を払っているつもりです。だけどもし彼女を傷付けたら、本気で潰しますよ」

　そう宣言する要の纏う空気が変わるのを感じた。

　その変化は、亜美も感じているのだろう。彼女から、さっきまでの勢いが削がれるのが見て取れた。

「……」

　自分でも超えてはいけない一線を超えた自覚があったのだろう。さっきまで感情に任せて振り回していた手を中途半端な位置で彷徨わせて、小さく喉を上下させて唾を飲み込む。

　そんな亜美を見下ろし、要が冷淡な表情で告げる。

「俺を父と似たようなものだと蔑むなら、父と同じようなことをしてあげますよ。父が、気に入らない相手や、その会社にどれほどの仕打ちをしてきたか、よくご存知でしょう？」

　目を細めこれでもかと言うほど傲慢に囁く要の言葉に、亜美の顔から血の気が引いていく。怒りで紅潮していた顔を蒼白にして小刻みに唇を震わせるけど、それが言葉を紡ぐことはない。

　その姿を見れば、二人の間のパワーバランスは明確だ。

「……」

　三者三様の沈黙が流れる中、言葉を探していた亜美がふと柚香に視線を向け「あ……」と、小さな声を漏らした。

　なにか理解した様子で頷くその表情には、微かだがさっきまでの傲慢さを取り戻しているように見えた。

　中途半端に彷徨っていた手を腰に添え、乱れた髪を整える。

「もしかしてこの子、例の子？　まだ執着していたの？」

　呆れたように息を漏らす亜美は、柚香へと視線を移して続ける。

「親子二代に渡る執着の被害者になって、あなたも気の毒ね。同情するわ」

　言葉でこそ同情していると言っているが、声にも視線にも嘲りの色が滲んでいる。

「どういう意味ですか？」

　話の流れが見えず柚香が思わず問いかけると、亜美がその言葉を待っていたと言いたげに口角を上げた。

「どうしてこの子が、あなたに後見人を頼めたと思う？」

「……？」

「頼んだ」ではなく「頼めた」──微妙な言葉の違いに、なにか大きな隔たりを感じる。

　彼女のその言葉に、柚香としても長年忘れていたなにかが引っかかるのを感じた。

　風化した記憶をたどる柚香に、亜美が告げる。

「この子の父親は、ストーカーよろしくあなたたち親子の動向を調べ続けていたのよ。だからこの子は、あなたの存在も連絡先も知っていたの」

「おいっ！」

　要が、亜美の腕を乱暴に引いて言葉を遮る。

　その衝撃で体の向きを変えた亜美は、要を見上げて意地悪く笑う。

「パパの無念を晴らすために、この子に言葉巧みに言い寄っているの？　気持ち悪い男」

　悪意をふんだんにまぶした亜美の笑い声に、要が奥歯を噛む。

　そんな二人のやりとりを見ながら、柚香はずっと昔、要の後見人の依頼を受けた時に感じた違和感について思い出していた。

　母方の親戚の悪意に晒された柚香は、母が婚約放棄した経緯を知っていた。だけど、要の側でも柚香親子の存在を知っていることを不思議に思ったのだ。

　母の存在だけでなく、その娘である自分の存在も把握し、後見人に任命できる年齢であろことも承知していた。

　出会った頃、色々なことがありすぎて忘れていた疑問が蘇る。

　無意識に耳朶を強く揉み、状況を理解しようと意識を集中させる柚香に、亜美が視線を移す。

「この子の愛の囁きを真に受けちゃダメよ。父親が手に入れそびれたお人形の代理品として、あなたに執着しているだけなんだから。ちなみにこの子の父親も、逃したお人形の代わりに面差しの似た女と再婚を繰り返していたわ」

「あ……」

　亜美のその言葉で、さっき彼女を見た瞬間、どこかで会った気がした理由がわかった。メイクやファッションでかなり印象は異なるが、基本的な顔立ちや骨格の造りが、母や自分に似ているのだ。

「この子も父親同様、欲しいものを手に入れるためになら、聞こえがいい愛の言葉を囁くし、金に糸目をつけないと思うわよ。試しにこの別荘をねだって見たら？　私に大金を支払ってでもここを買い戻すんじゃないかしら」

　要に見下すような視線を向ける亜美に、親子の情のようなものは感じられない。

　どこか傷ついたような顔をする要の表情をひとしきり堪能した亜美は、満足げに頷いて言う。

「話があったけど、今日は帰ってあげる。でもここが私のものになることは忘れないでね」

　そう宣言した亜美は、チラリと柚香に視線を移し「この男の口車に乗ると、人生を駄目にするわよ」と警告する。

「おいっ！」

　奔放に振る舞う亜美の背中に要が声をかけるが、亜美はそれを気にすることなく後ろ手に指をヒラヒラさせてきた道を引き返していく。

「かな……」

　玄関ドアを閉める音を遠くに聞き、なにかを言おうとした柚香だが、表情をなくす要の姿に言葉が出てこない。

　要は深く息を吐いて表情を整えると柚香を見た。

「ごめん。あの人は、自分が敵と見なした人間には恐ろしく攻撃的になるから」

「別にそれは、要君が謝るようなことじゃないよ。それより……」

「父が、長年に渡り柚香のお母さんのことを調べていたのは事実だよ。ただそれは父があの人と再婚するよりずっと前の話だけど」

　柚香の言葉尻を引き継ぐように要が言う。

　その言葉に、柚香としては驚く反面、妙に納得する面もある。存在を知っていなければ、要が自分を後見人に指名することはなかったのだろうから。

「なんのために？」

「それは多分、父自身、よくわからなくなっていたんじゃないかな？」

　以前杉本弁護士が要の父について「太悟氏自身、自分がなにを失って、その穴を埋めるためになにを必要としていたのか、理解できなかったのかもしれません」と話していたことを思い出す。

　だからこの家を残し、愛のない結婚を繰り返していたのだとしたら、それはどれだけの財を築いたとしても柚香には虚しい人生に思えてしまう。

　黙り込む柚香に、要が天井を見上げて言う。

　その動きに釣られて柚香も天井を見上げる。

「お母さんが使う予定だった部屋は、この上だよ」

「ああ……」

　話が逸れたことに安堵してしまうのは、亜美の話を続けることで、自分に向けられる要の執着の正体について話題が及ぶのが怖かったからだ。

　視線を戻すと、要に「案内いる？」と、聞かれた。

　彼と真っ直ぐに見つめ合うことで、亜美が来る前にしていた会話を思い出してしまう。

　さっきの冗談とも本気ともつかない告白を思い出し、柚香は慌てて首を横に振る。

「勝手に入っていいなら、必要ないわ」

「柚香の好きにしていいよ」

　柚香の警戒心を感じ取ったのか、要がしょうがないという感じで肩をすくめて返す。

　そしてリビングを出ていく柚香を、ヒラヒラと指を振って見送るのだった。

　茶目っ気たっぷりの要の表情は穏やかで、先ほどの亜美の訪問などなかったようだ。だからこそ、追求の言葉を飲み込んでしまうけど、だからと言って、彼女の言葉をなかったことにはできない。

　──この子の愛の囁きを真に受けちゃダメよ。

　亜美の発したその言葉を忘れることができないだけに、先ほどの要からの愛の告白を間に受けることができない。

　だから全ての言葉に向き合うことなく、柚香はそっと息を漏らして一人階段を上った。





　　　◇　◇　◇






　一人残されたリビングで沈むようにソファーに身を任せる要は、乱暴に髪を掻きむしる。

　今度こそ対等な距離感で自分の思いを伝えられたと思ったのに、亜美の襲撃で全ての流れが変わってしまったようだ。

　亜美の言葉が、柚香の心にどんな影を落としてしまうのだろうかと考えると、憂鬱な気分になる。

　柚香の存在を知ったきっかけは、確かに父の執着からだ。だけど柚香を思うこの気持ちは、彼女と出会った自分から自然と湧き上がった感情だと断言できる。

　自分でも呆れるほど、柚香の存在に左右されているのだから。

　柚香が自分の近くにいるというだけで怖いほど幸せになり、ずっと彼女のそばにいたいと思う。

　そのために策を弄しているはずなのに、いざ彼女に近付くと、いつも情けないほどみごとに空回りしてしまうのだ。

「……」

　ソファーの背もたれに首を預ける要は、記憶を巡らせて唸る。

　腕で目を覆えば、今でも初めて柚香に会いに行った日のことを思い出せる。

　父である太悟が愛したのは、妻でも子供でもなく、生涯かけて柚香の母である麻美ただ一人だけだろう。

　それでいて自分の孤独の穴を埋めるために何度も愛のない結婚をするのだから、息子としてはなんとも言えないものがある。

　ただ、そんな男と結婚しても構わないと思える女性もなかなかに狂っているのか、亜美のような常識に欠ける人ばかりだ。

　もしくは、父は、いつでも後腐れなく別れられるように、あえて軽薄な女性を選んでいたのかもしれない。

　万に一つの可能性で、柚香の母が離婚でもして自分の元に戻りたいといえば、喜んで受け入れるために、彼女の近況を調べ続けていたのだから。

　企業家としては絶大なる成功を収めた父だが、その生涯は、正しく人を愛せず、娘ほど歳の離れた女性への叶わぬ恋に身を焦がし続ける孤独なものだった。

　それを滑稽と笑うのは簡単だが、要にはそれができない。

　父のそんな狂った価値観に共感を示せるほどに、自分は柚香に毒されている。

「……」

　腕を退け天井を見上げ、柚香の気配に耳を澄ますが、なにも聞こえない。

　彼女の気配を感じられないだけで、心が掻きむしられるように苦しくなるのだから、彼女を手放せるわけがない。

　もし今回も自分の思いを柚香に受け入れてもらえないのであれば、また時間をかけて出会いからやり直していくだけだ。
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　二階に上がった柚香は、教えられた部屋を奇妙な思いで見渡した。

　厚手のカーテンを開くと、差し込む光が浮遊する微細な埃を乱反射させていく。

　リビング同様、洗練された造りのアンティーク調の家具で統一された部屋は当然のことだが人の暮らす気配がない。

　なにかしら縁の品があるかもしれないと期待していたが、この部屋を見れば、そんなものはどこにもないのだろうと理解できた。

　一応、チェストの抽斗を開けてみたが、中はやはり空だ。

「……」

　自分が、なにを期待しているのかわからなくなる。

　脱力する柚香は、ベッドに腰を下ろすと、糊の効いたリネンを撫でながらあれこれ思考を巡らせていく。

　取り留めなく思考を巡らせていくと、最後にはどうしてもさっきの要の顔を思い出してしまう。

　亜美が登場しなければ、自分は彼の告白を受け入れていたのだろうか。

　そして彼の思いを受け入れた後で、亜美のあの言葉を聞かされていたら、二人の間に流れる空気はどうなっていたのだろう。

　亜美の話によれば、彼の愛の告白は信じてはいけないらしい。

「要君が何を考えているかわかんない……」

　唸る柚香は、両手で顔を覆ってベッドに倒れ込む。そうやって思考を手放し、ぼんやりと窓の外へと視線を向けると、窓から見える梢で小鳥が羽を休めているのが見えた。

　雀と同じくらいの大きさでところどころ黒い差し色のある鳥は、都内で見かけることはない種類だ。

　羽の根元に顔を埋め、まん丸な毛玉のようになって身繕いする。痒い場所でもあるのか、嘴を離した小鳥は、頭部から尻尾の先まで動きを伝播させるように小刻みに体を震わせたかと思うと、こちらに視線を向けて首をかしげる。

　本当に視線が重なっているわけではないのだろうけど、こちらを覗き込んで不思議そうな顔をする姿は愛らしい。

　柚香も少し首をかしげて返すと、小鳥は喜ぶように枝の上で軽く飛び跳ね再び首を傾げる。

　心和む姿に、子供の頃飼っていた小鳥のことを思い出す。

　柚香の飼っていたソラは、淡い水色をベースにしたセキセイインコだった。

　あの日、子供の柚香がその色の小鳥を選んだのは、母に読み聞かせてもらった幸せを運んでくれる青い鳥の童話の影響だ。

　絵本に描かれた青い小鳥はもっと濃い青色をしていたし、ペットショップにも、もっと濃い青色の小鳥も売られていた。それでも柚香にとっては、淡い水色をしたインコのソラこそが、幸せの青い小鳥を具現化したもののように思えたのだった。

　だからこそ可愛がっていたソラが死んだ時は、本当に悲しかった。

　ソラが死んだ日、泣きじゃくる柚香の手をとって慰めてくれた男の子がいたことは覚えているのだけど、それが誰だったのかが思い出せない。

　きっと近所の遊び友達だったのだろうけど。

　あまりの悲しさに泣くことしかできなかった柚香に、その子は、ソラのお墓を作ることを提案してくれた。

　きっとその子の言葉がなければ、柚香はなにかを決断することもできずに、いつまでも泣き続けていたことだろう。

　顔も名前も覚えていないけど、自分より小さかった男の子の手が、泣くことしかできなかった柚香を動かしてくれた。そのことに感謝しているはずなのに、それが誰だったのか思い出せないのが悔しい。

「──っ」

　今更考えても詮ないことに思いを巡らせていると、扉が開く気配がした。

　そのままの姿勢で首を逸らして視線を向けると、部屋に入ってくる要の姿が見えた。

　脱力する腕に力を込めて体を起こそうとするが、一足早く反対側のベッドの端に腰を下ろした要に肩を押され、その動きを止められた。

「そのままでいいよ。別に襲ったりしないし」

　顔を覗き込んでくる要が微笑む。

「要君相手に、そんな心配はしてないわ」

　要の人間性は理解している。

　騙し討ちではあるが、昨夜のことだって合意の上のできごとだ。

　礼儀として起き上がろうとしただけなのだけど、そんなふうに言われると、色々なことに疲れすぎて起き上がるのも面倒なのでこのままでいいやと開き直る。

　要が乱れた柚香の髪を整えながら聞く。

「持って帰りたいものはあった？」

　そのままの姿勢で、柚香は首を横に振る。

「そう」

　その表情を見れば、彼には柚香の答えが予想できていたのだとわかる。

「要君、ここに私が欲しがるようなものがないって分かっていたんでしょ？」

「うん」

　要は、悪びれることなく認める。

「なんでそんな嘘を……」

「ここを手放す前に、柚香とここを見ておきたかったから」

　そう返されて、亜美がこの別荘は自分のものだと話していたことを思い出す。

「そういえば、この別荘を亜美さんに譲るの？　それって、遺産相続かなにか？」

　今更と思いつつ聞くと、要が困り顔で首を振る。

「相続はとうの昔に終わってる。それなのに今更急に、彼女が、自身が保有する香月の株を俺に売却する交換条件として、この別荘の譲渡を希望してきた」

「亜美さん、ここに住みたいの？」

　要の言葉に、ここまでの道のりを思い出して柚香は目をぱちくりさせる。

　女性好みの洒落た屋敷ではあるが、都心から離れており、お店も少なく交通の利便性が悪そうだ。

　男性を誘う熟女の色香を放つ亜美が、好んで住むような場所ではない。

　不思議そうな顔をする柚香を見て、要が「まさか」と言いたげに目を丸くする。

「ただの嫌がらせだよ。父の思い入れのある別荘を、俺が今も維持していることを知って、それをどうしても取り上げたくなったんだろ」

「なんのために？」

「あの人は、父との結婚を後悔しているから、その後悔の憎しみを俺にぶつけているんじゃないかな」

　ひどく冷めた要の声に、自然と柚香の眉尻が下がる。

「そんな嫌がらせのために、要君にとって大事な場所を手放していいの？」

　二人の関係が良好なものではなかったのは知っているが、さっきのやり取りは、とても親子の会話とは思えなかった。

　居た堪れない話のように思うのだけど、とうの要はあっさりとしたものだ。

「いいよ。誰も訪れることのない家を維持し続けるのにも飽きた。それよりも、彼女の株を回収する方が大事だ。それにあの人みたいにずっと過去に縛られているほど、俺は暇じゃない」

　そう話す要に、強がっているふうはない。

　そう言われてしまうと、柚香としてはなにも言えない。

　それで眉尻を下げたまま彼を見上げていると、要は柚香の髪を撫でながら聞く。

「この部屋のベッドがどうしてシングルサイズなのかわかる？」

　答えを待つ間も、要の指は柚香の髪を撫でる。自分に触れる要の手が、奇妙なほど自分に馴染むのを感じつつ柚香は室内を見渡した。

　母のための部屋と言われ、深く考えずにその情報を受け入れていたが、確かに新婚生活を送るつもりで準備した家であれば、最初から寝室を別にしてあるのは奇妙な話だ。

　ましてや相手は、強引な手法で愛のない結婚を母に迫ったような人なのに。

　答えを出せず考え込む柚香に、要が口を開く。

「なりふり構わず手に入れたいと思うほど、父は柚香のお母さんに執着していた。自分のそばにいて欲しいと強引な手を使っておいて、それでいて触れるのが怖かったんだ」

「……」

「そこまで愛していたからこそ、逃げられた後も諦めることもできず、その行く末を調べさせていた」

　つまり、亜美が言っていたことは事実ということだ。

　これまで耳にしてきた情報から想像する要の父は、決して好感が持てるような人柄ではない。金と権力を振り翳し、欲しいものを手に入れる傲慢な男だとばかり思っていた。

　そんな人が、触れることもできない女性を一途に思うというのは、なんだか現実味がない。

　それと同時に……。

「それは寂しいね」

　そう呟き、リビングの眺めを思い出す。

　美しく整えられているのに、それでいて人の温もりが感じられないこの別荘に、彼の父親の影が見え隠れするような気がした。

　柚香の言葉に、要が頷く。

「俺の父は決して善良な人ではなかったし、金で妻を買うような男だった。貪欲で身勝手で、金があれば全てが手に入ると思い込む傲慢な人で、その業の強さが原因で親族にさえ疎まれたほどだ。……それでも誰かを不器用なほど一途に愛する心も持っていたんだよ」

「そのことを誰かに知っていてほしかったの？」

　それが、要が自分をここに連れ出した理由なのだろうか？

「誰かじゃなく、柚香にだよ。父が人を愛せることと、柚香のお母さんには、それだけの愛情を傾けられる価値があることを覚えていてほしかったんだ」

　穏やかな口調でそう話し、要は窓の外へと視線を向けた。

　そして、ふと表情を緩ませる。

　そんな彼の視線を追いかけると、いつの間にか枝に止まる小鳥が二羽に増えていて、二羽仲良くこちらに視線を向けて小首を傾げている。それを眺める要も、小鳥を真似るように小首を傾げるので笑ってしまう。

　自分と同じ反応を示す要に、自然と親近感が湧く。

　それと同時に、こうしてベッドに寝転がったまま彼に髪を撫でられるという状況に、自分は驚くほどリラックスしている。

　まるでこうしていることが、柚香にとって自然なことのように思えてしまう。

「昔、小鳥を飼ってたの」

「知ってる。ソラって名前の青い小鳥だよね」

　窓の外の小鳥を見ていて何気なく溢れた言葉に要が頷く。

　そういえば要にこの話をしたことがあったと思い出す柚香に、要が言う。

「ソラが死んだ時、柚香、すごく泣いていたよね」

　思いがけない言葉に驚く柚香に、要が穏やかな口調で続ける。

「子供の頃に、柚香に会いに行ったことがあるんだ。ちょうど柚香が飼っていた小鳥が死んだ日に」

　不意に、長年自分の中で燻っていた疑問の答えが降ってきた。

「あの子は、要君だったんだ……」

　あの日、泣きじゃくるだけだった自分の手を握って導いてくれたのは、要だったのだ。

　不意に舞い降りた答えを噛み締める柚香に、要が照れ臭そうに頷く。

　理解できないと見上げていると、要が柚香の手に自分の手を重ねる。

　大きくたくましいその手の感触に、あの日自分の手を取ってくれた小さな男の子の面影はない。

　それでいて、何処か納得いく部分もある。

「どうして、あそこにいたの？」

　子供の頃、要が柚香の近所に住んでいたなんて話は聞いたことがない。

「柚香が好きだから、柚香に出会うところから始めたくて、小さな君に会いに行ったんだよ」

「出会う前から？」

　言っていることがおかしいと、困ったように笑う柚香に要が真顔で返す。

「出会う前から、柚香の存在に惹かれていた。そして泣く柚香の髪に触れた時、自分が生まれてきた意味がわかった気がしたんだ。多分俺は、君を愛するために生まれてきたんだよ」

「そんなこと……」

「そんなことがあるんだよ。そしてそれを、人によっては運命と呼ぶんだと思う」

　柚香の言葉に要の言葉が重なる。

　痛々しいほど真剣な顔でそう言われてしまうと、否定できなくなる。

　なにも言えずに見つめていると、要が唇を重ねてきた。

「愛している。今の俺を柚香が好きになれないって言うのなら、十年後、出会うところからまたやり直すから、その時こそ俺を愛して」

　一瞬の短い口付け。

　すぐに唇を離す要が真摯に愛の言葉を囁く。

「あの人より、俺の言葉を信じて」

　そんな彼にどう言葉を返すべきかと考えていると、要が再び唇を重ねてきた。

　確かに今の自分は、亜美の言葉に流されている感がある。

　では、自分の気持ちはと考えると、視界の端で小鳥が戯れるのが見えた。

「要君が好きだよ」

　再び要の唇が触れると、自然とその言葉が溢れた。

「──っ！」

　柚香の言葉に、要が弾かれたように目を大きく見開く。

　柚香自身、自分の気持ちに信じられないものがある。

　それでも、窓の外にいる小鳥に同じような反応を示す要の姿を見ていると、その思いを否定しようがなくなってしまう。

　子供の頃から数回の出会いを繰り返してきた要を、今一番愛おしいと思う。

　以前ハイボールの作り方を教えてもらった時に、要が「、焦らず出会うべきタイミングを待って、最高の出会い方をすることで世界は大きく変わる」と話していことがある。

　それはこういうことなのだろう。

　お互い大人になったこのタイミングで出会ったことで、自分は自然な形で彼に惹かれている。

「要君が好きだよ」

　丁寧にさっきの言葉をもう一度なぞると、要が表情を蕩けさせる。

「ありがとう」

　そう言って腰を屈める要が、そっと唇を重ねてきた。

　小鳥が啄むような口付けをして視線が重なり、照れくささからつい視線を逸らすと、窓の外からこちらを覗く小鳥と目があった。

　窓からこちらを覗き込み、首を傾げて目をぱちくりさせている姿にフッと表情を緩めると、同じタイミングでそっと笑う要の息遣いが頬に触れた。

　視線を戻すと、要が照れくさそうに笑う。互いの思いが自然とシンクロするのが嬉しくて、柚香は彼の頬に手を添えて自分から彼の唇を求めた。
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　要と過ごした翌週、出勤する柚香がエレベーターを降りた瞬間、背後から両肩を掴まれた。

「──っ！」

　指が食い込むほど強く肩を掴んだ柚香の背後から、菜穂子がひょっこり顔を覗かせる。

「楽しい週末を過ごせた？」

　こちらが口を開く前から、質問の答えを知っているという感じでニタリと笑い、そのまま柚香を廊下の隅へと引っ張っていく。

「ちょっ……危ないっ」

　柚香同様エレベーターを降りた社員が、奇妙なものを見る眼差しを向けつつオフィスへと入っていく中、後ろ歩きで引きずられる柚香は人気のないトイレの前まできてやっと立ち止まることが許された。

　でもその代わりに、菜穂子に背後から抱きしめられる。

「あのイケメンと過ごしたんでしょ？」

「まあね」

　そう返すと、柚香の耳元で菜穂子が、柚香に回す腕に力をこめてキャァァッと、歓喜の悲鳴をあげる。

「あのイケメン王子、柚香のこと狙っていると思ったんだよね」

「……うん」

　菜穂子も極上の男と認める彼が「要君」であったことには、まだ多少の戸惑いはあるが、つまりまあそういうことだろう。

　この場であれこれ説明するには時間も足りないので、曖昧な唸り声を上げてやり過ごしておく。

　二人の関係を素直に認めるのは恥ずかしいが、別荘で互いの思いを認め合ったあの日は、翌日早くから要にはどうしても外せない仕事があるとのことで、柚香の暮らすアパートまで送ってもらって別れた。

　その前日から散々一緒にいたのに、己の感情を認めた途端、離れている時間が切なくて、今すぐにでも会いたいと思ってしまうから不思議だ。

「くだらない浮気男と別れて正解だったわね」

　菜穂子が明るい声でそう言ったとき、大袈裟な咳払いの音が聞こえてきた。

　二人じゃれあったままの姿勢で音のした方に視線を向けると、男性用トイレから出てきた文彦がもう一つ咳払いをする。

　ウンッ──と、わざとらしい空咳をして存在を主張する文彦は、「うるさい」と抗議するように柚香と菜穂子を睨んで二人の前を通り過ぎていった。

「なにあれ。態度悪ぅ」

　オフィスへと消えていく文彦の背中を見送り、菜穂子が小さく舌を出す。

　でも別れたとはいえ、文彦とはそれなりの期間付き合った柚香としては、その仕草で彼が怒っているのだとわかる。

　それも純粋な怒りというより、拗ねているのに近い感情の怒り方だ。

　なぜ怒っているかと言われれば、自分のことを話題にされているからだろう。

　同じオフィスで顔を合わせる気まずさから、二人の関係は秘密ということになっていた。

　だから菜穂子が自分たちのことを知っている雰囲気に、苛立ちを覚えたのかもしれない。

　確かにそれは柚香が悪いのだけど、瞳との関係を邪魔するつもりもないのだから、信頼できる菜穂子一人に打ち明けることぐらい許してもらいたいものだ。

　文彦の方が、より酷い裏切りをしたではないか。そう思うと、約束を破ったことに詫びる気は起きない。

「……っ」

　なんとも言えない思いで背中を見送っていると、柚香のスマホが鳴った。

　メッセージアプリを開くと、要からのメッセージが表示される。

　朝の挨拶と、仕事を応援するといった、些細な内容のメッセージは「早くまた会いたい」という言葉で締めくくられている。

　要からのメッセージに頬を緩めていると、背後から覗き込む菜穂子が、からかうように柚香の体を軽く揺らして腕を解いた。

　それを合図に、二人ともオフィスへと向かう。

　オフィスに向かう最中も菜穂子は文彦の態度に文句を言っていたけど、二人の姿に気付いた上司の焦る表情を見て、すぐに頭が仕事モードへと切り替わっていった。

「ちょうどよかった。ちょっと教えてくれ」

　パソコンを前に髪をくしゃくしゃと掻く部長は、どちらでもいいと言った感じで手招きをする。

　あまりパソコンが得意ではない部長のお馴染みのＳＯＳのサインに、柚香は菜穂子に自分がいくと目で合図を送った。

　口パクでお礼を言う菜穂子が手を差し出すので、その手に自分のカバンを預けると、そのまま部長のデスクに向かった。

　部長のデスクの側に立ち、なんの操作をしたかったのか確認し、説明しながらマウスを動かしていると、さっきまでのはしゃいでいた気持ちが収まり、自然と頭は仕事モードに切り替わっていく。





　　　◇　◇　◇






　要の告白を受け入れた時には、自分を取り巻く世界が一変した気がしたけど、休みが終わって日常が始まれば、その高揚感は薄れ日々の仕事に忙殺されていく。

　要とは毎日連絡を取り合ってはいるが、短い通話やメッセージのやり取りでも彼の忙しさが伝わってきて、とても会いたいと言い出せる雰囲気ではない。

　これまでの柚香なら、恋人が忙しそうにしていれば、ワガママを言ってまで会いたいと言い出すようなことはなかった。

　社会人として責任を持って仕事をしている以上、周囲の人に迷惑をかけないためにも仕事を第一にするべきだという思いは今でも変わらない。

　それに柚香にだって、要ほどではないだろうが、責任を持って任されている仕事はあるのだから、平日は出勤すれば忙しさに追われて気は紛れていく。

　それでもふとしたタイミングで、要に「会いたい」とワガママを言いたくなる。

　らしくない感情に揺さぶられ、自分を持て余してしまう。

「浅倉さん、昼、取らないの？」

　金曜日のオフィスでパソコンと向き合っていた柚香は、どこからともなく聞こえてきた声に反応して、画面に表示されている時計に視線を向けた。

　気がつけば、いつの間にかお昼休みを半分近く過ぎている。

　同時進行で時差がある二つの国とやり取りしていたので、休憩に入るタイミングを失っていた。

「ああ……海外メーカーの返事待ちしていたから。休憩は時間ずらして取らせてもらうわ」

　大きく伸びをして事情を説明する柚香は、そのままの姿勢で自分に声をかけてきた人物を見上げて硬直した。

「なにかトラブルか？」

　そう問いかけてきたのは、普段は別の島で仕事する文彦だ。

　ギョッとする柚香の反応を無視して、文彦は柚香のデスクに広がる書類を拾い上げる。

「ちょ……ッ」

　文彦は同じ会社の人間だし、もちろん柚香だって人目に触れられて困るような書類を出しっぱなしにはしない。

　それでも断りもなく、デスクを漁られるのは不愉快だ。

　不快に眉根を寄せる柚香の気持ちを察することなくデスクを漁る文彦は、適当に手にした書類をデスクに戻すために少し前屈みになると、声のボリュームを抑えて言う。

「この前のアレ、どういうこと？」

「……？」

　なにを言われているのかわからず目を瞬かせる柚香に、文彦がさらに声を抑えて言う。

「前にトイレの前で小笠原さんが言ってたことだよ」

　そう言われて、柚香は納得いったと小さく頷く。

「菜穂子は、私たちのことを誰かに話したりしないし、もう話題にもしないから安心して」

　彼が話しかけてきたのは、二人の関係を口止めしておきたかったからなのだろう。

　付き合っている間も隠してきた関係だ。せっかく若くて可愛い新しい恋人もできたのだから、今更ほじくり返されるのは迷惑ということだ。

「菜穂子にも釘を刺しておくから、安心して」

　声のトーンを落とし、遠目にはさも仕事の雑談をしているといった感じで伝える。

　その言葉に、なんの他意もない。

　確かに浮気が発覚した直後はショックで傷付いていたが、要に振り回されているうちにそれもどうでもよくなり、彼と心通わせた今、文彦とのことは完全に過去のこととなっている。

　今の柚香が文彦に願うのは、次の恋人にはあまり不誠実な行動を取って欲しくないということだけだ。

　ただそれを言葉にすると、未練と取られかねないので黙っておく。

　だからなにも問題ないと、話を終わらせようとする柚香に、文彦が不機嫌な口調で言う。

「新しい恋人ができたって、どういうことだよ？　先週の金曜日、仕事休んだから、結構心配していたんだけど」

「あぁ……」

　そういえば、要と彼の別荘に向かう道すがら、彼から連絡をもらったのに返信しなかったことを思い出す。

　返信しなかったのは柚香が悪いが、彼のしたことを差し引きすれば、それくらい許してもらいたい。それに要とのことは、文彦に報告するような話ではない。

　なぜそんなことを聞いてくるのだと、微かに眉根を寄せたとき、オフィスに賑やかな声が飛び込んできた。

　声に反応して視線をそちらに向けると、ランチから戻って来た女子の一団がかしましくお喋りをしながら入ってくるのが見えた。

　その一団の中に瞳の姿を認め、疾しいことはないのにどこか後ろめたい気分になってしまう。

「お前に、そんな簡単に新しい男ができるわけないだろ。騙されているんじゃないのか？」

「はい？」

　なんだその一方的な意見は。

　柚香たちのなにを知っていて、そんなことを言ってくるのか理解できない。

　でも不満げに息を呑んだ柚香が口を開くより前に、文彦はその場を離れてしまった。

「ちょ……っ」

　引き留めてその言葉の真意を確かめようとしたが、瞳の存在に目がいき言葉を飲み込んだ。

　無理やり言葉を飲み込んだ分、消化しきれない思いが胸の奥に沈殿してしまう。

　下唇をそっと噛み、気持ちを切り替えるためにスマホ画面を開くと、要からメッセージが届いていた。

「仕事忙しい？」と尋ねてくる要に「うん」と素気なく返した柚香は、そのすぐ後に「今度会ったら話を聞いて」と、付け足した。

　そのメッセージにすぐに「ＯＫ」と返ってくる。

　会えなくても要と繋がっていると思うと、それだけで気持ちが少し軽くなるから不思議だ。

　ホッと息を吐いたタイミングで待ち構えていた先方からのメールの着信を告げたので、柚香の意識は仕事へと集中していく。





　　　◇　◇　◇






　その日、仕事を終えオフィスを出た柚香は、ちょうど停まっていたエレベーターに駆け寄り体を滑り込ませた。

　──ラッキー。

　退社する人で混み合うこの時間にタイミングよくエレベーターに乗り込めたことに気を良くする柚香は、この週末をどうやって過ごそうかとぼんやり計画を立てる。

　要と特に約束をしているわけではないので、映画でも見ておひとり様の休日を楽しもうか……。

　今、どんな映画が上映されていただろうかとスマホを取り出そうとした柚香は、どこからともなく声をかけられた。

「浅倉先輩、デートですか？」

　声に反応して視線を巡らせると、瞳が「お疲れ様です」と明るく笑う。

　乗り込むときは慌てていて気付かなかったが、よく見れば、エレベーター内には、瞳だけでなく文彦の姿もあった。

　文彦と瞳はなんとなく距離を取ってはいるが、それでもお互いの存在を意識しているのが伝わってくる。

「違うよ」

　咄嗟に否定する柚香に、文彦はどこか意地悪く笑う。

　その小さな蔑みが苛立たしく、柚香は鞄を待つ手に力を入れた。そんなこちらの緊張に気付くことなく、瞳がはしゃいだ様子で柚香の頭から爪先へと視線を巡らせていく。

「本当ですか？　先輩、最近なんだか綺麗になって雰囲気も違うから怪しいです」

「そう？」

　柚香と文彦の微妙な緊張感に気付かない瞳は、自分の洞察力の鋭さを褒めて欲しいと言いたげに胸を張る。

　悪意がないだけに、なんとも扱いに困る。

　どうしたものかと考えていると、エレベーターが一階に到着し、扉が開いた。

　それに救われた思いで、柚香は瞳に軽く手を振り、降りていく人の流れに乗ってエレベーターを降りる。

　柚香たちが勤めるライフ・ルームのオフィスは総合ビルの中にあるので、フロアはかなりの人がいた。

　その雑多な人混みに紛れてビルの外に出ようとした柚香は、出口付近がやけに混み合っていることに気付いた。

　なんだか人の流れが悪いな……そんなことを思いつつ軽く周囲を観察すれば、どうやら多くの人が、ビルを出たあたりで一度足を止めているようだ。

　離れていく人たちも、時折振り向いてなにかを観察している。

　──事故でもあった？

　一瞬そう思ったけど、それにしては過ぎていく人の表情が明るい。

　特に女性は、顔を寄せあって楽しそうにヒソヒソ話をしているのが目に付く。

　それがなにを意味するのだろうかと不思議に思いつつ、停滞気味な人の流れをすり抜け外に出ようとした柚香は、何気なく周囲の視線を辿り、驚いて動きを止めた。

「かな……」

　周囲の人が視線を向ける先の車道に、見覚えのある高級車が停められており、それに腰を預けて人待ちする要の姿がある。

　一瞬見間違いかとも思ったが、あれほど存在感のある人を見間違うはずもない。

　端正な顔立ちの彼が、洒落たデザインのスーツを粋に着こなす姿は、そこにいるだけで磁力が生じているような存在感がある。

　一足遅れでビルを出てきた瞳も「あれ誰？」と、はしゃいだ声をあげている。

　柚香だって一傍観者なら、様になる彼の姿に見惚れたかもしれない。

　だがそこで周囲の注目を一身に集めている人が、どう見ても要なのだから対応に困る。

　彼がここにいることが理解できず戸惑っていると、こちらの息遣いが聞こえたかのように腕時計を確認していたその要がこちらに気付き手を上げる。

「柚香」

　名前を呼び、こちらへと視線をむける要は心底嬉しそうだ。声にまで愛おしさが滲み出ている。

　柚香の名前を呼ぶ要の姿に、背後の文彦が大きく息を呑む気配がした。

　その傍にいる瞳は彼に「知っている人？」と、問いかけている。普段苗字で呼び合う瞳には、馴染みのない名前なのだろう。

　周囲の人も彼が呼んだのは誰かと、視線を巡らせてその相手を探している。

　なんとなく気恥ずかしくて身動きできずにいると、要の方からこちらへと進み出てきた。その進みに合わせて人垣が左右に割れて柚香までの道を作る。

　迷いのない足取りで歩み寄ってきた要は、周囲の視線を気にすることなく柚香にが手を差し伸べて言う。

「柚香が会いたいって言うから、迎えにきた」

　見るからに仕事のできる男といった感じの彼が、少し甘えた雰囲気で微笑む姿は、特別な女性にだけ見せるプライベートな一面だとわかる。

　漣が立つようにざわめく周囲の気配が気まずくて、柚香が「会いたいとは言ってないよ」と拗ねた口調で返すと、イケメンを足げにしているようにでも見えたのか周囲がまた騒めく。

　しかも言われた要も、わかりやすくしょげてしまうので困る。

「でも……ありがとう」

　照れくささからぎこちなく付け足すと、要は得意げな表情で柚香の手を取る。

「行こう」

　職場の人もいる状況で、男性と手を繋いで歩くのはなかなか恥ずかしいが、彼の手の温もりが自分の肌に自然に馴染むので離すことができない。それどころか、柚香からも強く握り返してしまう。

　要は柚香をエスコートして、自分の車の助手席へと座らせる。

「忙しいんじゃないの？」

　そのまま丁寧な仕草で柚香のシートベルトを留める要は、柚香の耳元に顔を寄せて「柚香に呼ばれたら、どれだけ忙しくても駆けつけるよ」と返す。

「え？」

　そんな覚えはないと不思議そうな顔をすると、姿勢を直した要はウインクする。

「柚香の心の声が聞こえた。会いたいと思ってなかったら『今度会ったら』なんてメッセージ、送ってこないだろ」

　昼に送ったメッセージのことを言っているのだろう。

　確かに会いたいとは思ったけど、それは忙しい要に無理してほしいという意味ではなかった。

　そのことを説明する暇もなく、助手席のドアを閉めた要は運転席へと向かう。

「ごめん。そんなつもりじゃなかったのに」

　運転席に乗り込む要に謝るが、エンジンをかける彼は困った顔をする。

「会いたくなかった？」

「そうじゃないけど、要君忙しいだろうから、急いで会いたいって意味じゃなくて、要君に時間ができたら話を聞いてって意味で……」

　焦る柚香に、要が「忙しいよ」とあっさり認めて車を発進させる。

「ごめん」

　こちらを見守る人混みが遠ざかっていくのを視界の端で捉えながら謝る。そんな柚香に、要はとんでもないと言った感じで頭を振る。

「忙しくても会いたいと思える人がいて、会いに行ってもいい関係を築いている。それが俺をどれくらい幸せにしてくれているかわかる？」

　キザな台詞をさらりと返す要は、柚香をチラリと見てねだるように言う。

「柚香もそうだと嬉しいんだけどな」

「うん。まあ……」

　きっと柚香だって、要に会いたいと言われれば、忙しくても時間の都合をつけて会いに行ったはずだ。

　そしてそれが、要を癒すだけでなく、自分の原動力になることも容易に想像できる。

「ありがとう」

　だから今返すべき言葉は、謝罪ではなくお礼だ。

　素直な気持ちで再度お礼を口にすると、要が嬉しそうに目を細めて車を加速させる。

「ところで、俺に会ったらどんな話をしたかったの？」

　ハンドルを握る要が聞く。

　その言葉に昼間、ささくれた気分で彼に送ったメッセージの内容を思い出す。

　あの時は感情のままにそんなメッセージを送ってしまったが、よく考えれば、わざわざ報告する必要がないように思えてくる。

「あまり楽しい話じゃないから……」

「柚香の話なら、なんでも聞きたいよ。と言うより、綺麗なものだけ選んで並べる会話より、些細な不満や疑問をたくさん聞かせて欲しい。そういうことを自然に話題にできるのが、仲良しになっていくことだと思うんだ」

「仲良しって……」

　子供みたいな言い方につい笑ってしまうけど、確かに自分は、要と仲良しになりたいのだ。

　柚香の纏う空気が解れるのを待って、要は優しく先を促す。

　彼の醸し出す雰囲気が自然で、柚香がどんな話をしても、受け止めてくれるのだと安心できた。

　そんな彼の空気感に誘われるようにポツリポツリと今日の文彦とのことを話していく。

「柚香は、俺に騙されていると思う？」

「まさかっ！」

　これまでの二人の歴史を考えて、そんなことあるわけがない。

　それ以前に、要がそんなことをするような人ではないと柚香は知っている。だからこそ、文彦の言葉が腹立たしくて悔しいのだ。

　そんな柚香のことばに、要は嬉しそうに目を細めた。

「ありがとう。柚香が俺のことをそう思ってくれているなら、俺的には外野の声はどうでもいいと思うけど、それじゃあ駄目かな？」

「だけど……」

　確かにそうなのだけど、文彦の言葉をそのままにしておくことは、自分と要の関係を汚されてしまったようで悔しい。

　子供じみたその思いも、言葉にすれば要は優しく受け止めてくれる。

「大丈夫。俺の柚香への愛情は、そんな外野の雑音に汚されたりしないよ。……だけど、ありがとう」

「え？」

　自分が何故お礼を言われているのかわからない。

　不思議そうな顔をする柚香に、要はわかっていないと首を振る。

「愛情を形にして見せることができないから、信じるか信じないかは、柚香の自由なんだよ。だから柚香には、別れた彼の言葉を信じる自由もあったのに、俺の方を信じてくれた。それは、すごく素敵な話だ」

　要が自分に向ける思いは、底抜けの愛情が込められている。

　優しい彼の言葉にささくれた感情が落ち着きを取り戻し、亜美と対峙した時に抱いた感情を思い出す。

　亜美の言葉に流されず要と向き合ったことで、自分は要との幸せな時間を手に入れることができるのだから、これはそれと同じことなのだろう。

「私は要君の思いを疑ったりしない。ただなんとなく、私たちのことをなにも知らない人の、無責任な言葉に嫌な気分になっていただけ」

　自分の中で燻っていた感情がなんだったのか理解できた。

　そしてその思いは、要がたいした問題じゃないと笑ったことで、柚香の中でもたいした問題ではなくなっていく。

　柚香の気持ちが落ち着いたのを理解して、要がご機嫌な様子で言う。

「それに、知ってる？　愛情を形にできないのは歯痒いけど、同時にメリットもあるんだよ。形にして取り出すことができないから、誰かに汚されたり壊されたりする心配がない」

　そう話す要は、片手で柚香の手を取り続ける。

「俺の中で長年育ててきた柚香への愛情は、俺と柚香の間にだけある宝物だよ。他の誰にも汚すことはできない」

　甘く掠れた彼の声に深い愛情が溢れていて、柚香の心を癒していく。

　その声や彼の肌の温もりを感じていると、文彦の言葉に一瞬でも傷付いた自分が愚かにさえ思えてくる。

「会いにきてくれてありがとう」

　鼓膜に触れる彼の声や肌の温もりは、メッセージのやり取りでは感じられない。

　胸に湧き上がる愛情を感謝の言葉に変えてお礼を言うと、車内の空気が和んでいくのがわかった。

　要と一緒にいることで、柚香の世界はどんどん美しいものへと変化していく。

「もう大丈夫だから、要君は仕事に戻る？」

　要の忙しさを考え、そう問いかけるが、要が首を横に振る。

「柚香を車に乗せたのに、簡単に帰したりしないよ」

「どこかに行くの？」

　先週、目的地もわからないまま彼の車の助手席に乗って別荘まで連れて行かれたばかりなので、つい身構えてしまう。

　柚香の不安を感じ取った要が、クスクスと笑って返す。

「せっかく会ったんだから、普通に食事のお誘いだよ」

「そう。よかった」

　安堵する柚香に要は、その前に少し寄り道がしたいと言う。

　またこのまま別荘まで連れていかれては困るが、そのくらいならもちろん構わない。軽い気持ちで承諾する柚香は、要が意味ありげにニヤリとほくそ笑むのを見逃していた。




　スムーズな運転で車を走らせる要は、銀座で車を停めると、老舗百貨店へと柚香を案内した。

　柚香一人では冷やかしに覗くことも躊躇われるようなハイブランドが並ぶフロアを、要は彼女の肩を抱いて悠々と進んで行く。

　そしてエレベーターで上階に到着すると、ホテルのフロントを連想させる受付でスタッフに自分の名前を告げた。

　すると要の名前を聞いたスタッフが、恭しく頭を下げ襟元のインカムに二言三言囁くと、一見壁のようにも見える受付奥の扉が開きスーツをキッチリと着こなした男性が姿を現した。

「月瀬様、お待ちしておりました」

　そう頭を下げる男性は、折目正しい身のこなしで要に深々と頭を下げる。

「急にわがままを言って申し訳ない」

　爽やかな口調でそう詫びる要だが、その声には謝罪の色が感じられない。そして相手の男性の方も、謝罪など求めていないふうだ。

　今更ながらに要と自分の住む世界の違いを感じつつ二人のやり取りを眺めていると、男性は柚香の方へと体を向け、再び深く腰を折った。

　そして背広の内ポケットから名刺入れを取り出し、その一枚を柚香に差し出す。

「外商部門を統括させていただいている佐さ野のと申します」

　差し出された名刺を受け取る柚香に男性はそう名乗り、二人を案内していく。

　扉の向こう側は、落ち着いた色調のカーペットが敷かれた広い廊下が伸びていて、左右に幾つかの部屋がある。

　ここがどういった場所なのかわからないが、来客の誰もが気軽に入れる場所でないことは確かだ。

「こちらへ」

　要と柚香を先導する佐野は、そういって部屋の一つへと二人を案内した。

「……？」

　要に続いて部屋に入った柚香は、その中の光景にキョトンとした。

　広さとしては十畳くらいだろうか、案内された部屋はソファーやテーブルといった応接セットが設置されていて、そこから見やすい位置に据えられているラックには、女性物の服がかけられ、その隣の台にはバッグや宝飾品が並べられている。

「お待ちしておりました」

　案内された部屋に控えていた女性が一礼し、要と柚香をソファーへと案内すると、飲み物を勧められた。

　馴れた感じでソファーに腰を下ろす要は、柚香の希望を確認して飲み物を注文していく。

「……これは？」

　流されるようにしてここまできてしまった柚香は、スタッフが離れたタイミングで周囲に視線を巡らせて聞く。

「いわゆるＶＩＰルーム。わざわざテナントを回らなくてもいいように、事前にこちらの希望を伝えておくとそれに合った商品をセレクトして置いてくれるからゆっくりと買い物できる。食事にいく前に、柚香が着替えをしたいかと思って」

「え？」

　確かにお洒落ではないかもしれないが、自分はそこまで彼に不釣り合いな姿をしているだろうかと不安になる。

　腰を捻り自分の服装を確認する柚香の乱れた髪を指先で掬い上げて要が言う。

「柚香はいつでもきちんとしているけど、誕生日を祝った時に、今度一緒に食事をするときはお洒落をしてからって約束したから」

　確かに先週、ソラと名乗っていた彼と、そんな約束をした気がする。

「でも……」

　長年堅実に働き、それなりの貯蓄はあるが、こう言った場所で扱われている商品を一式買うというのはハードルが高い。

　高い位置に視線を向け思案する柚香の心の内を読み取ったわけではないのだろうが、要が言う。

「少し遅くなったけど、誕生日プレゼントに色々贈らせて」

「え？」

　誕生日なら、先週もう祝ってもらった。

　そう話す柚香に要は「プレゼントは贈ってないよ」と返す。

「それに俺は、柚香のこれまでの誕生日分もお祝いさせてほしいんだよ」

　今年の誕生日だけでなく、柚香の三十年分の歴史全てを祝いたいとはしゃぐ要は、スタッフが戻ってくると柚香の意見を聞きながら服やアクセサリーを選び始める。

　百貨店に並んでいる品、しかもＶＩＰルームに案内する客のために厳選された品が安いはずがない。

　なのに要は、金額を確認することもなくあれこれ選んでいくのだった。
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　結局、上機嫌の要の申し出を断り切れなかった柚香は、彼がコーディネートしてくれたファッションに身を包み、彼が予約したレストランで食事を楽しみ、自然な流れで彼が自宅代わりに滞在しているホテルを訪れたのだった。

「ベッドで寝たら？」

　先にバスルームを借りた柚香は、そう声をかけられていつの間にか自分がソファーで微睡んでいたことに気付いた。

「う……ん」

　食事を取りながら上質なシャンパンを楽しんだおかげで、思考はぼやけたままだ。

　目を擦りながら返事をすると、要が腰を下ろす気配がして、柚香の肩を抱き自分の方に引き寄せた。

　まだ幾分寝ぼけている柚香は、要の体にもたれかかる。

　体を寄せると、頬に彼の纏うバスローブの肌触りを感じるのと共に、清涼感のある香りが漂ってきた。

　その心地よさを味わいつつ視線を上げると、愛おしげに自分を見下ろす要と目が合った。

　普段きちんと整えられている髪が、風呂上がりの今は拭いただけなのか、濡れて好き勝手な方角に乱れている。

　そのせいか普段より幼く見えて、柚香の記憶にずっと住み続けていた「要君」に近づく。

　──綺麗な顔立ちをしているな……。

　これで大企業の若き御曹司ときている。

　そんな彼と、高級レストランで食事を楽しみ、こうやってその肩に身を預けて甘えているのは奇妙な気がするが、それがとても心地よい。

「別荘の譲渡の手続き、今週中に終わらせるつもりだから」

　柚香の肩を抱き寄せる要が言う。

「ああ……そうなんだ」

　寝ぼけていたせいで、彼が言わんとすることの意味を理解するのに一瞬遅れた。

　長い年月、手を入れて綺麗に整備してきた別荘の景色を思い出すと、本当に手放していいのかと心配になる。

　そのことを確認すると、要はゆっくりと頭を振った。

「あそこには、俺が必要としているものはないよ。俺が大事にしたいものは、ここにあるから」

　そう言って、その存在を確かめるように柚香の肩を抱く手に力を込める。

　大きく逞しい要の手に、柚香は自分の手を重ねた。

「前にも言ったけど、いつまでも別荘を維持するより、あの人との縁を切る方が大事だ」

　彼のその言葉に、あの日の攻撃的な亜美の姿を思い出す。

「……」

　彼がどんな子供時代を過ごしたのだろうかとあれこれ考える柚香の視線に気付いた要が、不機嫌な息を吐く。

「その気の毒な生き物を見る目、やめてくれる。俺、柚香が思っているような、可哀想な少年じゃないから。誤解のないように言っておくけど、資産家と言っても彼女の今の夫は地方で繊維会社を経営しているだけの男だ。こちらが本気になれば簡単に潰せる」

「亜美さんになにかするの？」

　決して好感を持っているわけではないが、それでも亜美を気にかけてしまう柚香の言葉に、要が困ったように笑う。

「俺は父とは違うよ。力があるからこそ、そんなことはしない」

　余りある権力があるからこそ、亜美の暴虐無人な振る舞いを受け入れているのだと、要は挑発的な笑みを添える。

「そうだね。要君は、お金で人の人生を買おうなんてしない」

　父親から権力や財産を受けついだとはいえ、要は父親とは異なる人間だ。だから柚香も、母親とは違う選択をする。

「そういう要君だから、私は好きになるんだよ」

　そう返して彼を見上げると、要が柚香の頬を両手で包み込んで顔を寄せてきた。

　そのまま彼の口付けを受け入れると、要の手が、柚香の頬から首筋、肩から背中へと手を移動していく。

　体のラインを撫でる要の手の動きは丁寧で、瞼を閉じ彼の指の感触に身を委ねることが心地よい。

　そうやって彼の手の動きに自分の存在を委ねていると、要の腕が柚香の腰を包み込むように触れた。そしてそのまま柚香を抱き抱える。

「キャッ」

　あっという間に横抱きにされた柚香は、態勢の危うさに戸惑い、腕をしっかりと要の首筋に絡めた。

「俺が柚香を落とすわけないじゃん」

　柚香の緊張を感じ取った要が、穏やかに笑う。

「だって……」

「絶対に離さないよ」

　そう言って柚香の腰に回す手により力を込める。

　たぶん要のその言葉は、今の状況のことについてだけの意味ではないのだろう。

　柚香が彼に絡めていた腕の力を弱めることで、自然と二人の間にわずかな距離が生まれた。

　慣れない角度から見上げると、熱を帯びた互いの視線が重なる。

　彼と視線が重なるだけで、柚香は下腹部に熱い疼きが生じるのを感じた。

　それは要も同じなのだろう。

　柚香が彼の首筋に回していた手を片方離して要の頬を撫でると、要がその指先に甘えるように目を細めた。その表情を見れば、彼がどれほど自分を必要としてくれているのかがわかる。

「要君」

　愛おしさを込めて名前を呼ぶと、その声に呼び寄せられるように要が顔を近付けてきた。

　自分を求める要の思いに応えるように柚香も彼の首筋に回す腕に力を込めると、二人の唇が重なる。

　互いが互いを求め合い、鳥が啄むような口付けを数回繰り返す。

　それを繰り返すことで微かな息苦しさを感じ、柚香は彼の頬に触れていた手で彼の胸を軽く押す。

　胸を押された要が唇を離すと、つい笑ってしまう。

　そんな柚香の態度に、要が不思議そうに首をかしげ、視線でその意味を問いかけてくる。

「要君の心臓が、すごく早いから」

　バスローブがはだけた彼の胸に指を触れさせたことで、彼の鼓動が驚くほど速いことに気付かされた。

　彼の胸にしっかり掌を添えると、要が苦笑いを浮かべた。

「そりゃ、柚香に触れられているんだから、緊張するよ。俺はずっと柚香に触れて欲しかったんだから」

「でも……」

　つい最近、肌を重ねたばかりではないか。

　そんな柚香の思いを察した要が言う。

「あの時は、柚香は俺を求めてなかった」

　そうだ。

　前回彼と肌を重ねたときは、柚香は彼を要だとは認識していなかった。

　でも今の柚香は、ソラではなく、要を求めている。

　そのことが要にとって、大きな意味を持っているのだろう。それは、柚香にも言えることだ。

「そうだね。要君が好きだよ」

　自分自身の心に刻むように囁くと、要が口付けを再開させる。

　その口付けは、さきほどとは異なる情熱的なものだ。

「……んっ…………くぅっ」

　柚香の唇を求めた要は、そのまま口内に舌を侵入させてきた。

　痛みを感じるほど強く舌を吸われたかと思うと、柚香の舌の付け根に舌を絡めてくる。そうかと思えば、歯列の並びを確認するように舌を蠢かせていく。

　湯上がりで湿った髪に指を絡められ、首を動かすことができない。そんな状況を承知で、要は柚香の唇を堪能する。

　柚香の感じる場所を承知している要は、唾液を纏った舌先で刺激していく。不意に与えられる刺激に、柚香がクッと喉を鳴らして悶えた。

「んっ…………っふぅ」

　激しい口付けに息苦しさを感じ、要の胸を押して身をよじる。もどかしげに体を動かす柚香を逃がさないと要が腕に力をいれる。

　口付けを交わしたまま絡み合い、彼の膝の上に跨ぐ姿勢になる。

　薄く目を開けて表情を窺うと、自分を求める要の顔が見えた。

　捉えた獲物を味わうように自分を求めてくる要の顔は野生的で、自分を抱きしめる腕や触れる胸板も筋肉で引き締まっている。

　男性的な魅力に溢れる要が、情熱的に自分を求めてくることが未だ不思議でしょうがない。だからつい、激しい口付けの合間に問いかけてしまう。

「……どうして……私なの？」

「柚香が、俺に人の優しさを思い出させてくれるから。柚香を守りたいと思える自分が、俺は好きなんだよ」

　それはつまり、要は、自分と過ごすことに価値を感じてくれているということだろう。

　ホッと安堵する柚香は、自分からも唇を重ねて囁く。

「私でいいなら、ずっと要君のそばにいるよ」

　要の膝にまたがることで彼より目線が高くなり、こちらから口付けを与えるような姿勢で唇を重ねていると、要の手が柚香の臀部を掴む。

　その刺激に驚き軽く体をくねらせると、要の唇が柚香の首筋へと移動していく。

「要君……」

　首筋をチロチロと舐める要の舌がくすぐったい。

　それが堪らず首をすくめると、要に甘い声で「逃げちゃ駄目だよ」と、窘められてしまった。

　話すことで首筋に触れる彼の息も、熱を帯びていてくすぐったい。

　彼の息遣いや情熱を感じると、首筋を起点に艶かしい熱が満ちてくる。

「柚香っ」

　愛おしげに名前を呼びながら、柚香の背中を支えていた右腕が移動していく。

　左手一本で自分を支える要の負担を軽減させようと、柚香は彼の首の裏に手を回し自分からも自分の体を支える。そうしている間に移動してきた要の右手が、柚香の肩を撫でバスローブを滑り落とす。

「──っ！」

　もう一方の肩にかかるバスローブも落とすと、要は片手だけで器用にバスローブの帯を外してしまう。

　バスローブの下には薄手のキャミソールしか着ておらず、冷たい彼の手が、その裾から脇腹を撫でて上がっていく。

　その感触に柚香の体がピクリと跳ねると、要が手の動きを止めた。

「触れていい？」

　そう尋ねておきながら、返事を待たずに要の手が柚香の胸の膨らみに触れる。

　柚香の左の胸の膨らみに手を添えた要が、愛おしげに息を吐く。

「柚香の胸も、ドキドキしてる」

「だって……」

　その後の言葉が出てこない。

　いい年をして、初心な乙女のように、ひどく緊張していると認めることが恥ずかしい。

　そのまま唇を引き結んで黙り込んでいると、要が動きを止めてこちらの言葉を待つ。それで仕方なく、柚香は恥じらいながらも言葉を紡ぐ。

「要君が触れてくるから」

　言葉で認めてしまうと、自分の胸に触れる彼の手を強烈に意識してしまう。

　要の方は、柚香のその言葉に蕩けるように目を細め、そのまま唇を求めてくる。

　そうしながら、右手も動き出す。

　彼の指の動きに、柚香の腰がピクンッと跳ねた。

「あ……っ」

　思わず甘い息を漏らすと、要が柚香の首筋に唇を這わせた。

　熱く湿った彼の唇の感触にも、柚香は腰を跳ねさせてしまう。

「柚香の肌、いい香りがする」

　甘く低い声で囁く要は、唇を再び柚香の首筋に戻し、微かに突きだした舌で鎖骨の窪みを擽ってくる。

　そうしながら要は指を食い込ませるように胸を揉みしだき、人さし指と中指の間に胸の尖りを挟んで引く。その刺激に、柚香の体をツキンとした痛みが貫く。

　思わず身を引くが、彼の左腕が背中を捉えていて逃げることはできない。

「あぁっ……ぁ…………ッ」

　舌で優しく愛撫しながら、胸は強く揉みしだく。

　その相反する刺激に、柚香は逃げ場を求めて背中を反らせて喘いだ。

　でもそうすることで、逆に要に胸を突き出す姿勢になってしまう。

　すると要はキャミソールをたくし上げて、まろびでた右の乳房の先を口に咥えてきた。

「やぁっ」

　不意打ちの刺激に、柚香から甘い悲鳴が漏れた。

　要の舌の動きは淫らで、もどかしい熱が柚香の肌を擽る。

　要がチロチロと舌を動かすと、唾液で湿った生地が肌に纏わり付いてくる。

「ふぁっ」

　熱くねっとりとした刺激がもどかしいと柚香が胸を押すが、要はそんな抵抗など歯牙にもかけず柚香の胸を刺激していく。

　彼の動きに翻弄される柚香は、いつの間にか彼にキャミソールを脱がされていることにも気付かない。

「要君……」

　無防備な自分の姿に気付いた柚香が弱気な声で名前を呼ぶと、要が唇を重ねてきた。

　柔らかな唇を薄い前歯でそっと噛まれると、唇だけでなく背筋にもピリリとした痛みが走る。

「柚香、舌を出して」

　唇を噛むのをやめた要が囁く。

　痛みに気を取られていた柚香は、深く考えず、言われたままに舌を差し出す。

　すると要は、躊躇いがちに突き出された柚香の舌に、自分の舌を淫らに絡めてきた。

　突きだした舌を舌で愛撫されるそれは、ディープな口付けより隠微な熱を持って柚香の神経を刺激してくる。

「…………くぅ……っ」

　これ以上は無理だと、柚香は顔を逸らして淫らな愛撫から逃れる。

「逃げずに、俺を感じて」

　柚香に拒絶されるのを恐れるように、要は腰に回した手に力を込めた。

「恥ずかしい」

　柚香が消え入りそうな声で返す。

　気が付けば自分だけが、バスローブもキャミソールも脱がされて肌を晒している。

　かろうじてショーツだけは身に着けているが、リビングではだか同然の姿になっていることには変わりない。

「綺麗だよ。だから恥ずかしがらずに、もっと見せて」

　そう囁く要は、その唇を彼女の首筋、鎖骨と這わせていき、胸の膨らみにも口付けをする。

「……っ」

　その刺激に脱力すると、要は柚香の体を受け止め背中と膝裏に腕を滑り込ませて軽々と抱き上げた。

　そうやって柚香を抱き上げた要は、そのまま寝室へと移動する。

「ここなら文句ない？」

　どこか挑発的な眼差しで要が聞く。

　彼の首に腕を絡め身を委ねていた柚香は、ベッドに下ろされても彼の首に絡めた腕を解かず自分の方へと引き寄せ、彼の唇を求める。

　マットレスに腕を突いて自分の体を支える要は、柚香を押し潰さないよう注意しながらその要望に応えてくれた。

「…………っ」

　求められるままに口付けを交わす要は、舌を柚香の口内に割り入れ口内を蹂躙していく。

　激しい口付けに柚香が苦しげに息を漏らすと、要の舌は更なる柚香の反応を求めるように、唇を離れ蠢いていく。

　要の舌は、唾液の筋を描きながら、首筋から鎖骨、肩へと進む。

　柚香の感じる場所を探るように蠢く舌の動きに、柚香は体を震わせる。

　彼の舌に撫で上げられるたびにピクピクと体を跳ねさせていると、要は一度体を起こし、はだけてほとんど肌を隠す役目を失っていたバスローブと下着を脱ぎ捨て、そのついでに柚香のショーツも脱がしてしまう。

　彼と肌を重ねるのは二度目のはずなのに、互いの肌を晒す行為に酷く緊張してしまうのは、柚香自身、要に抱かれるということを強く意識しているからだろう。

「見ないで……」

　柚香が細い声で訴えると、要が窘める。

「イヤだ。俺に、柚香の感じる顔を見せて」

　色気を感じる声で甘える要は、柚香の両手を束ねて頭上で押さえつける。そうやって柚香の動きを制して、からかうように耳元で囁く。

「それに男って、拒否されるほどムキになる生き物だから、そうやって拒まれると余計に興奮するんだよ」

　要は顔の位置を高くして、艶っぽく笑う。

　その表情の美しさに柚香が緊張すると、要はその緊張も味わうように、細い首筋に舌を這わせていく。

　そうしながら、柚香の肌に右手を滑らせ、腰やももを優しく撫でると、その手を足の付け根へと移動させていく。

「濡れてる。……わかる？」

　そう囁く要が指を動かせば、ヌルリとした感触が肌を伝う。

「……っ」

　柚香が黙っていると、要は柚香に自身の潤いを自覚させるべく、肉襞の合わせ目を指で撫でていく。

「声を我慢する柚香の顔、すごく厭らしい」

　そんなことを言われると、彼の与える刺激にどう対処すればいいかわからなくなる。

　柚香の顔を覗き込みながら、要の指はより厭らしく感じる場所を刺激していく。

　熟れた肉芽を二本の指で挟まれると、それだけで体に痺れが走る。

「…………ぁっ」

　その艶かしい感触に、柚香がつい声を漏らすと、要が指をさらに深く沈めてくる。その指の動きがあまりにも淫らで、声を抑えることができない。

「ああぁ…………っぁ」

　腰を震わせて柚香が嬌声をあげると、要は、その声をもっと聞きたいと言いたげに、さらに淫らに柚香の柔肉をくすぐっていく。

「イヤ……っ」

「嘘つき」

　甘い声で拒絶の言葉を口にする柚香を、要が嗜める。そのついでといった感じで、柚香の中に沈めた指をよりいっそう淫らに動かす。

　長く男性的な指が二本、蜜壺の中で敏感な粘膜を刺激する。

「ん…………ハァッ…………っもう……」

　微かに湾曲させた長い指が腹部を裏側から擽る感触に、柚香の腰が震えてしまう。

　要は自分の腕の中で柚香の反応を味わうように、彼女の額に口付けをして指を小刻みに動かしていく。

「柚香の中に挿れていい？」

　与えられる刺激に腰を震わせる柚香は、首の動きで承諾のサインを返した。

　すると要は指を抜き去り、柚香の体から離れ、避妊具を装着すると淫らな刺激に翻弄され脱力している柚香の両膝を掴みそのまま膝を押し広げた。

「あ──っ！」

　柚香の蜜に濡れた花唇が露わになる。そこに要の視線が向けられているのを感じると羞恥心で頬が熱くなる。

　薄暗い室内で、要の目に自分の淫らな反応がどこまで視認されているかわからないが、彼の視線を感じるだけでとても恥ずかしい。

　それなのに、体の奥からは淫らな熱が溢れてしまう。

「俺に見られていると思うと、恥ずかしくて濡れる？」

　要の声に子宮が疼くのを感じて、柚香はブルリと腰を震わせた。

「要君……」

「柚香っ」

　思わず名前を呼ぶ柚香に、要も名前を呼び返す。

　そしてそのまま彼のものを柚香の中へと沈めてきた。

　敏感な粘膜を硬く熱いもので擦られる刺激に、柚香は要にしがみついて首を反らせた。

　息が止まりそうな圧迫感が、下半身を襲う。

「アァ……ッ」

　恥じらいもなく喘ぐ柚香の声が薄暗い部屋に響くと、重い息を吐く要はそのまま腰を動かしていく。

　ズシリとした質感のある彼のものの存在に、膣壁がジンジンと脈打つ。

「うん…………っ」

　そのもどかしい感覚に、無意識に甘い声が漏れてしまう。

　柚香の鼻にかかる甘い声に反応したように、要が腰を動かしていく。

　要はゆっくりと上下に腰を動しているだけなのに、柚香の中でそれは、膣内を激しくこね回すような刺激を与える。

「柚香、この前より感じている」

　柚香の反応を感じ取る要が囁く。

　自分の反応を見透かしたその言葉に、頬が熱くなると同時にトロリとした蜜がまた自分の中から溢れてしまう。

「言わないで……っ」

　事実だからこそ恥ずかしいと、柚香が視線を落として呟くと、要が熱い息を吐く。

「嫌だ。柚香に、柚香の体が俺を求めてるって自覚して欲しいんだよ」

　そう囁く要は、そのまま腰を激しく打ち付けてくる。

「ハァ……ぁっ…………くぅっ」

　敏感な媚肉を、熱い肉棒で擦られる感触に、淫らな痺れが背筋を走っていく。

　柚香が目を細めその悦楽に身を任せていると、自分の表情をじっと観察する要と目が合った。

　甘い声を漏らす柚香の額に口付け、要は徐々に激しく腰を動かし始める。

　角度を調節しながら腰を打ちつけられ、その刺激に柚香が腰をくねらせると、入り込む要のものの角度が変わり、より彼のものの存在を感じてしまう。

　そんな柚香の反応に煽られ、要は怖いほど情熱的に腰を打ち付けてくる。

　彼の与える刺激が、柚香の体を支配していく。

「くっ……ああ、んっ」

「クッ」

　シーツの上で踵を滑らせ、柚香が喘ぐと、要も苦しげに喉を鳴らす。

　激しく中を蹂躙する要の欲望が、柚香を追い詰めていく。

「はぁ、要……ン、もう……」

　柚香が「無理」というより早く、要の唇が柚香の唇を塞いだ。

「んぅ…………ぁっ」

　重ねた唇から、要の息と舌が忍び込む。

　口内を舐めるヌルリとした舌の動きに、肌がざわりと粟立った。

　息苦しいほどの刺激にもがくように柚香が四肢を彼の体に絡めると、要が柚香の背中に腕を回して強く抱きしめる。

　ぴたりと体を密着させ舌も絡み合わせていると、堪えようのない恍惚の波が柚香の内側からこみ上げてくる。

「はっ、もう駄目……ッ」

　唇を離し苦しげに喘ぐ柚香に、要は恍惚の表情を浮かべてさらに激しく腰を動かす。

　柚香の中で、もう耐えられないという思いと、もっと続けて欲しいという思いが交差する。

「達ってもいいよ」

　もっと彼を感じたいと要の背中に回す腕に力を込めた直後、彼の許しの言葉に反応して、柚香の意識が白く弾けた。

　視界が霞むほどの刺激に、柚香は背中を弓なりに反らした。

　収縮する柚香の膣の反応を味わうように、要はなおも腰を打ちつけてくる。

　そして柚香の膣が意図せずキュッと収縮するとその刺激に熱い吐息を漏らして、白濁した熱を柚香の中に吐き出した。

「あぁっ！」

　要の熱が自分の中に広がる感覚に、柚香は彼にしがみついて息を漏らした。

「愛してる」

　ゆっくりと腰を動かし、柚香の中から自分のものを抜き去る要が囁く。

　そして柚香の隣に倒れ込むように身を横たえると、すぐに柚香を抱きしめ額に口づけをする。

「私も」

　柚香がそう返すと、すかさず要が聞く。

「いつから？」

　そう問いかけられ記憶を巡らせてみるけど、よくわからない。

　自分と要は、奇妙な縁で繋がり、その繋がりを手繰り寄せるようにして出会って恋をした。もしかしたら、生まれる前から自分と要はこうなることが決まっていたのではないかと思えるほど濃密な縁だ。

　要が以前言っていたとおり、自分達の関係は運命の恋と呼ぶべきものなのかもしれないけど、どうにも柚香の柄ではないので恥ずかしい。

　だから「秘密」と返して、口付けで追求したそうな要の口を塞いでしまう。

「とにかく、要君が好きだよ」

　口づけを解いた柚香の言葉に、要がどこか困ったように笑った。

　どうかしたのだろうかと視線を向けると、要が苦い顔で言う。

「もう『君』つけて呼ぶのはやめてよ」

　確かにそうなのかもしれない。

　でも急に呼び方を変えるのも、それはそれで恥ずかしい。

「……考えとくっ」

「柚香の好きにしていいけど」

　拗ねたように呟く要の頬に指を這わせると、要がその手を取り、指先に口づけをする。

　柚香の指先に唇を触れさせ薄く微笑む彼の表情を見れば、呼び方がなんであれ柚香が自分のそばにいることに満足してくれているのだと伝わってくる。

　心から愛する人が、自分を心から愛してくれる。

　その愛おしい奇跡ごと味わうように、柚香は要の温もりに甘えてそっと瞼を伏せた。
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　要と付き合うようになって一ヶ月ほど過ぎたある日の仕事終わり、柚香は菜穂子に飲みに誘われた。

「二人でゆっくり飲むのは、なんか久しぶりだね」

　居酒屋のボックス席に入ると、ジャケットを脱ぎながら菜穂子が言う。

　毎日会社で顔を合わせているし、ランチを一緒にすることはあるが、限られた時間での食事は忙しなく、込み入った話をすることはなかった。

　こうやって二人でゆっくり顔を合わせるのは、誕生日を目前に文彦と別れた柚香を慰めるために飲んだ時以来だ。

「一ヶ月ぶりだね」

　ということは、要と再会して一ヶ月ということでもある。いつの間にか彼と一緒に過ごすことが自然になっているので、まだそれだけの時間しか過ぎていないのだと不思議な思いもある。

「誰かさんが、恋人できて忙しかったもんね」

　脱いだ薄手のコートを丁寧に畳む柚香に、菜穂子がニヤリと癖のある笑みを浮かべる。

「ごめん」

　最近の休日は要と過ごすことが多かったので、つい謝ってしまう。

　そんな柚香に、菜穂子は顔の前で手をヒラヒラとさせる。

「順調そうでなにより。……月瀬さん、仕事ができるビジネスマンって感じはしていたけど、社長とは……」

　店員からおしぼりを受け取る菜穂子がしみじみした口調で言う。

　ランチなどの際に、要の職業や年齢差については報告している。それでも親の代から続く奇妙な関係については、説明が難しくて話せないままでいた。

「私としては、肩書き以上に年齢に驚いた」

　メニューを広げる柚香の言葉に、菜穂子も同意する。

「男の顔は、仕事で作られていくって言うしね。社会に出たら、一年二年の年齢差なんて関係ないでしょう。そういう意味では、仕事のできる男って顔していたもん」

　要の顔を思い出しているのか、菜穂子は遠くに視線を向ける。

　要のことを褒められるのは、なんだか素直に嬉しい。

　柚香は、はにかみつつ丁寧におしぼりで手を拭く。

「その仕事のできる男のおかげで、アイアンハンドルの件もあっさり解決して、こうやってゆっくりお酒が飲めるしね」

　菜穂子は、そう言って呼び出しボタンを押す。するとすぐに威勢のいい掛け声と共に店員が顔を出したので、二人で注文をしていく。

　菜穂子が言うアイアンハンドルとは、先日、オーダーメイドで製作したチェストのアイアンハンドルが、納品直前に倉庫の従業員が誤って破損させてしまったのだが、施主がこだわりの逸品として取り寄せたアンティークの品だったため、代替品を見つけられず苦労していた件についてのことだ。

　日常業務をこなす傍ら、資材管理部総出で探していたのだが、同じ商品を見つけることができず苦労していた。

　近況報告の際、要にそういった事情を説明したところ、彼がアンティークの家具材を輸入している業者を紹介してくれたのだった。

　普段は富裕層の顧客を対象に家具の保全修復を請け負っているその業者は、「本来なら応じない話ですが、月瀬様からの相談ですから」と前置きして、柚香たちがどれだけ探しても見つけられずにいたアイアンハンドルを販売してくれた。

　しかもかなり無茶な相談にも関わらず、相手方は、ほぼ仕入れ値でそれを販売してくれたのだ。厳密に言えば、最初に仕入れた業者の販売価格より安かった。

　その結果柚香たちは、幻のような存在のアイアンハンドルをあてもなく探し続けるという苦行から解放されたのだった。

　そのことには部長にもずいぶん感謝された。

　運ばれてきたお酒で乾杯をしてつまみをつつく菜穂子は、ふと思い出したように聞く。

「そういえば、せっかくの週末なのに、私と遊んでていいの？」

　さっき、今週末は一緒に買い物に行こうと誘われ承諾したのだが、今頃になって要との予定が気になったらしい。

「彼は今、商談でカナダに行ってるから」

　もともと忙しく世界を飛び回っていた人だが、柚香と過ごす時間を確保するためにここしばらく仕事をセーブしていたらしい。でも彼抜きでは進まない案件が持ち込まれたとのことで、渋々海外に赴いたのだった。

「それが、いい子でお留守番するご褒美？」

　柚香の話を聞く菜穂子が、柚香の左手に視線を箸先を向ける。

　そんな柚香の左手薬指には、彼女の、誕生石をあしらったシンプルなデザインの指輪がはめられている。それと共にブラウスから覗く首筋には、指輪とリンクしたデザインのネックレスが輝いている。

「お留守番のご褒美ってわけじゃないけど……」

　要は、世界的に名の知られているジュエリーブランドのその品を、これまで祝えていなかった誕生日プレゼントの一つとして贈ってくれたのだ。

　思いつきで購入するにはなかなか値の張る贈りものに、柚香は戸惑い辞退を申し出たが、要は「記念の品に安いものは贈れない」と、譲らなかった。

　多少の押し問答はあったけど、結局のところ、要の熱意に根負けして柚香が折れる形となった。

　金額に関わることなく、柚香とは、要から贈られた品を身に付けていると、離れていても彼の存在を感じられて嬉しい。

　とはいえ、要からの贈り物はどれも高価で、柚香には分不相応な気がして落ち着かない面もあるのだが。

　お酒を飲みながら、柚香がそんなことを話すと、サラダを取り分ける菜穂子が言う。

「でもそういう品って、使っているうちに持ち主に馴染んでいくんだと思うよ。その証拠に、最近の柚香は雰囲気が変わったもん」

「そうかな？」

　サラダの入った小鉢を受け取る柚香が首をかしげると、菜穂子が自信満々に頷く。

「うん。ちょっとずつ、全然違ってきている。なんだか自信があって仕事のできる女って感じのオーラが溢れている」

　自信があって仕事のできる女──という評価がどこから来るのかわからないが、要に愛されたことで文彦の裏切りに傷付いていた自分は、遠い過去の存在になっている。それに、仕事の面でも要に助けられた。

　アイアンハンドルの件で、販売店を見付けてきた柚香の評価が上がったのは確かだ。

　それに要から贈られた品を使う際、それに見合う姿でいようと心がけることで、ファッションやメイク、日常の姿勢などに気を使うようにはなっている。

「竹内、柚香がどんどん綺麗になっていくから、別れたのを後悔しているんじゃない？」

「そんなことないでしょ」

　柚香は、あり得ないと笑う。

　文彦には瞳という恋人がいるのだし、そもそも別れるきっかけとなったのは、彼の心変わりが原因だったのだから向こうに柚香に対して未練が残るはずがない。

　だけど菜穂子は、訳知り顔で言う。

「でも最近、竹内は柚香のことをよく見てるよ。アイツはプライド高いから口では言わないけど、絶対に未練があると思うな」

「たまたまじゃない？　そんなの今さらすぎるでしょう」

　柚香は、それあり得ないと手をヒラヒラさせる。でも本音としては、確かに文彦の視線を感じることはある。

　オフィスで仕事をしているとき、ふとしたタイミングに視線を感じて周囲を見渡すと、遠くから自分へと視線を向ける文彦と目が合うことが度々あった。

　でも向こうは柚香の視線に気付くと、すぐに顔を背けてしまうだけで、なにか話があるという感じでもないのだから、視線を向けること自体をやめていただきたいものだ。

　しかもその上、そんな文彦の不審な行動が気になるのか、瞳まで柚香にもの言いたげな視線を向けてくるのでいただけない。

「じゃあ、柚香が綺麗になったのが面白くないとか」

　うんざりした表情の柚香に、菜穂子が言う。

　確かにそれはあり得そうな話である。

　自分が一番でないと満足できない文彦のことだ、別れた後の柚香がいきいきしているのが面白くないのかもしれない。

「くだらない」

　ため息を吐く柚香に、菜穂子が分け知り顔で言う。

「なにか言いたくても、相手が月瀬さんじゃ負け犬の遠吠えにしかならないから、なんも言えないから、無駄に睨んでくるのよ」

「そんなことないって」

　菜穂子は、ざまあみろと笑うけど、さすがにそこまで子供ではないだろう。

　柚香がそれはないと手をヒラヒラさせても、菜穂子は自分の主張を曲げるつもりはないようだ。

「アイツを打ちのめすためにも、柚香は運と幸せな姿を見せつけてやりなさいよ」

　熱弁する菜穂子には苦笑いを返すしかないが、「そうすれば、そのうち完全に諦めるわよ」という言葉には、そうなることを願うばかりである。

　文彦がこちらを意識しなくなれば、瞳の方も落ち着くだろう。

「そうだね。悪いことをしているわけじゃないんだから、普通にさせてもらうよ」

「ウチと営業じゃ、仕事で絡むこともないし、しばらくの辛抱だって」

「そうだね。そう願うばかりだよ」

　文彦たちの件は時間が解決してくれると納得し、柚香は、翌週に自分を見舞う不幸など考えることもなく、菜穂子と楽しい時間を過ごしたのだった。
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　菜穂子と飲んだ翌週、電車に揺られる柚香は、隣をチラリと見やり、自分の願いは天に届かなかったのだと理解した。

「なんだよ？」

　柚香の視線を受け、隣で吊革に掴まる文彦が苛立たしげに息を吐く。

　こちらが面倒ごとを持ち込んだとでも言いたげな文彦の態度に、柚香も大袈裟に息を吐いて応戦する。

「どうして私が、営業の外回りに同行しなきゃいけないの？」

　職場恋愛の面倒なところは、別れたらそれで終わりというわけにいかないところだろう。

　それでも普段は、自分と文彦では所属している部署が違うので、せいぜいエレベーターで乗り合わせて気まずい思いをする程度だ。

　それなのに今日の柚香は、文彦と二人きりで出かける羽目にあっている。

　もちろん柚香が好き好んで文彦と出かけるわけがない。でも上司から営業の文彦の商談に同行するように命じられれば、それに従うしかない。

　不満げな顔をする柚香に、文彦も面倒くさそうに返す。

「だから言っただろ。ウチによく発注をしてくれているレストランのオーナーが、自分の店の常連客を紹介したいって言うんだ。ただその人の旦那さんが嫉妬深いとかで、女性社員を同伴させて欲しいとのことだ。できれば資材の知識がしっかりしている人がいいと」

　それは、自分の上司からも聞かされた。

　でもその条件でいいのであれば、菜穂子や瞳でもいいではないか。瞳の知識の足りない部分は、文彦がフォローすればどうにでもなる。

　それなのに、文彦は自分を指名してきた。

　恨みがましい眼差しを向ける柚香に、文彦が不機嫌に返す。

「小笠原は、営業向きの性格をしてないし、瞳の知識じゃ俺が恥をかく」

「そのくらい、竹内さんがフォローすればいいでしょ」

「そういうことすると、アイツ、客の前でも平気で甘えてくるからイヤだよ」

　文彦が口角を下げて苦い顔をする。

　その表情に冷めた視線を送り、「惚気？」と聞いてみるが、文彦はそれを無視して話を続ける。

「向こうが出してくる希望的にも、お前が一番適任なんだよ」

　先方が三十代後半の女性ということで、話がしやすいよう若すぎず、年配過ぎず、小柄で痩せていて、髪はセミロングくらい、それで資材の知識がしっかりある女性。とういのが希望らしい。

「なに、その条件……」

　年齢性別はともかく、髪型や体型の指示までしてくるなんて変な話だ。

　文彦が嘘をついているのでなければ、相手が商談を成立させる気がなくて、断る口実にそんな条件を提案しただけといったところだろうか……。

　しかしそれなら、最初からオーダーの話を持ちかけなければいいようなものだ。

　──話の流れからその場では断りづらくて、断る口実が欲しいのかな？

　奇妙な条件の理由に、そんな推測を立てる。

　無駄足になりそうだと嘆息しつつ、柚香は文彦の横顔を窺う。

　文彦にも、そのくらいわかりそうなものだが……。

　柚香の視線に気付いて、文彦は「条件に合う奴がいて、ラッキーだよ」と不敵に笑う。

「商談に持ち込めれば、あとは俺の腕でどうにでもなる」

　なるほど、彼も柚香と同じ読みをしているのだ。

　それでもなお、相手を商談の場に着かせることができれば、自分の力でどうにかできると考えているのだろう。

「すごい自信ね」

　呆れるでもなく、素直な感想として呟く。

　ただ自己肯定感が強いのはいいが、商談が彼の思い描くように進まなかった際、原因を柚香のせいにしてこないかと不安になる。

「必要な説明はさせてもらうけど、それを契約に繋げられるかどうかは営業の仕事だから」

　後々面倒なことを言われては敵わないと、先手を打つ。

　その忠告に、文彦がオーバアクションで腕を動かし時間を確認する。そしてそのついでといった感じで、棘のある視線をこちらに向けてくる。

「エリートの男を捕まえた途端、自分まで仕事できますって顔するのはやめろよな。見ていてウザイし、あんまり浮かれていると、別れた時に痛いぞ」

　唐突な上、一方的すぎて言葉が出てこない。

　目を丸くする柚香に、文彦は意地悪く口角を持ち上げる。

　こちらの感情を逆撫でたいだけの文彦の態度に、喉の奥で言いたい言葉が渦巻く。

　だけどその言葉を口にせず飲み込めたのは、要の言葉を思い出したからだ。

　──愛情は形にできない代わりに、誰かに汚されたり壊されたりする心配がない……。

　そんなことを話していた要は、「俺の中で長年育ててきた柚香への愛情は、俺と柚香の間にだけある宝物だよ」とも、誇らしげに話してくれた。

　彼のその言葉が、柚香のなかで温かな灯火になっているのだから、文彦の言葉に心を乱す必要はないのだ。

　柚香は、要から贈られた指輪に視線を落として感情を立て直す。そんな柚香の表情を横目で窺いつつ文彦が聞く。

「エリートっぽかったけど、アイツ何者？　お前が高いアクセサリー着けてるせいで、瞳にプレゼントねだられて迷惑なんだよな」

　最近、文彦が自分にもの言いたげな視線を向けていた理由が理解できた。

　八つ当たりもいいところだとため息を吐く柚香の隣で、文彦がなおも言う。

「瞳、恋愛に幻想抱きすぎなんだよ。身の程を知って、現実を見ろって感じだよ」

　せせら笑う文彦に、柚香はうんざりする。

　恋人時代、自分も陰でこんなふうに言われていたのかもしれないと思うと心がざらつく。

　それと同時に、文彦が相手を蔑むような発言をする時は、彼の自尊心が傷つき、過剰に自己防衛心が働いている時だということも承知している。

　自分のプライドが傷ついた分、誰かを言葉で傷付けて心の均衡を保とうとする。付き合っていた頃も、彼のそういった一面に閉口することがあった。

　恋人時代は、それを聞いてあげるのも恋人の役目と納得していたけど今は違う。

「瞳も自分が見えてないけど、あの男だって……」

　そのまま自己防衛のために、他人を言葉で汚そうとする文彦を封じるべく柚香が言う。

「赤堀さんが、恋愛に幻想を抱いているっていう意見は否定しないけど、だからこそ赤堀さんは、好きな人からのプレゼントならどんなものでも喜ぶと思うよ」

　柚香が知る瞳とは、そういう子だ。

　まだ学生気分の抜けきらない彼女は、恋に不慣れで、文彦がこちらを意識するだけで面白くないと不機嫌な態度を取る。

　それは困ったものだけど、柚香としては、菜穂子とランチを取っているときに偶然遭遇した瞳が、「内緒にしてね」と人差し指を唇に添えた姿を好ましく思っている。

　そんな彼女のことだ、文彦にプレゼントをねだるのは、好きな人を身近に感じられるなにかが欲しかったからだろう。

　そんな乙女心に理解を示さない文彦に、不快さを覚えながら柚香は付け足す。

「誰をどう思うかは竹内さんの自由だけど、言葉で人を傷付けても現実は変わらない。赤堀さんはいい子だし、あなたのその弱さを受け止めるのは、もう私の仕事じゃない。私はちゃんとあなたの弱い部分も含めて好きだったから付き合っていたけど、別れた今はそういう言葉で人の気持ちを汚す姿は見たくないよ」

「……」

　その言葉に、文彦の瞳に不安げな色が揺れる。

　その表情を見て、今更ながらに彼の弱さを理解する。

「赤堀さんは、いい子だよ。きっと彼女の目には、あなたがカッコいい王子様に映っているから、あれこれ甘えて好き勝手に言っているだけだと思うよ」

　駅が近づき、電車が失速していくのを感じる。

　その気配に、会話の締め時を感じた柚香は、最後に自分の考えを素直に言葉にしていく。

「竹内さんが誰をどう思うかは勝手だけど、私と彼の関係はなにも変わらない。言葉で人を汚しても、寂しくなるだけだよ」

　過去も人の心も変えられない。

　彼の発言を不快に思うからと、「こんな男を好きになるなんて……」なんて言葉で否定しても過去は変わらないし、その時の自分を否定する必要もない。

　強がりでなくそう思えるのも、要の言葉があったからだ。

　自分たちの気持ちは、誰かの言葉で汚されるようなものじゃない。そう信じることができるからこそ、素直な気持ちを言葉にすることができる。

「……悪かった」

　駅に着いた電車が停車し、扉が開くと、人が動き出す。

　流れ出した他の乗客の動きに合わせて電車を降りようとする文彦が、咳払いをするような仕草をしながら謝る。

　消えてしまいそうなその声に柚香が視線を上げるけど、それに応えることなく文彦は電車を降りていく。

　その後を追って、柚香も電車を降りた。

「お前、変わったな」

　改札口を目指して階段を上る文彦が言う。

「そうかな？」

　リズムよく階段を踏みながら、柚香は軽い口調で返す。

「ああ。昔はもっと俺の顔色気にしている感じがあった」

「確かにそうかも」

　要を好きになり、彼を守りたいと思ったことで自分のなにかが変わったことは感じていた。

　文彦と付き合っていた頃は、意見が衝突してケンカするのは面倒だとか、嫌われたくないとか、様々な思いが枷となって、自分の意見を飲み込むことが多かった。

　だけど要相手の場合、簡単な感情の行き違いくらいで別れたりしないという信頼を持てるから、素直に自分の感情をぶつけることができる。

　その信頼が核となり、柚香に強さを与えてくれる。

　自分の中で核となる思いがあると、人は強くなれるのだと納得する柚香がそっと微笑むと、文彦はつまらなさそうに息を吐く。

「今のお前なら、俺だってもっと大事にしたよ」

　つまり付き合っている頃に、大事にしていなかった自覚はあるらしい。

　そのことには苦笑いしてしまうが、要と愛し合ったことで変化した自分を褒めてもらえるのは素直に嬉しい。

　それで素直に「ありがとう」と返したタイミングで、階段を上り切った。

「俺が悪かった。自分に合う人に出会えてよかったな」

　文彦が、柚香を振り返って言う。

　浮気がバレてからもずっと、言い訳ばかりを繰り返してきた文彦の謝罪に、柚香の心に穏やかな風が吹く。

　職場が一緒で別れた後もこうして顔を合わせる関係でなければ、彼の謝罪の言葉を聞くこともできなかっただろう。

　そう考えると、別れたらそれで終わりと、自分の人生から切り離すことのできない職場恋愛も、そう悪くなかったのかもしれない。

　柚香は頷いて気持ちを仕事へと切り替えていく。




　文彦の案内でたどり着いた待ち合わせ場所は、繁華街のメインストリートに店を構える有名フランス料理店だった。

　フランスの名店で腕を磨いてきたシェフが腕を振るうその店は、メディアに取り上げられることもしばしばだ。柚香としては、リポートしていたタレントが、味以上にその価格帯に驚いていたことが印象に残っている。

　──こんなお店でも、ライフ・ルームの家具が使ってもらえているんだ。

　受付スタッフに声をかけ支配人を呼んでもらう間、店内を見渡して自社の家具が使用されていることに気付くと、自然と誇らしい気分になる。

　店内を観察していると、すぐに小太りの男性が足早に駆けつけた。

　背筋を伸ばして頭を下げる文彦の姿に、彼がこの店のオーナーなのだと理解しつつ、柚香も頭を下げる。

　そんな二人に、オーナーは先方がすでに到着していることを告げた。

　事前に先方が待たされることを嫌うと聞かされていたこともあり、かなり余裕を持って行動していたので、二人揃って驚きの表情を浮かべる。

「先方は気難しい方だから、くれぐれも失礼のないように」

　二人を案内する短い間、オーナーはそう繰り返す。

　事前に文彦から仕入れた情報によれば、このオーナーは厨房に立つことがない代わり、広報やそろばん勘定にたけているやり手だと言う。

　そんな人をここまで緊張させるのはどんな人だろうかと、若干の好奇心と緊張をない混ぜにしつつ先方が待つ部屋に踏み入れた柚香は、中で待ち受けていた人の姿に息を呑んで身を強張らせた。

「お待たせして申しわけないです」

「……っ！」

　神妙な顔で頭を下げる文彦の姿を視界の端で捉え、ハッとした柚香も、一足遅れで頭を下げる。

　床を見つめ動揺する心を宥めてから顔を上げた柚香は、部屋の中央に据えられたテーブルで自分たちを待ち受ける女性の姿を確認した。

　二人の挨拶を受け、白いクロスがかけられたテーブルに腰掛ける女性が優雅に微笑む。ハイブランドの服に身を包み、ネイルで彩られた指先でカップを持つその女性の名前を柚香は知っていた。

　──亜美さん……。

　要の別荘で、散々攻撃的な姿勢を見せていた彼女との再会に、体がこわばる。

　そんな柚香の緊張を味わうように亜美はカップに口を付け、満足気に口角を上げる。

「あら、待ちきれなくて、私が早く来ただけだから気にしないで」

　朗らかな口調で返す亜美の姿は、かなり艶っぽい。だが今の柚香には、捉えた獲物をいたぶって遊ぶ獣にしか見えない。

「こちらの、二にの宮みや様が是非ともウチで使っている家具メーカーを紹介して欲しいと……」

　待たされたことに気分を害した様子もない亜美の姿に安堵の息を漏らして、オーナーがそれぞれの紹介を始める。

　あの日、亜美の現在の苗字を確認することはなかったが、再婚したという彼女の今の姓は二宮というらしい。

　彼女とその夫が、このレストランにとってどれだけ大事な客であるかを言葉の端々に滲ませながら紹介をするオーナーの言葉に、亜美は頬にかかる髪を耳にかけて満足げに頷く。

　もちろん、この再会が偶然であるわけがない。

　文彦から同伴者の条件を聞いたときにも、なんとなく自分をピンポイントに指名されている気はしたが、てっきり断るための口実だと思っていた。だけどその相手が亜美となれば、これは最初から柚香を呼び出すための条件だったということになる。

「まあ、お掛けになって」

　オーナーの話が終わると、亜美が優雅な所作で着席を促す。

　その声に促され、オーナーと文彦は、四人がけのテーブルに腰掛ける。

「お嬢さんもお掛けになったら？」

　状況に戸惑って出遅れる柚香に、亜美が猫撫で声で言う。

　オーナーが亜美の隣に腰を下ろし、文彦がその向かいに腰掛けたので、自然と柚香は亜美の向かいに座ることになる。

　これも仕事と自分を宥め、亜美の向かいに腰を下ろすと、そのタイミングを見計らったかのようにフロアスタッフが姿を見せた。

「皆さんに私と同じものを」

　周囲の希望を確認することなく、鷹揚な態度で亜美が告げる。

　オーダーを受けたスタッフが部屋を出ていくと、改めて柚香と文彦が名刺を差し出して商談に入っていく。

「竹内文彦さんに、浅倉柚香さん。覚えたわ」

　そう言って柚香の名刺を叩く亜美の指先は、角度によって異なる色合いの光沢を放つネイルで彩られている。

　彼女の指先は、艶やかで人目を引くが生活感がない。彼女の生き方が集約されているような指先が、自分の名刺を撫でていることが妙に落ち着かない。

「……」

　居心地悪そうにしている柚香に、亜美がねっとりとした微笑みを向けてくる。

　絡みつくような視線に、今すぐこの場から逃げ出したい衝動に駆られるが、商談の場でそれが許されるわけもない。

　もったいつけるような間を置いて亜美が話を切り出す。

「今、新しく手に入れた別荘の改装工事をしているの。そこで使う家具を全て作り替えようと思っていて、部屋数が多いからかなりの数になると思うけど、引き受けていただけるかしら？」

「もちろん、お任せください」

　素早く返す文彦が、心の中でガッツポーズしているのが声でわかる。

　惜しみなく営業用スマイルを振りまく文彦に、亜美が満足げに目を細めて、細い指で自分の顎のラインを撫でる。

　そしてチラリと、柚香に視線を向けて言う。

「オーナーから事情は聞いていると思うけど、打ち合わせの際は、必ず彼女を同伴させてね」

　文彦はその言葉に、ごもっともですと頷くが、柚香としては罠に嵌められた気分になる。

　つまり、これから当分の間、柚香は亜美と顔を合わせなくてはいけないということだ。

　あの日、要に気負けして別荘を立ち去った亜美は、こちらの素姓を調べ、話すタイミングを探っていたのだろう。

　そしてビジネスにかこつけて、近付いてきたのだ。

　──要君に相談した方がいいかな？

　亜美がなにを考えているかわからないだけに怖い。

　出張中の要を不用意に心配させる必要はないが、彼が帰国したら話そうか──そんなことを考える柚香の心を読んだように、亜美が言う。

「家族や友達を驚かせたいから、お披露目まで私から依頼を受けていることは極力秘密にして欲しいの。絶対に社外の人には話さないで欲しいの」

「もちろんです」

　間髪入れずに請け合う文彦の姿に、亜美は鷹揚に頷き、柚香に絡み付く視線を向けて念押しする。

「もちろん、友達や恋人にもね」

　つまり、要に自分と亜美に繋がりができたことを話すなということだ。

　仕事である以上、首を横に振ることは許されない。柚香が黙って頷くと、亜美が勝ち誇ったように微笑む。

　蛇に絡み付かれ、飲み込まれるのを待つだけの小動物になったような居心地の悪さに、背中にじっとりと嫌な汗が滲む。

　そんな柚香に構うことなく、亜美と文彦はカタログを広げて話を進めていく。

　彼女の希望はオーダーメイドの家具なので、カタログはあくまでもイメージを膨らませるための参考資料としてだが。

　ゆっくりとページをめくる亜美の姿を見守りつつ、自分の前に置かれていた紅茶を飲み終えたオーナーはそれを頃合いと判断して退席していった。

　──私も退席したい。

　オーナーの背中を恨みがましい気分で見送る柚香は、気づかれないようため息を零し視線をテーブルに戻す。

　その後も亜美と文彦の会話は続き、文彦は愛想よく、別荘の間取りや希望のテイストを確認し提案をしていき、必要に応じて柚香に情報を求めてきた。

　その質問に答える形で柚香も参加して話を進めていくと、亜美は「なんだかチープね」「こんなので満足する人もいるの」と、どこかライフ・ルームの製品に不満げな態度を示す。

　そんな言われ方をされると、自社の製品が安っぽいと言われているようで悔しい。彼女が因縁をつけたいのが、ライフ・ルームではなく柚香の存在だと察しがつくだけに居た堪れない気分にもなる。

　眉間に皺が寄りそうになるのをどうにか堪える柚香とは違い、文彦は、大事な御意見を拝聴しているといったスタンスを崩さない。

　でもそうやって丁寧に亜美の希望を探っていっても、彼女にはまだ明確なビジョンがないらしく曖昧な返答が続く。

　唯一はっきりした要望と言えば、「今と全く違う感じ」だけだ。

　さすがに扱いに困った文彦が壁紙も張り替えるのであれば、それを決めてから家具を選んだ方がいいのではないかと意見しても、亜美の態度は煮え切らないものだった。

　進むべき方向性が見えないまま、霧で霞む原野をさすらうような会話を一時間ほど繰り広げていくと、結局は最初に亜美が匙を投げた。

「なんだか、わけがわからなくなってきたわ。プロなんだから、もっとわかりやすい提案をしてくれないと困るわね」

　見るのもうんざりといった様子で、亜美は開いていたカタログを閉じて遠くに押しやる。

「ではまた日を改めてお時間をいただければと思います」

　不機嫌そうに唇を尖らせる亜美に気を悪くするでもなく、カタログを回収する文彦が朗らかに返す。そして手帳を取り出し、次回の打ち合わせの日時を決めて行く。

　やっと解放される。

　柚香が内心安堵の息を漏らし腕時計で時間を確認すると、亜美が「あらっ」と、高い声をあげて柚香の左手に嬉々とした視線を向けて言う。

「高そうな指輪ね。……それにネックレスも。しがない会社員が気軽に買える品じゃないし、素敵なスポンサーでもいるのかしら？」

　おどけた口調で聞く亜美だが、視線が挑発的だ。

「いえ……えっと……」

　思わずといった感じで右手を左手に重ねる柚香に、亜美は粘着質な視線を向けてくる。

「あら、隠すことないじゃない。男からの貢ぎ物は、自分の女としての価値を計るバロメーターなんだから、もっと誇らしげな顔をしなさいよ。愛情なんて幻想に過ぎないんだから、貢いでくれる男がいるなら、今のうちにできるだけ貢がして武装しておきなさい。一度高価な品を身につけてマウントを取ったら、周囲は、あなたが男に捨てられて転がり落ちる姿を見てせせら笑うのを待ち構えているのだから」

　人生の先輩といった感じで偏見に満ちたアドバイスをする亜美は、生活感のない指先で自分の顎のラインを撫でて微笑む。その指の付け根には洗練されたデザインの指輪が輝いている。

　要の父と死別した後、実業家と再婚したという彼女の暮らしぶりが見てとれた。

「あ、すみません。次回の打ち合わせですが、やはり時間を三十分ほど遅らせていただいてもいいですか？　後、お店ですが……」

　亜美が聞こえなかった素振りで、文彦が口を挟んできた。

　そうすることによって、会話は次回の打ち合わせの再確認へと移っていき、柚香はそのやり取りを傍観する。




「それ、打ち合わせの場所では外すべきだったな」

「ごめん」

　亜美との打ち合わせの帰路、駅のホームで電車を待つ柚香は、文彦の指摘に素直に謝罪する。そんな柚香の隣に並んで立つ文彦は、仕方がないという感じで息を吐く。

「普段は営業じゃないし、俺が注意するべきだった。客と話す際、清潔感や品がないのも問題だが、あまり高価な品をつけていくなよ」

　素直に頷き、改めて文彦の姿を確認する。

　プライベートでは洒落たブランド品を好む彼だが、仕事時の彼は高価ではないが清潔感のあるスーツを小粋に着こなしている。革靴や腕時計も、ハイブランドのものではない、落ち着いた上品なデザインのものを上手く使いこなしている。

「ごめん。配慮が足りなかった」

　要からの贈り物に彼との繋がりを感じて、当然のように仕事中も身につけていた。そんな自分の甘えが、急に稚拙なことに思えてしまう。

　柚香は、今さらながら指輪とネックレスを外して肩にかけていたバッグの内ポケットにしまう。

「いや。今さら外さなくてもいいだろ」

　柚香の行動を見て、文彦が苦笑いで突っ込む。

　確かに、後は社に戻るだけだから外す必要はないのかもしれないけど、柚香としては亜美の言葉が気になって、今は高価な品を身につけていることが落ち着かない。

　──男からの貢ぎ物は、自分の女としての価値を計るバロメーター……。

　訳知り顔で微笑んだ亜美の言葉が正しいとは思わないが、彼女と同じ価値観で生きていると思われるのは不快だ。

　要と別れたら……といったことは文彦にも言われ不快な気分にはなったが、亜美の言葉には、それとは違う毒を感じる。

　彼女の言葉から染み出した毒気を払うように、アクセサリーをしまった鞄の表面を軽く叩く。

　そんな柚香の隣で、文彦がやれやれといった感じで本音を漏らす。

「あの二宮さんて、金持ちの典型って感じだな」

「金持ちの典型？」

　首をかしげる柚香に、文彦がうんざりした表情で言う。

「金を出す分口も出す。気難しいし、時間と金を持て余しているから、優柔不断に悩むことを楽しんで、なかなか話を進めてくれない」

　商談中は完璧な営業用スマイルを維持していた文彦だが、腹の中ではかなりの不満が溜まっていたようだ。

　ネクタイを軽く緩める文彦は、ストレス解消の如く毒を吐き続ける。

「金を持っていることが正義だって信じているから、無茶苦茶なこと言って人を振り回してもいいと思っているんだよ。どれだけワガママ言っても、こっちとしては、金払いの良いお客様は無下にもできないと知っているからな……」

　柚香に話すと言うより、独り言といった感じの口調で、文彦は「さっきのレストランのオーナーの態度からしても、なかなか骨が折れそうだ」と唸る。

　金持ちという存在に対してなかなか偏見があるようだが、仕事での体験がその偏見を培ったのなら、営業成績トップという位置を守るのも大変ということだ。

「面倒だから断る？」

　一縷の望みをかけて聞くが、文彦に「まさか」という感じの顔をされてしまった。

「不快な思いをした分は、売上で還元させてみせるさ」

　さすが営業成績トップ。毒を吐く分、逞しい思考回路の持ち主である。

　文彦はそれでいいのかもしれないけど、柚香としてはこの先亜美にどんな無理難題を押し付けられるかと考えると頭が痛い。

「……っ」

　これからのことを考えると、文彦には、自分と要と亜美の関係性について話しておいた方がいいだろうか。

　そう思い口を開こうとした時、文彦が不意に自分の胸を抑えた。そしてそのままスーツの胸ポケットからスマホを取り出し、通話を始める。

　どうやらバイブにしていたスマホに着信があったらしい。

　愛想よく歯切れのいい口調で言葉を交わした文彦は、柚香に視線を向けつつ通話を終える。

「……？」

　なにかあったかと視線で問いかける柚香に、文彦は納得のいかない様子で言う。

「さっきの二宮さんが、忘れたものがあるから戻って来て欲しいって。お前、なにか忘れたか？」

　自分の手荷物を軽く確認して柚香が首を横に振ると、文彦が肩をすくめて首筋を掻いた。

「だよな」と呟く文彦にも、心当たりがないのだろう。

「来るまで待っているって、言われたけど。……俺、この後、もう一件廻んなきゃいけないんだよな」

　迷惑そうに呟く文彦が、時間を確認して口角を下げる。

　まだ信頼関係のない相手なだけに、心当たりがなくとも無下にもできないのだろう。

「受け取りに行くだけなら、私が行ってくるよ。どうせ竹内さん一人で行くわけには行かないんだし」

　亜美が必ず女性を同伴させることを条件に出している以上、どのみち柚香も引き返さなければならない。

　正直に言えば亜美と顔を合わせるのは気が重いが、どうせこれは柚香を呼び出すための方便なのだから、この後の予定がある文彦を巻き込むのも危害引ける。

「悪いな、助かる」

　お礼を言う文彦に軽く手を上げ、柚香はちょうど滑り込んできた電車に乗り込むことなく改札口へと引き返していった。




　さっきのレストランに戻ると、事前にそのことを告げられていたのか、店の入り口でオーナーが待ちうけていた。

　亜美を待たせていることでなにか叱言でももらうのかと思ったが、やけに愛想よくさっきと同じ部屋まで柚香を案内してくれる。

　そんなオーナーの態度を怪訝に思いつつ二人で部屋に入ると、彼はなぜかご丁寧に席まで誘導し椅子を引いてくれる。おまけに、愛想よく柚香に飲み物の希望まで聞いてきた。

　すぐに帰るつもりなのでその必要はないと断っても、彼は「そんなこと言わずに……」と、やけに引き留めたがる。

　亜美はといえば、頬杖をついてこちらのやりとりを楽しそうに眺めているだけで、口を挟む気配はない。

　このしつこさは彼女の差し金だろうかと辟易しつつ、これ以上押し問答を繰り返すのも煩わしいので、仕方なくコーヒーを頼む。

「彼、いい人でしょ。権力ある人が大好きなの」

　柚香の希望を聞き出し揚々と退室するオーナーを見送り、自分の前に置かれたティーカップの縁を指でなぞる亜美が言う。

「なにか忘れたものがありましたか？」

　彼女の言葉を無視して問いかけると、亜美は軽く肩をすくめて笑う。その姿に柚香は嘆息する。

「そうだと思いました」

　帰り際、きちんと確認をしたのだから、忘れ物などあるはずがない。

　亜美からすれば些細な嫌がらせなのかもしれないけど、社に戻れば仕事が待っている身としては、ただただ迷惑でしかない。

「忘れ物がないようでしたら……」

　そう一礼して退室しようとする柚香を、亜美が引き留める。

「自分で頼んだんだから、コーヒーを飲んでから帰るのがマナーよ。それにクライアントの世間話に付き合うのも、仕事の内でしょ？」

　亜美の言葉に素直に従うのは癪だが、確かに頼んだコーヒーを飲まずに帰るのは店に失礼だ。

　柚香が不機嫌な視線を亜美に向けて黙り込んでいると、オーナーが頼んだ飲み物を持って戻ってきた。ご丁寧に注文した覚えのないデザートまで添えて、柚香の前にセットする。

　とてもお茶を楽しむ気分にはなれない。

　オーナーが退席した後もテーブルの上に並べられたものに手を着けることなく、両膝に手を置き姿勢よく座る柚香の姿に、亜美は喉の奥を鳴らして笑う。

「そんな怖い顔をしないで。私は、あなたと仲良くしたいと思っているのよ」

　流麗な動きで紅茶を飲み、目を細める亜美の唇は湿っていて艶っぽい。その表情には、彼女と対立的な立場にある柚香でも美しいと感じてしまうだけの魅力がある。

　同性の柚香でさえそう思ってしまうのだから、彼女に魅了されてしまう男性が多くいることにも納得がいく。だが柚香には、彼女と馴れ合うつもりはない。

「コーヒーだけいただいたら失礼します……ッ」

　カップに口を付けた柚香は、舌が火傷する感覚に弾かれるように唇を離した。

　アイスコーヒーにしなかったことを悔やむ柚香を、亜美がクスクスと笑う。

「取って食ったりしないから、味わって飲みなさいな。あなたのお給料じゃ、なかなかくることのできないお店なんだから」

　そこまで言って大きく目を見開く亜美は、芝居がかった動きで手をパンッと鳴らすと「でも今のあなたなら、要に頼めばいつでも来られるわね」と付け足す。

「そんなことを言うために嘘を吐いたんですか？」

　冷めた口調の柚香に、亜美はつまらないと息を吐いてから問いかける。

「あなたは、どうして自分がここにいるかわかる？　それに、どうしてクラアントの私に、そんな口がきけるのかしら？」

「ここにいるのも態度が悪いのも、暇人なクライアントに、忘れ物があると嘘を吐かれて呼び戻されたからです」

　苛立ちが抑えられず、皮肉を込めて返す柚香に、亜美は口角を上げてそうじゃないと首を振る。

「あなたがここにいるのは、私にお金と地位があるからよ。そしてあなたが、私にそんな生意気な態度を取れるのは、要という後ろ盾があるからよ」

「……」

　なにを言うのだと眉根を寄せる柚香にかまうことなく、亜美は続ける。

「連絡を受けた時『忘れ物なんてない』と、突っぱねることもできたはず。それなのに私が嘘を吐いているのを承知で、あなたは戻ってきた。その上、大っ嫌いな私とお茶を共にしている。……それを拒めないのは、私が大事なお客様になるからよね？　それでいて、そうやって生意気な態度を取れるのは、いざとなれば要を頼ればいいと思っているからでしょ」

「そんなこと……」

　言いがかりもいいところだ。そう言いたいのに、重い感情が喉につっかえて声が出せない。

　亜美はテーブルに両肘を乗せて手を組むと、そこに顎を預けて満足げに微笑む。

「お金の力って偉大でしょ？」

　自信に満ちた彼女の微笑みに、何故か背筋に悪寒が走った。

　つくづく自分とは異なる生き物だと納得し、柚香は手元のコーヒーへと険しい視線を向ける。

「話はそれだけでしょうか？」

　クライアント相手としてはかなり失礼な態度ではあるが、相手が相手なだけに、このくらい強く出ないとどこまで付き合わされるかわかったものではない。

　火傷覚悟でコーヒーを飲み干そうと意を決っしてカップを持ち上げる柚香に、亜美が言う。

「帰りたかったら帰って構わないけど、また忘れ物を取りに来いって電話をかけるわよ」

「……」

　──面倒くさい。

　その一言に尽きるのだけど、彼女の言うとおり仕事のクライアントである以上、仕事を口実に呼び出されれば、とりあえずはそれに応じなくてはならない。

　あまりに実のない呼び出しが続けば、さすがに文彦が切るかもしれないが、この店のオーナーの紹介である以上、なかなかその決断はできないだろう。

　それにあのオーナーの態度から察するに、亜美は飴と鞭の匙加減を間違えなさそうなので、文彦を黙らせるだけの仕事の受注はしてきそうだし。

「暇ですね」

　押し殺していたはずの本音が、ため息と共に思わず漏れてしまう。

　そんな柚香の嫌味を賛辞と受け取ったのか、亜美は「ええ」と誇らしげに口角を持ち上げる。

「働く必要もないから、時間を持て余しているの。だからいっぱい、あなたの仕事の邪魔をしてあげる」

　亜美は可愛らしく首をかたむけた。無駄に自分を美しく見せる所作を熟知しているだけに、その仕草が柚香の神経を逆撫でする。

「……」

　最初に会った時から、粘着質な性格をしてそうだとは思っていたが、非常識なワガママを通すだけの財産があるからなお面倒だ。

　どうやら火傷覚悟でコーヒーを飲み干しても、それで終わりとはならないらしい。わざと大袈裟にため息を吐いて、柚香はカップをソーサーに戻した。

　柚香の態度に、亜美は満足げに頷く。

「お茶に付き合ってくれたお礼に、私との縁の切り方を教えてあげましょうか？」

「……？」

　犬を躾けるような言い方は不快だが、彼女と縁を切るという言葉につい反応してしまうと、亜美の目が意味深に細まった。

「金と権力を持つ者に対抗するには、それ以上の権力者に頼ればいいのよ。あなたが要に泣き付けば、私なんてひとたまりもないもの」

「この依頼に関しては、他言無用なんじゃないんですか？」

「会社を辞めるなら、関係ないじゃない。仕事を辞めても要が生活を保障してくれるし、仕事なんか辞めて、私と遊ばない？」

　亜美は、辻褄の合わないことを楽しそうに話す。

　暗に自分との関わりを要に知らせるなと迫っておいて、今度は要を頼れとは……。

　その他諸々、話が矛盾している。

「要君に嫌がらせするために、こんなことをしているんですか？」

　亜美がなにを考えているのか理解できないけど、ようは柚香を介して要に嫌がらせをしたいのだろう。

　呆れる柚香に、亜美はゆるゆると首を横に振る。

「あら、私としては、母親として可愛い息子の愛の後押しをしているつもりよ。要はあなたに執着しているから、あなたが泣き付けば、王子様を気取ってすぐにでも助けてくれるわ。このことを知れば、私に圧力をかけてくるだろうし、望めばこの先も社会に出て嫌な思いをしないように、仕事を辞めさせて生活の保障もしてくれるわよ。……子供じみた恋愛ごっこには、わかりやすいヒール役がいた方が、王子様の存在が輝くってものでしょ」

　だからこの嫌がらせは要のためだと嘯くが、話が色々と破綻している。

「そんなふうに、彼を利用したりしません」

　有り余る権力があるからこそ、感情に任せて権力を振るうようなことをしたくない。そう話していた要を好きだと思うから、要の権力に頼るようなことをするわけがない。

　誇らしげに胸を張る柚香に、亜美が表情を豹変させる。

「要を利用しないと言うのなら、クライアントである私に対する態度を改めなさい」

「──っ！」

　ピシャリと放たれた亜美の言葉に息を呑む。認めるのは悔しいが、確かに相手が亜美でなければ、どれほど不快でも、クライアント相手にこんな態度を取ることはないだろう。

　そして心のどこかでは、いざとなれば要を頼れば何とかなると考えていた自分のあざとだを自覚させられてしまう。

　テーブルの上に乗せていた手をグッと握りしめる柚香に、亜美は訳知り顔で頷く。

「せっかく金も権力も持て余しているハイスペックな男を捕まえたんだから、有効活用しなさい。恋人の権力をカサにマウントを取るのは、高いアクセサリーを買わせるのと同じようなものよ。都合のいいとこだけ甘えて、綺麗事を言うのは、かえって醜いわよ」

　亜美は、自分の左手を頬に添えた。

　そうすることで、自分の手を彩る指輪や腕時計を主張させる。

「彼からの贈り物は……」

「高価なプレゼントに、心ときめいたでしょ？　それだけじゃなくて、日常生活の全てにおいて、要といることで最高級のサービスを堪能しているはずよ」

「彼を都合のいい道具のように利用するつもりはないです」

　その言葉に嘘はないのに、何故か声が震えてしまう。そんな柚香の言葉に、亜美は両手を軽く上げておどけてみせる。

「あら、驚いた。じゃあ、デート代とか割り勘にしているの？　プレゼントに関しても、それ相応のお返しをしているんだ」

「……」

「それともこれからは、要にあなたの生活レベルに合わせて粗末に生きろと命じる？　デートはファストファッションの服を着て、電車で移動して、食事は大衆的な店で。……あなたに熱を上げている要は、命じればそれを喜んで受け入れるわ。そして要の社会的地位を考えない傲慢なあなたは、そんな姿を世間に晒すことであの子がどれだけ恥をかくかなんて考えないのよね」

　酷い女だと柚香を非難するように、亜美は喉の奥を震わせて笑う。

　満足いくまで笑った亜美は、嬉しそうに目を細めて続ける。

「自分の都合を押し付けて満足するなんて、ずいぶん身勝手な女だけど、それはそれでいいんじゃない。執着と愛情の区別もつかない愚かな要は、喜んでそのおままごとに付き合ってくれるわよ。あなたのことが大好きだから、自分の世間体なんて気にしない。でもそれって、高いものを貢がせるのと、価値観としてどう違うのかしら？」

　下唇を強く噛む柚香に、亜美が底意地悪く微笑む。

「それにあなたが要を利用してもしなくても、どうせ月瀬の御曹司の恋人と知られれば、周囲が特別扱いしてくれるわ。……さっきのオーナーの態度を見ればわかるでしょ」

　そう言って亜美は、柚香の手元に視線を向ける。

　テーブルには、オーナーがサービスの品として配膳したデザートプレートがある。

　彼女の言葉で、オーナーの態度が変化した理由を理解した。

　それにアイアンハンドルを融通してくれた輸入業者の件も、よく考えればそういうことだ。

　散々手を尽くしても見つけられず、困り果てていたタイミングで紹介されたこともあり、心から要に感謝をしたし、職場の人も柚香に感謝してくれた。

　その思いを素直に伝えた時、要は親にお手伝いを誉められた子供のように得意げで、「これからももっと俺を頼って」と柚香に言ってくれた。

　その言葉を鵜呑みにして彼を頼ったら、自分はこの先どうなっていくのだろうか……。

　いつの間にか、身の丈に合わないものを与えられることに馴染んでいた自分の心にゾッとする。

「あの子と付き合うなら、今までの生き方を捨てる覚悟をしなさい」

　視線をテーブルに落として考え込んでいた柚香がその言葉に顔を上げると、亜美が真顔で言う。

「それが嫌なら、今のうちに別れなさい」

「……」

　これはなかなかの嫌がらせだ。

　これ以上彼女のペースに呑まれないよう、なにか言い返さなきゃいけない。そう思うのに、返す言葉が見つからない。

　薄く唇を開いて発するべき言葉を探していると、先に亜美が言葉を発した。

「意外に思うかもしれないけど、私はデザイナーを目指していたの」

「……？」

　不意に話が逸れた。

　怪訝な顔をする柚香に、なんともいえない表情を浮かべて亜美が言う。

「私には、夢を持つ権利がないとでも？　それとも、お金だけを愛している毒婦だとでも？」

　さすがに「はい」と頷くわけにはいかない。

「いえ……」

　言葉を濁す柚香に、亜美はスッと目を細め、遠くに視線を向けて言葉を紡ぐ。

「きっかけは、夢を叶えるための資金稼ぎだった。早くに親が離婚して貧乏で、ろくでもない親のせいで散々苦労した。そんな人生を逆転させるためにも、学校に通うお金が欲しくて借金して、それを返すためにも、夢を叶えるためにもお金が欲しくて水商売でアルバイトしていたつもりが、寂しさから悪い男にハマって気が付けば借金まみれ。自己破産するくらいじゃ許してもらえないようなところからもお金を借りていて、地獄に落ちるか死ぬしかないと思っていた矢先に月瀬に気に入られたの」

　そこまで語ると、亜美は柚香に視線を戻して「知ってる？」と問いかける。

「水商売って、これ以上ないくらい女がマウント取り合う世界だから、一人のお金持ちに入れ上げられると、それだけで魔法がかけられたみたいに世界が一変するの」

「……」

「それまでの私は、人気があるホステスでもなかったし、バカな男にいいように利用されていると陰で笑われていることも知っていた。それなのに突然世界が一変したんだから、私は舞い上がったわ。月瀬と一緒にいれば、欲しいものはなんでも手に入るし、どこに行っても特別待遇を受けることができる。それまで雑誌で見ることしかできなかったファッションブランドだって、店員が買ってくださいと私に媚を売ってくる。魔法をかけられたような時間を過ごした。私をバカにした奴をバカにし返して、欲しいもの全てを手に入れた気がしていた。……そしていつの間にか、もう戻れない場所にいたのよ」

　自慢話を聞かされていると思っていたのに、亜美の顔には、後悔の色が見え隠れしているように思えるのは何故だろう。

「それで、夢を叶えたんですか？」

　この話の終着点を確認する柚香に、亜美が皮肉っぽく笑う。

「そうね。月瀬の名があれば、仕事はもらえるし、高い評価を受けることもできたかも知れないわね。でもあなたはそれで、成功したと喜べる？」

　柚香が首を横に振ると、亜美はそれが答えだと頷く。

「大きな権力は、私みたいな庶民の人生を軽々と飲み込んでしまうのよ。その影響も考えず、執着心を満たすために、高価なものを貢いであなたの気を引こうとするあの子も、あなたを一人の人間としては見ていないのかもしれないわね」

　亜美の言葉が全て正しいとは思わない。

　要は、柚香を守り、全てを与えてくれると誓ってくれた。

　もし柚香が頼れば、要は喜んで助けてくれるだろう。

　それはなんの駆け引きもない、彼の愛情表現だと信じていた。柚香だって要を愛しているからこそ、彼のためにできることはなんでもしてあげたいと思う。

　だけど要が持っている力が絶大なだけに、柚香が彼のために動く場合と状況が違ってくる。

「……」

　目の前の亜美の姿が、さっきまでとは違って見えてしまう。

　権力に任せて傲慢な振る舞いをする女王様ではなく、帰る場所がわからなくなって途方に暮れる子供のようだ。

　そんな角度から彼女の傲慢な振る舞いの意味を考えると、彼女が自分の置かれている状況が理解できず癇癪を起こしている子供のように思えてしまう。

　亜美は要の父に、欲しいものを望むままに与えてもらえた気でいたのかもしれないけど、それは本当に彼女が欲したものだったのだろうか。

　欲しいものを望むままに与えてもらえる環境にあったからこそ、夢を叶えて称賛を受けたところで、それが実力によるものなのか、月瀬の名の恩恵なのかわからなくなる。

　そんな立場で夢を叶えようと奮闘しても、視界に薄いベールをかけたような朧げな眼差しで世界を眺めることとなり、生きている実感が持てないことだろう。

　どう言葉をかければいいかわからず見つめていると、亜美がゆっくりと口角を持ち上げる。まるで「あなたもこうなるのよ」と見せつけているようだ。

「残念ながら彼に関わった以上、あなたの人生は、月瀬の名前に絡め取られていくのよ。どうせ媚びへつらわれて、一人の人間としてではなく月瀬に取り入るための道具としてしか見てもらえない。そうやって向こうがこちらを人間扱いしてくれないのなら、こっちだって権力を活用して傲慢に楽しみなさい。……そんな生き方が嫌なら、早めに別れなさい」

「別れたり……」

　しない。と、断言できない。それは、ありのままの自分では、いつか要の重荷になってしまうような気がするからだ。

「自分らしい人生を歩みたいのなら、月瀬の家からは離れるべきよ。そういう意味では、あなたのお母様の判断は賢明だったわ」

　こうなる前に。と、亜美は自分の頬に指を添えて軽く顎を上げた。

　これは亜美の罠だろうか……。

　言葉巧みに柚香の動揺を誘い、要と別れさせようとしているのかもしれないが、自分の母が月瀬の家から逃げたからこそ、亜美の発言を一笑に付すことができない。

　要と再会してから、世界が目まぐるしく変化していて、思考が追いつかない。

「……話はそれだけですか？」

　しばらく亜美への反論の言葉を探していた柚香だが、自分がなにを言いたいのかわからない。せめてもの牽制に、自分は動揺していないと示すために冷めた声で問いかけると、亜美はこれで話は終わりと手をひらひらさせた。

　引き止めないのなら話すことはないと、柚香は無理やりコーヒーを飲み干して席を立った。

　そのまま店を出ようとした柚香を追いかけてきたオーナーが、ぜひ食べて欲しいとお土産を持たせてきた。

　そして「ぜひ次回はデートで遊びにきて欲しい」と言い添えるオーナーに、こんなものはいらないと紙袋を突き返したい衝動に駆られたが、彼は会社の大事なお客さまだし、自分が感情任せに振る舞うことで要の評判を下げるわけにもいかないのでどうにかそれを堪え、何割引かの金額でお土産の品を買い取る形で話をつけて店を後にした。

　亜美の言葉が粘着質な毒となり、柚香の心を重くする。

　この店に向かうときは要への愛情を再認識し、文彦との新しい距離感も掴めた気がして嬉しかったのに、今は自分の四肢にどうしようもなく厄介なしがらみが巻き付いているようで苦しい。

　それでも自分のためにも要のためにも歩みを止めるわけにはいかないと、柚香は気持ちを奮い立たせて駅へと向かった。
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　成田空港のムービングサイドウォークに立ち、引いていたキャリーバッグから手を離した要は、スーツの内ポケットからスマホを取り出しメッセージを確認する。

　画面に表示される柚香の名前を目にしただけで、長いフライトの疲れも吹き飛ぶ自分は、どうしようもなく彼女に夢中なのだろう。

　長年、恋焦がれているのに触れることの叶わなかった柚香と、今は繋がっている。

　それこそ長旅の終着点に辿り着けたような充足した思いで指を動かす要は、画面に表示された柚香からのメッセージの素っ気なさに小さく唸る。

　やっと帰国したので早速一緒に食事でもと誘ったが、柚香から仕事が忙しいので無理だと返されてしまった。

　仕事なので仕方ないのだが、長年の恋心を成就させた自分は、満たされるどころか貪欲になる一方で、彼女を求める心を抑えられない。

　──結婚を申し込むのは、さすがに性急すぎるだろうか……。

　要としては、二十年以上の時間をかけて成就させた恋なので、遅すぎるくらいのプロポーズなのだが、柚香の方からすれば話が違うだろう。

　そうは思うのだけど、会社に柚香の元恋人がいるせいもあり、焦る気持ちが抑えられない。

　とはいえ、素直に不安を口にして、彼女に子供っぽいと思われてしまうのはごめんだ。

　──仕事頑張って。助けられることあれば、なんでも言って……。

　子供っぽい嫉妬心を隠すべく、余裕があるように装って柚香にメッセージを送る。

　この前、家具部材を取り扱う輸入雑貨店を紹介したところ、すごく喜んでもらえたので、求めてさえもらえればいつでも力を貸したい。

　そうやって彼女の日常に、自分の存在を刻んでいければ、この不安も少しは解消できるのだろうか。

「手に入れたら、それで安心できると思っていたのにな……」

　これまでずっと、柚香に男性として認めてもらえるよう出会いから始めれば、自分の願いは叶うのだと思っていた。

　だけどいざその願いが叶うと、今度は彼女が自分から離れていくことが怖くなる。

　その不安を打ち消すにはなにが必要なのだろうか……。

　そっとため息を漏らす要は、スマホを内ポケットにしまいキャリーバッグを持ち直した。
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　オフィスの休憩スペースの長椅子でスマホを操作していた柚香は、指の動きを止めて深いため息を漏らした。

「どうしたの？」

　そう言いながら、菜穂子がミルクティーのペットボトルを差し出す。

「ありがとう」

　お礼を言ってそれを受けとる柚香に、菜穂子が「こちらこそ」と返して、柚香の隣に腰掛けた。

　そして自分のために買った炭酸を一口飲んでホッと息を漏らす。

　工場から菜穂子が輸入の手配をしたアルダー材にクラックがあるとの報告を受け、朝からその後始末に追われていた。

　柚香もそれを手伝ったので、対応が一区切りついたこのタイミングでお礼にお茶をご馳走してくれたのだ。

「新しい木材の手配ができてよかったね」

　そう返す柚香は、自分と菜穂子の間にスマホを置いて、ペットボトルのキャップを捻る。

　安堵する菜穂子の息遣いを感じつつペットボトルを口に運ぶ。そんな柚香の傍らで、スマホが軽やかな音を立てた。

「月瀬さんから？」

　スマホを取り出す柚香に、菜穂子が聞く。

「うん。帰国したから……」

　要から食事に誘われたが、仕事を理由にそれを断った。それに対して、要から「仕事頑張って。助けられることがあれば、なんでも言って」と返ってきた。

　互いに仕事を持つ大人のカップルとして、ごく自然なやり取りだ。

　それなのについため息が漏れてしまう。

「なに、ケンカでもしたの？」

　その問いに、柚香は首を横に振る。

「ケンカはしてないよ。今夜の食事の誘いを断ったら『仕事頑張って』って返ってきただけ」

「そう。よかったね」

　柚香の言葉に、菜穂子は笑う。そして炭酸を一口飲んでから「ん？」と、首をかしげて言う。

「私の件ならあらかた片付いたし、そんな顔するくらいなら、今からでも連絡して食事に行けばいいんじゃない？」

　そんなこと言われる自分は、どんな顔をしているのだろう。軽く頬を摘みつつ、柚香は首を横に振る。

「んん……今日はいいかな。服装とかメイクとか」

「ああ。下着とか？　乙女だね」

　茶化してくる菜穂子に、肩をすくめて返しておく。

　確かに要に会うなら、あまり油断した格好じゃない方がいいという気持ちもある。でも今日の誘いを断ったのは、そういう問題だけではない。

　亜美の言葉が引っかかり、なんとなく要に会う気になれないのだ。

　──助けられることがあれば、なんでも言って……。

　ミルクティーを飲みながら、柚香は要からのメッセージを心でなぞる。

　もし柚香が今日の菜穂子のようなトラブルに見舞われ、自分一人で対応しきれなかった場合、要に頼れば彼は持てる力をフル活用して柚香を助けてくれるだろう。

　今日だって、木材の手配がどうにもならなかった際には、要に相談しようかという思いが一瞬頭を掠めたのも事実だ。

　実際に、深く考えずに一度は彼の力を借りたこともあるが、今となってはそれが間違ったことのように思う。

　世間一般の恋人同士でも、自分の得意分野を活かしてパートナーをフォローすることはあるだろうけど、要が持つ権力が絶大なだけに、その匙加減が難しい。

　柚香としては、一方的に与えられる存在になるのではなく、自分も彼を助けられる存在になりたいと思う。では実際になにができるのかと問われれば、返す言葉を持ち合わせていない。

　愛情ではなく執着。大きな権力は、庶民の人生を軽々と飲み込んでしまう。──そんな亜美の言葉が、白い真綿に泥水が染み込んでいくように柚香の心を重くする。

　自分の生き方を維持しつつ、要とも付き合っていくためにどうすればいいか、柚香なりの考えをまとめるまで少し時間がほしい。

「難しいよね」

　そう零しミルクティーを飲む柚香は、ふとメッセージアプリでなくメールの方に着信があることに気付いた。

　今時メッセージアプリではなく、古くから使っているメールアドレスの方に連絡が入るのは珍しい。

　通知メールは他のアドレスにいくようにしてあるので、このアドレスに連絡をよこすのはごく近しい人に限られている。

　軽く首を傾げつつメールボックスを開いた柚香は、発信者の名前にそっとため息を漏らしつつメールを開き、そこに綴られている文言に小さく目を見開いた。
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　柚香に避けられている。

　要がそう確信したのは、帰国して十日ほど過ぎた頃だった。

　自分専用のオフィスの執務机で柚香からのメッセージを確認した要は、椅子の背もたれに体を預けて大きくため息を漏らす。

　人間工学に基づいてデザインされた椅子は、軋むことなく要の体を受け止めてくれる。

　その心地よさに体を預けて記憶を辿れば、出張から戻ってきてから幾度となく食事に誘っているのだが、ことごとく彼女に断られているではないか。

　最初はただ単純に仕事が忙しいのだと思っていたが、さすがにこれは違う。

　今日も、明日は土曜日なので少しでも会えないかと誘ったのだが、実家に行く用があるとのことで素気無く断られてしまったが、実家と疎遠になっている彼女が実家に帰るとは思えない。

　そんな見えすいた嘘をついてまで断られるようなことを、自分はなにかしたのだろうか。

　画面をスクロールさせて二人のやり取りを辿っても、彼女を不快にさせるような言葉を発した形跡はない。

　それなのに急に距離を取られることに混乱してしまう。

　柚香に拒絶されていると感じるだけで、世界から色彩が抜け落ちて味気ないものへと変貌していく。

「……っ」

　意味なく画面をスクロールさせていた要は、ため息を漏らすとスマホをデスクに投げ出した。その代わりに、デスクに重ねられていた書類を手に取る。

　そこには、クリスマスシーズンに向けて販売開始をした清涼飲料水の戦略とその売り上げ速報が纏められている。ハイブランドの代表格と言っても過言ではない海外の有名アパレルブランドとコラボした斬新なデザインボトルの初動販売実績はまずまずのようだ。

　近く話題作りのために、両社の社長と先方のデザイナーを交えた座談会形式の会見が予定されている。

　書類に添付されていたイベント時に記者から出される予定の質問を確認して、要は苦く笑う。

　この企画を成功させるために、要自身かなり積極的に働きかけをしてきたし、それなりの苦労もあった。でも会見ではそんなことには触れず、若く容姿端麗な自分が、この飲料水を誰と飲みたいか、クリスマスの予定はといったプライベートな質問が多く並ぶ。

　コラボ先がファッションブランドのため経済誌ではなくファッション誌の質問を優先させているせいもあるのだろうけど、どうにも自分は、この手の質問を受けることが多い。

　年齢に見合わない地位と引き換えに、客寄せパンダのような扱いを受けることには慣れているし、権利には義務が生じるもので、月瀬の家に生まれ過分な財産と権力を与えられている以上、社員の暮らしを守るために自分ができることは返していくつもりだが、今はやたらと気分が滅入る。

　深くため息を吐きつつ質問内容を確認していると、扉の向こうで人が言い争うような気配を感じた。

　何事かと意識をそちらに向けると、どうやら秘書の宮野が誰かを諌めているようだ。

　耳を澄ますと、宮野の話す相手が女性であることがわかる。扉越しではっきり聞き取れなくとも、要にはそれで来訪者が誰なのか察しがつく。

　煩わしいとため息を吐いた瞬間、勢いよく扉が開き、そのまま亜美が部屋に入ってきた。

「お邪魔するわよ」

　我が物顔で社長室に足を踏み込む亜美は、断りもなくそのままソファーに腰掛ける。

　一足遅れで部屋に入ってきた宮野が、オロオロと要と亜美を見比べているので、要は気にしなくていいと手で合図しておく。

　一応とはいえ、社長の義理の母を名乗れる立場だ。社員が邪険に扱うことができないのをいいことに、受付などでもこの調子で突破してきたのだろう。

　恐縮しきる宮野に、亜美は「私、紅茶派だから」と、勝手に飲み物を注文する。

　宮野が視線でこちらに指示を求めてくるので、要は仕方なく頷いておく。

　深々と頭を下げて宮野が退室すると、要はため息混じりに問いかける。

「なんのご用でしょうか？　別荘の件でしたら、不備なく手続は完了したと聞いていますが」

　心底嫌そうな顔をする要に、亜美はソファーの片方の肘掛けに身を乗り出すようにして話しかけてくる。

「あの別荘をリフォームしようと思っているの。家具も全部入れ替えるつもりよ」

「もうあなたのものですから、好きにしてください」

「完成したらパーティーを開くから、あなたも来るといいわ」

「遠慮します」

　自分が行くわけない。──要は嫌そうに顔を顰めた。

　そんな話のために会社に押しかけてきたのかと呆れる要に、亜美が癖のある微笑みを浮かべて付け足す。

「あら、いいの？　あなたの大好きな柚香ちゃんも出席させるのに」

「──っ！」

　不意打ちで出てきた名前に、思わず反応を示してしまう。すると亜美は、その顔が見たかったのだと言いたげに薄く笑う。

　でもその表情に、冷静さを取り戻した要がくだらないと息を吐く。

「彼女が出席するわけがないでしょ」

　柚香が亜美の招待に応じるわけがないし、そもそも二人には接点がない。訳のわからない嘘はやめてほしいと、冷めた吐息を漏らす要に、亜美が唇に指を添えて得意げに返す。

「するわ。だって私と彼女はお友達ですもの。その証拠に、今日も彼女とお茶をしてきたの」

「……」

　あり得ない話だが、やけに自信に満ちた亜美の態度が気に掛かる。

　無表情にその言葉の真意を押しはかろうとする要に、亜美が言葉を重ねてきた。

「そういえば彼女、あなたが買ってあげた指輪とネックレスを最近は使ってないって知っているかしら？」

　自分が柚香にそれらの品を贈ったことを、亜美が知っていることに驚く。

　亜美は得意気に、要が柚香に贈ったジュエリーブランドの名前を口にする。

「金の力で、彼女になにかしましたか？」

　率先して人を傷つけたいとは思わないが、柚香を傷付けるのであれば許してはおけない。

　返答によっては本気で潰すまで──目をすがめ、相手の出方を待つ要に、亜美が挑戦的な笑みを浮かべる。

「それは自分の経験からくる意見かしら？　最初は、金の力で彼女を後見人にしたんですものね。そうやって金と権力で築いた関係だから、簡単に壊れるんじゃないかと心配になるのよね」

「いい加減に……」

「自分の金と権力しか信用していないから、他を信用できない。父親にそっくりね」

　要の言葉を遮るようにして、亜美が言葉を重ねてくる。そしてそのままの勢いで続ける。

「そんなんだから、彼女に避けられるようになるのよ」

　どうしてそれを知っている。

　驚きを隠せない要に、亜美は顎のラインを指でなぞって笑う。

「私は、来週も彼女とお茶を飲む約束をしているわ。なんならあなたも呼んであげましょうか？」

　亜美は立ち上がり、社長室を出て行こうとする。

「彼女になにかするのであれば、本気で潰しますよ」

　高圧的に投げかける要の言葉に、亜美が振り返る。

「お金の力で手に入らないものがある。それを教えてあげるのは、母親としての愛情よ」

「あなたを母親だと思ったことはありません」

　冷めた声で返すと、亜美は「あなたは、そういう子よね」と冷めた声で返して扉を開ける。

　ちょうど紅茶を運んできた宮野が鉢合わせしたことに驚き目を見開くが、亜美は無言でトレイに乗せられた紅茶を一口飲むと不味いと言いたげに顔を顰めてカップを戻した。

　そして今度こそ社長室を出ていく。

　トレイを抱えたまま視線を右往左往させる宮野に、手の動きで指示して退室させる。

　そして静寂を取り戻したオフィスで、先ほどの亜美の言葉を思い返す。

　亜美の口調がやけに確信めいていて、あてずっぽうに話しているとは思えない。

　やっと手に入れたはずの柚香という存在が、自分の手の中からするりと抜け落ちていくような焦燥感に駆られ、要はグッと拳を握り締めそれを額に押し付け考えを巡らせた。
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　土曜日の夕方、柚香は重い足取りで一人暮らしをするアパートへと歩く。

　十一月に入ってから、日暮れが一気に早くなった気がする。

　ため息を漏らして空を見上げれば、宵闇に月が浮かんでいるのが見えた。

　澄んだ空に浮かぶ月に気を取られていると、足元から冷気が込み上げてきて、心身ともに温度が下がっていく。

　自分に染み込んでくる不快な空気を振り払うように、柚香は首を振ると家路を急いだ。

　気持ちが落ちていると自然と視線も下がるのか、アパートの前に辿り着くまでそこに停まっている車の存在に気づかなかった。

　バタンッと、車の扉が開閉する音に視線を上げると、見覚えのある車から背の高い人影が降りてくるのが見えた。

「要君、……どうして？」

　街灯の明かりに浮かび上がるその人の姿に、柚香は一呼吸置いて驚きの声を漏らした。

「話がしたくて、柚香のこと待っていたんだよ」

　驚く柚香に早足で駆け寄ってきた要が、そのままの勢いで左手首を掴む。

　思いのほか強く掴まれたことに戸惑いつつ顔を上げると、要は掴んだ柚香の手に視線を落として悲し気に眉根を寄せた。

「俺のこと、嫌いになった？」

　苦し気なその声で、なんの装飾品も着けていない自分の手が、要を傷つけてしまったのだと柚香にもわかった。

　捨てられた子供のように心細そうな顔をする彼が愛おしくて、手放せるはずがないのだと思い知る。

　──なんだ……。

　要を見上げる柚香は、今後の要との関係についてあれこれ悩んでいた自分が急にバカらしく感じられた。

　あれこれ考えるまでもなく、視線を重ねただけでこんなに愛おしく思える人を、手放せるはずがない。

　柚香が彼を愛せるまで、何度でも出会いにきてくれた要を愛おしく思うのであれば、自分も彼の愛情を正しい形で受け止められるようになるまで何度でも変わっていけばいいだけだ。

「不安にさせてごめんね」

　優しい声で詫びる柚香が、右手を要の頬に添える。

　柚香の手の感触に要の緊張が解れ、左手を掴んでいた手の力も緩んだので、柚香は左手も使って彼の両頬を包み込む。

　家路へと歩く間に体温が奪われた指に、要の頬は温かいし、自分よりかなり背の高い彼の頬に手を添えると、自然と視線が上を向く。

　さっきまであれこれ考え、俯き、足元しか見えていなかった視界に、月の光に照らされた要の顔が映る。

　要こそ、柚香の人生を照らしてくれる月のような存在だ。

　子供の頃、ソラが死んで途方に暮れていた柚香を動かしてくれたのも要だった。

　母の死後、後見人として彼と近しく接することで孤独を感じずに過ごすことができたし、文彦との別れを軽やかな思いで乗り越えることができたのも、要のおかげだ。

　要の存在が、ずっと柚香の人生を明るい方に導いてくれる。そんな彼を失ったら、自分はきっと途方にくれてしまうだろう。

　そう納得すると不意に、あの日、自分の過去について語った亜美の姿を思い出す。

　権力に任せて傲慢な振る舞いをする女王様ではなく、帰る場所がわからなくなって途方に暮れる子供のような亜美の姿は、柚香の心を切なくした。

　これまでとは違う意味で、彼女のようになりたくないと思ってしまう。

　自分の考えを纏めるために大きく深呼吸をして、柚香は要を見上げた。

「要君に話したいことがいっぱいあるの。聞いてくれる？」

　柚香がそう問いかけると、要は首を横に動かし、頬を包む柚香の手のひらに口付けをする。

　そして柚香の右手を取ると、その手の甲に口付けをして頷く。

「もちろん」

　そのために自分は存在しているのだと、眼差しで語る要は、少しだけ泣き出しそうだ。そんな彼から伝わる体温が、柚香の心にまで染みてくる。




　とりあえず落ち着いて話そうと、要を自分の部屋に招き入れた。

　柚香が一人暮らしをする１ＤＫの部屋はあまり人を招き入れることを想定せず家具を配置しているので、他に落ち着いて腰を据える場所もなく、二人掛けのソファーに並んで腰を落ち着かせる形になった。

　そうやって二人並んで腰掛けて、柚香は、まず今日の外出の理由を告げる。

「父が離婚することになって、少し家庭がごたついていたの」

　長い脚を窮屈そうにして座る要は、柚香の言葉に驚きの表情を見せた。

「要君が帰国した日に、父の再婚相手からメールが届いて、そのことを告げられたの」

　早世した母を慕う気持ちもあったし、多感な年齢の再婚ということもあり、義母とは微妙な距離感があった。それでも別段、険悪な関係ということもなく、家族としての情は互いに持っているつもりだった。

　だから義母に離婚する前に一度会いたいと言われれば、なにを置いてでも会いたいと思う。

　そうやって会いに行った義母は、柚香が知っている彼女より幾分痩せて、白髪と皺が目につくようになっていた。

　そんな歳で離婚を覚悟した彼女に、その理由を聞くと「あなたのお父さんは、今でもあなたのお母さんのことを一番に愛しているから」「家族にはなりきれなかったから」と、返された。

　父には、義母より母を愛していて欲しい。そう願っていたはずなのに、その言葉に泣きたいほどの息苦しさを感じたのは、わだかまりがあったとはいえ、それなりの親しみの情が互いにあったからだろう。

　そしてそんな事情で久しぶりの里帰りをするのに、高価すぎる装飾品をつけていくことが躊躇われたので指輪やネックレスは外していたのだ。

「すごく親しかったわけじゃないのに、もう家族じゃなくなると思うと寂しくなるんだから、人間の感情って奇妙だよね」

　柚香の肩を、要がポンッと叩く。

　その手の温もりに、柚香はそっと息を吐く。

　要の父親は離婚と再婚を繰り返してきたというが、幼い頃の彼も、こんな思いをしていたのだろうか。

　子供の頃の彼を思い、もっと早くに彼の心に寄り添えたらよかったのに。そんなことを思っていると、肩に触れていた要の手が柚香の頬に移動していく。

「……それが、俺を避けていた理由？　それとも俺の家族だった人に、なにか言われた？」

　要の言葉に、柚香はああと納得して頷く。

　亜美は、仕事を理由に柚香の言葉を封じておいて、自分は要に会いにいって色々話したのだろう。

「あの人に、なにを言われた？」

　そう問いかける要は、ひどく不安げで頼りない。

　普段の彼は、精悍な顔立ちをしていて、とても自分の二歳年下には見えない。昔は明確な年の差を感じられた彼は、平等に流れているはずの時間の流れの中で柚香を追い越してしまったようだ。きっと彼には、そうならざるを得ない背景があったのだろう。

　人間には、そうならざるを得ない背景というものがあるのだとしみじみ理解する。

　そしてそれは、急に老いて感じた義母や、亜美にも言えることなのだろう。

「亜美さんとは、たいしたことは話してないよ。少なくとも、要君を嫌いになるような話は聞いてない。ただ、少し考える時間が欲しくなったのも事実だよ」

「それなら、そう言ってくれればよかったのに。柚香を待つことは得意なんだから」

　嫌われていないと理解した途端表情が解れる要が、おどけた台詞を口にした。

　その変わり身の早さに、つい笑ってしまうが、微かに震える声に、彼にとって自分の存在がそれほどに大きなものなのだと理解する。

　それを嬉しく思うのは、柚香にとっても要の存在が大きなものとなっているからだ。

　心から愛する人に愛してもらえる。その幸福を守るためにも、亜美の言葉に自分の生き方を左右させてはいけない。

　あの日、自分のようになるなと囁く亜美は、柚香のこの先を案じてくれているようにも、悪巧みをしているようにも見えた。

　──多分、どちらも正解なのだろうな。

　亜美が語った言葉に嘘はなく、彼女は自分の経験から見えている世界をそのまま柚香に伝えただけだ。

　あの日から今日まで、柚香なりに亜美の言葉の真意について考え抜いた結果、その答えに行き着いた。

「要君、幼い兄妹が幸せの青い鳥を探す童話を知っている？」

　真面目な顔でそう問いかけると、要はキョトンとした表情を見せる。それでもすぐに思考が追いついたのか、軽く頷いた。

「幸せの青い鳥を探しに旅に出た兄妹が、最後に身近な場所に幸せがあるのだと気付く。……といった話だよな」

　おぼろげな記憶を辿りながら要が言う。

「うん。子供の頃、母も私もその童話が好きで、よく読み聞かせをしてもらっていたの。小鳥に『ソラ』って名前をつけたのもそれが理由」

「お金に目がくらむことなく、正しい道を選んだ柚香のお母さんらしいね」

　悲しげに視線を落とす要の表情からすると、彼は柚香が、互いに自分の身の丈に合った場所で幸せを探すべきだと言い出すのではないかと心配しているのかもしれない。

　だけど柚香が話したいのは、そういうことじゃないのだ。

　幸せの青い鳥──要と再会した日、酔った自分はソラを飼い始めた日の夢を見た。

　帰ることのできない幸福な時間、母は青い鳥を探す本当の価値を自分に教えてくれたのだ。

　どうして、青い鳥を見つけたら幸せになれるのか知りたい──そう問いかけ、小鳥コーナーへと自分を誘導していった母は、幼い柚香にこう教えてくれたのだ。

　本当は鳥が何色かなんて関係ない。幸せになるのに必要なのは、同じ価値観で幸せを探してくれる人に出会えることだと。

　一言で青い鳥といっても、青い翼を持つ鳥は数多ある。その中でこの青こそ、自分が求める幸せの色だと共感してくれる人がそばにいてくれることが幸せに生きる秘訣なのだ。

　母は幼い柚香に、そう教えてくれた。

「愛情を形にできないメリットもあると、愛情は二人の間にだけある宝物だって教えてくれた要君が、私は好きだよ」

　そう思える人に出会えたのだから、この先どれだけの苦労が待っていようとも、この手を離せるわけがないのだ。

「……っ！」

　柚香のその言葉に驚いた要が、弾かれたように二人の間に距離を取った。

　驚き目を瞬かせる要は、いつもの彼よりも幼く見える。

　そんな要の姿に、つい悪戯心が働いてしまう。

　柚香は腰を軽く浮かせて自分の方から要の顔を引き寄せ、そっと唇を重ねる。

「……痛ッ」

　唇を重ねた柚香に唇を甘噛みされて、要が小さく肩を跳ねさせた。

　散々自分を翻弄させてきた要の戸惑う顔は、なかなかに可愛い。

　新しいページをめくっていくように、まだ柚香が知らない彼の顔をどんどん見つけていきたいと思う。

　ちょっとした意地悪をしてしまった自覚はあるので、「私を疑った罰だよ」と言い訳しておく。そして先ほど噛んだ場所に、そっと口付けをして告げる。

「私も要君が好きだよ。その気持ちを疑わないで」

　噛んだ唇を指で撫でながら柚香が言うと、要がその手を取り甲に口付けをする。

「うん。柚香なしで、俺は生きていけない」

　すがるように愛の言葉を口にする要に、愛おしさが込み上げてくる。

「私もだよ。もう要君のいない人生なんて想像できない」

　柚香の言葉に、要はホッと息を吐く。

　そしてどちらからともなく、唇を重ねた。

　唇を重ね、互いの呼吸を直に感じ合う。

　お互いの存在を確かめるような口付けを交わしていた要の唇が、柚香の唇を離れて首筋へと移動していく。

　唾液で湿った唇が首筋に触れると、くすぐったさに思わず首をすくめて身を引こうとするけど、要の腕が腰をとらえているので逃げることができない。

　要はそのまま柚香の首筋へと唇を滑らせていく。

　ぬるりと唾液を含んだ彼の唇が移動していく感触に、柚香は自分の肌が甘く痺れていくのを感じた。

「要君……」

　首筋を撫でる唇の動きに、彼の求めることを察した柚香は、要の胸を押して抗議する。

　でも要は意に介する様子もなく、貪欲に柚香の肌を刺激していく。

　そのもどかしい痺れに、柚香が腰をくねらせると、それを咎めるように要が首筋の柔肌を甘噛みしてくる。

「柚香の肌を味わいたい。……お願い」

　顔を寄せて甘い声で囁かれると、それだけで抵抗心が削がれてしまう。

　こういう時だけ、遠慮なく年下感を出して甘えるのはなかなかにずるい。

「その言い方、ずるい」

　そう詰っても、要は逆に得意気な表情を見せるだけだ。

　彼の様々な表情を見せてほしいとは思ったけど、こういう場で、魅力的な表情をされると対応に困ってしまう。

「シャワー浴びさせて」

　柚香だって、本気で彼を拒むつもりはない。ただ、いくら汗をかく季節ではないとはいえ、一日過ごした肌はそれなりに汚れているだろう。そんな状態で彼と肌を重ねるのが、女性として純粋に恥ずかしいのだ。

　でも要は、そんな柚香の願いを聞き入れてくれる気配はない。

「大丈夫。柚香の肌、すごく甘い匂いがしてるから」

「嘘よ……」

　即座にそう返した柚香は、彼の胸を軽く押して抗議するけど要は首を横に振る。

「待てない。先に挑発したのは柚香だよ」

　そう言って要は、背中に回している腕を前へと移動させた。

　薄い秋物のニットの上から彼に胸を揉まれ、柚香は恥ずかしそうに視線を落とした。

「要君……」

　柔らかな胸の膨らみに要の指が食い込むと、それだけで体が緊張してしまう。

　そんな柚香の緊張を味わうように、唇を肌に這わせていく。

「愛してる」

　囁く要は、それこそ甘い果実を味わうように柚香の肌に舌を這わせる。

「駄目だってっ」

　こんな場所でという羞恥心と、このまま彼との行為に溺れてしまいたいという欲望が柚香の中でせめぎ合う。

　要は、片手で柚香の胸を揉みしだきながら、もう一方の手で柚香の髪を掻き抱く。

　そして首筋を愛撫していた唇を離し、柚香の耳元に顔を寄せて「お願い」と甘えてくる。

　男性としての熱を滲ませた彼の声が、際どいバランスで均衡を保っていた柚香の感情を欲望に傾かせてしまう。

「いいだろ？」

　確認するように問い掛け、要はセーターの中へと手を進入させてくる。

　ヒヤリとした要の手の感触に、柚香の肌が粟立つ。

　その感触に柚香が体を跳ねさせた隙に、要の手がブラジャー越しに胸の膨らみに触れる。

「冷たいッ」

　ブラジャーからはみ出た要の指が柔らかな肌に触れ、思わず声を漏らす。

　そんな柚香の腰を引き寄せて、要が囁く。

「じゃあ、柚香の熱で温めて」

　どこか甘えるような要の声。その声が、柚香の心を甘く擽る。

「ずるい……」

　こういう時だけ年下ぶって甘えを見せる彼が、憎らしいのに愛おしい。

　困り顔で息を吐きつつ、柚香が要の背中に腕を回すと、それを承諾の合図と受け取った要の手が柚香の胸を揉みしだく。

　柔らかな胸の感触を楽しむように、優しく、強く指を胸に沈めてくる。

　そうしながら柚香の耳元に顔を寄せて優しく囁く。

「柚香が俺をずるくさせる」

「えっ？」

　意味がわからないと見上げる柚香の顔を覗き込むと、要が返す。

「気が狂いそうなほど、柚香が欲しくてしょうがないんだ」

　そのためになら、あざとく甘えるのもありだと、彼は茶目っ気のある表情でウインクする。

　そして要のその読み通り、柚香は自分に甘えてくる要を拒めないのだ。

　柚香の心を見透かしている要は、手の動きを大胆にしていく。

　ブラジャー越しに触れていた手が、一度背後にまわり、ブラジャーのホックに触れる。

　ホックが外されると、解放感を覚えると共に、胸が重力に従いわずかに下がる。その乳房を、前に戻ってきた彼の手が掬い上げた。

　そっと胸を掬い上げた要の手が離れると、微かに胸が弾む。その動きを数回繰り返した要の手が、柚香の胸の尖りを指で挟んだ。

「……ぁッ」

「柚香、感じてる」

　いつの間にか硬くなっていたその部分を指で摘まれ、柚香が甘い声を漏らすと、再び胸の膨らみに指を食い込ませながら要が言う。

「だって……」

　なんだかんだ言っても、自分は要が好きなのだ。

　いろいろな障害があったとしても、彼と離れるなんて考えられない。そんな自分の思いを自覚した直後なだけに、彼に触れられる喜びを抑えられない。

「嬉しいよ」

　柚香の体の反応を味わうように手を動かしながら要が言う。

　ひとしきり胸の膨らみの弾力を楽しんだ彼の手が、ゆるゆるとした動きで柚香の体のラインをなぞっていく。

　いつの間にか柚香の体温で温められた要の手は、肌に馴染む。

　彼の手の感触を心地よく思っていると、そのまま柚香のニットをたくしあげていく。

　若干乱暴にニットを引き上げられると、インナーやブラジャーも一気に脱がされてしまう。

　まだ温まりきっていない室温を肌で感じ、気恥ずかしさも手伝って、柚香は体をよじってソファーに身を預けた。

「逃げないで」

　ソファーの肘掛けにしがみつくようにして体を隠す柚香にそう囁きながら、要が背中に口づけをする。

　彼の湿った唇の感触を背中で感じると、それだけで体の奥にツキンとした痛みが走る。

　ピクンッと微かに跳ねる反応を見逃さない要は、薄く唇を開き舌で柚香の肌を刺激していく。

「あ……っ」

　ぬるりとした唾液を纏った舌に肌を撫でられ、柚香の口から甘い吐息が漏れた。

　唾液に濡れた要の舌が、ねっとりと肩甲骨から首筋へと異動していく。

　その度に体が震え、熱い息を漏らしてしまう。そんな柚香の反応を要が楽しんでいるのが、肌に触れる吐息で感じる。

「柚香の声、もっと聞かせて。それに、感じてる柚香の顔も見せてよ」

　先ほどと同じように、要が甘い声でねだってくる。

「意地悪」

　そうなじってみたところで、発する声はすでに淫靡な熱を含んでいる。

　要がそのことを見逃すはずもなく、さらに執拗に柚香の肌を刺激してくる。

　背中や首筋を弄んでいた舌が、耳朶に触れると、ぞわぞわした甘い痺れが柚香の体を包み込む。

　それだけでなくねっとりと舌で肌を舐めたかと思うと、小鳥が啄むようにチュッチュッと乾いたキス音を立ててキスの雨を降らせてくる。

　その刺激がもどかしくて、観念したように柚香が肩を捻って背後へと視線を向けると、それを待ち構えていた要が口付けてきた。

　唇を重ねた要は、貪るように唇を動かし、柚香の口内へと舌を進入させてくる。

　侵入してきた彼の舌は、柚香の歯列をなぞり、柚香の舌に絡み付いてくる。

　彼がなにを求めているのか承知している柚香は、その思いに答えるように自分からも舌を絡めていく。

　彼のこの声も、自分を見つめる眼差しも、その全てを味わうように柚香は自分からも舌を絡めていく。

「くっ……はぁ…………っアッ」

　肩を捻ったままの不自然な姿勢で口付けを交わし、若干の息苦しさを感じていると、彼の手が柚香の胸の膨らみを鷲掴みにする。

　肩を捻ることで無防備になっていた胸に不意打ちの刺激を受けて、柚香は背中をしならせて喘いだ。

　そんな柚香の反応に欲望を煽られるのか、要は柔らかな胸の尖りを強く摘んできた。

　痛みを感じるほど強い刺激に、体に甘い痺れが走る。

「ふ……んぅっ…………」

　下腹部に湧き上がる熱がもどかしくて息を漏らすと、その声が自分でも驚くほど甘い。

　そのことを恥じる柚香の耳に、要が顔を寄せて囁く。

「柚香の声、すごくエッチでそそられる」

　要のからかうような言葉が、恥ずかしいはずなのに、ひどく甘美なものとして柚香の鼓膜を震わせる。

　甘く掠れた声で囁いた唇が、そのまま柚香の首筋を這う。

「──っ！」

　唾液に濡れた彼の唇に柔肌を撫でられ、その感触に息を呑む。

　滑らかに動く舌が、柚香の肌を弄ぶ。

「柚香、こっちを向いて」

　要に肩を引かれ、それに応えるように柚香が体を反転させると、要はそのまま柚香の胸にしゃぶりついてきた。

「あっ」

　暑く湿った舌の感触に柚香が熱い息を吐く。

　要は乳房にねっとりと舌を這わせ、小さく尖る乳首を薄い前歯で噛んだ。

　その刺激に柚香の体から力が抜けると、それを感じ取った要は、浅い呼吸に上下する柚香の胸をより淫らに舌で愛撫していく。

　まるで捕らえた獲物を貪る獣のような荒々しい舌の動きに、柚香は腰をビクビクと跳ねさせた。

「…………っ、ぁ…………んっ──っ」

　彼の与える刺激に身悶える柚香は、もがくようにして要の首に腕を絡めた。

　柚香の方から腕を絡めると、要は柚香の腰を撫でスカートのホックを外し、ファスナーを下ろしていく。

「エッチ」

　柚香が片方の手で要の手首を掴み、甘い声で抗議する。

　だけどその声は甘く、決して彼の行為を拒むものではないとわかる。

　だから要も「柚香にだけね」と、軽い口調で返してそのまま手を動かしていく。

　要は柚香のスカートを下着ごと引き下ろすと、ソファーの背もたれに接している方の柚香の足の膝を立てた状態にさせて、自分の体で押さえつけてきた。

「柚香」

「要君……」

　自分の名前を呼ぶ要の声はすごく優しいのに、その目は酷く野生的で荒々しい。

　そんな彼に組み敷かれる姿勢に、柚香は本能的な緊張を覚えた。

「……」

　生き物としての優位性がどちらにあるのか理解させられ、柚香はひそかに固唾を呑んだ。

　柚香に逃げられないと教え込むように、要は柚香の目を見つめて彼女のももを撫でる。

　要の手に肌を撫でられると、彼の手が通り過ぎた場所に淫らな熱が宿っていく。

　獣の眼差しを向けられながら、優しい手つきで愛撫されると、そのチグハグさが柚香の肌を甘く痺れさせる。

　彼の大きな手が、胸や腰、ももだけでなく、足の付け根を撫でる。

　要は柚香の反応を確かめるように、割れ目に沿わせた指を上下に動かしてゆく。ぬるりと動く指の感触に、柚香は体の昂ぶりを押さえられなくなっていく。

「や…………あ、ぁっ…………ぁぁああぁっ」

　体を震わせ、足を閉じようとするが、自分にのしかかる要の体が邪魔をしてそれが叶わない。

　もがく柚香の反応を楽しむように、要が不意に上下に動かしていた指を小刻みに震わせた。

「きゃぁっ！　……ぁぁああぁっ」

　その刺激に柚香が悲鳴に近い声を漏らす。

　緩急を付けながら肉芽を擦られ、柚香が身悶える。

　彼から与えられる刺激から逃れられない柚香は、身悶えながらそれを享受し、体を小刻みに跳ねさせる。

「キャッ……あっ…………ああぁっ！」

　淫らに熟した肉芽を散々刺激した要の指が、蜜を滴らせる淫唇を押し広げた。

　すでに熱を溜め込んでいた柚香の蜜壺からは、トロリと蜜が滴る。

　要は滴る蜜を指に絡ませ、孤を描くように指を動かしながらそれを柚香の中へと沈めてくる。

　蜜を絡めた指は、柚香の中へとスムーズに沈んでいく。

「あっイヤッ！」

　沈んでくる指の感触に、柚香はもがいた。

　要は、そんな柚香の反応が愛おしくてしょうがないといった感じで、より深く柚香の中に指を沈めて動かしていく。

「駄目っ──っ！」

　彼の指の動きに、柚香が甘い嬌声を響かせる。

　柚香は悲鳴のような嬌声を上げ、大きく背中を反らせた。その次の瞬間には、脱力してソファーにグッタリと体を沈める。

「もうやめて……」

　脱力する柚香が、切ない声でお願いする。

　要はそんな柚香の願いを無視して、肩で呼吸する柚香の体を執拗に刺激していく。

　要の指は硬く膨らんだ肉芽を擽り、舌で首筋や耳朶を舐めしゃぶる。そうされると、達したばかりの体は、再び淫らな熱を帯びていく。

「やっ……」

　燻る熱を誤魔化すように視線を逸らし、柚香は要の胸を軽く押す。

「もう無理そう？」

　熱い息を吐く柚香に要が聞く。

「……」

　柚香が首の動きで答えると、要は乱れた柚香の髪を手櫛で整え耳元に顔を寄せる。

「このまま挿れていい？」

　そう囁く要の声に微かな緊張を感じた。

　顔を見れば、彼が自分に真摯な眼差しを向けている。

「柚香の全てが欲しいんだ」

　要の言う全てとは、今この瞬間の快楽という意味ではなく、柚香の将来をという意味なのは彼の表情を見ればわかる。

　人生をかけてこの人に求められている。その事実に、柚香の胸が熱くなる。

「私も……」

　柚香自身、彼のその求めに応えたいと思う。

　その思いを言葉ではなく、口付けで返す。

　重ねる唇から彼の安堵の息遣いを感じる。

　愛している。と、重ねる要の唇が動く。そしてまだ脱力している柚香の脚を要が持ち上げる。

「ここで……？」

　そう訴える柚香は、視線をリビングの続き間になっている扉へと向けた。

　さして広くない一人暮らしの部屋、スライド式の扉の向こうには寝室で、要と使うには窮屈だろうけどベッドがある。

　せめてそちらで……と、視線で要を誘うが、要が悪戯な微笑みを添えて返す。

「それは後で」

「え？」

「今は、シャワーを浴びる時間も移動する時間も待てない。俺はずっと柚香を待っていたんだから」

　それだけ言うと、要は柚香の中へと自分のものを沈めてきた。

「あぁぁぁっ」

　要は一気に自分の剛直を柚香の中へと押し入れる。

「……あぁっ」

　さっき達したばかりで敏感になっている柚香の膣壁を、熱く膨張した要のものに擦られ、柚香は熱い息を漏らした。

「柚香っ」

　名前を呼ぶ要のたくましい指が、華奢な柚香の腰を捉える。そしてそのまま荒々しく腰を動かしていく。

「あぁっ…………ァッ」

　ツプツプと敏感な皮膚を擦る感触に、柚香が背中を反らせて喘ぐ。

　彼の存在は、艶かしい熱を持って柚香の中を支配していく。

　その感覚に、柚香の体は、狂おしいほど敏感に反応してしまう。

　要の存在感に、体の芯だけでなく、指先まで痺れていく。まるで甘い毒に神経が冒されていく気分だ。

　その毒から抗うように、柚香は体をくねらせ逃れようとするが、要が腰を捉えていてどうすることもできない。

　それどころか、その抵抗が強い摩擦を生み、柚香を苛んでいく。

　狭いソファーの上、片方の足が自然と下に落ちると、挿入角度が変わったことで新たな刺激を生む。

「あぁぁっ…………はぁぁっ！」

　さっきより激しく内膜を擦る感覚がもどかしくて、柚香は要の背中に腕を回し彼にしがみつく。

　彼の存在に縋るようにして彼の与える刺激を享受する。

　それは彼の存在に全身で縋っているようで、肉体以上に精神を侵略していく。

　艶かしいその感覚に溺れていくのを感じながら、柚香は背中を反らせる。

　彼の存在に支配されていくことが怖いのに、それでいて愛おしい。

　要はそんな柚香の思いを悟っているかのように、腰を強く掴み、激しく腰を突き動かしていく。

　彼の腰が動く度、息苦しいほどの痺れが柚香の意識を支配していく。

「はぁ…………くぅ…………駄目っ！　あっ」

　柚香が苦しげに息を吐く。

　そんな柚香をさらに追い詰めるように、要はより激しく腰を動かす。

「く……ゆずっ」

　苦しげに息を吐く要と、そんな彼の腰の動きに合わせて浅い呼吸を繰り返す柚香。二人のものが擦れる卑猥な水音が狭いリビングに満ちていく。

　その音が、柚香を聴覚からも辱めていく。

　自分を満たしていく全ての刺激が狂おしい。体から力が抜けてきて、姿勢を保つことさえ苦しくなる。

「あんっ…………はぁっ……かな……めっ…………もうっ」

　絶え絶えに名前を呼ぶ柚香に、要が「限界？」と、問い掛けてくる。

「……うん」

　苦しそうに柚香が頷くと、要はその腰に深く指を食い込ませ、より激しく腰を揺さぶってくる。

「あぁ……ぁ」

　荒々しく乱暴に抜き差しされる彼のものの存在に、柚香は息を吐く。

「柚香、どうしようもなく愛している」

「……あぁ……あっ…………はぁっくっ…………っ私も」

　切れ切れの息遣いで柚香が切なく思いを告げると、要の息遣いも、短く荒々しいものになっていく。

「あぁ！」

「はあぁぁぁっ」

　一際激しく腰を打ち付けられた次の瞬間、要のものが柚香の中で爆ぜるのを感じた。

「柚香、愛してる」

　グッタリと脱力する要が、柚香の上に覆い被さり、そのまま強く抱きしめてきた。

「私も」

　柚香もそう返して、要の首筋に腕を絡めた。

　微かに汗が滲むその首筋も、荒い息遣いも、その全てが愛おしい。

　心から愛していると思える人に、同等の愛情を注がれる。その奇跡のような幸福。

　柚香は要の首筋に腕を絡めてその幸せを噛み締めた。
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　要との思いを再確認した翌週、亜美との打ち合わせに向けて資料を確認する柚香に文彦が声をかけてきた。

「本当に任せていいのか？」

「いいよ。先方の希望だし、竹内さんは他の打ち合わせあるし」

　文彦は「悪い」と軽く肩をすくめて感謝を示す。

　持参するカタログを書類袋に詰める柚香の手元に視線を送り、文彦が顎で合図する。

「おい、それ……」

　彼が言わんとすることを理解し、柚香は申し訳ないと頭を下げるが、左手の薬指にはめられている指輪を外す気はない。ついでに言えば、Ｖラインのブラウスの首元を彩るネックレスも同じである。

「今日だけは見逃して」

　柚香が申し訳ないと眉根を寄せると、しばらく考えた後で文彦が「揉めるなよ」とため息まじりに承諾してくれた。

「会社に迷惑はかけないから」

　企業に属する一社員としては、かなり非常識な振る舞いをしているという自覚はある。さすがにこの場で打ち明ける気はないが、もう一つなかなか非常識なことをするつもりだ。

　そのことに後ろめたい思いはあるが、どうしても亜美と本音で話したいので、ここは引くわけにはいかない。

　抱える書類袋を強く抱きしめ、祈るような思いで柚香は次の言葉を待つ。

「まあ、あの人とお前、なんか訳ありな感じだしな」

　ため息混じりの文彦の言葉に、柚香は驚きの視線を向けた。

「……」

　そんな柚香に文彦は、時計を確認して返す。

「普通にわかるよ。最初はただの気難しい客かと思ったけど、お前に会いたくて因縁つけてる感じだし」

　そこで一度言葉を切った文彦は、顎を撫でながら短く唸り、さして興味もなさそうに自分なりの推測をたてる。

「あのイケメンの昔の恋人かなにか？　にしては多少歳が離れているし、男女のドロドロとした情のようなものは感じなかったけど」

　さすが営業のホープ。意外によく人を観察しているようだ。

　文彦の推測に、柚香はそっと微笑んで抱えていた書類袋を鞄にしまう。そしてよいしょと鞄を肩にかけてから言う。

「元恋人より、もっと近い存在だよ」

「なんだそれ？」

「秘密」

　楽しげに返して、柚香は軽く手を振ってオフィスを出ようとした時、視界の端に仲のいいスタッフと談笑する瞳の姿が見えた。嬉しそうに笑う瞳の左手薬指に、細い指輪が輝いている。

　書類を入れて重くなった鞄が肩に食い込むのを感じつつエレベーターに乗り込む柚香は、要との会話を思い出す。

　離婚を決意した義理の母が「家族になりきれなかった」と嘆いたのは、彼女が、柚香たちとただ同じ家で一緒に暮らすだけでなく、家族になりたかったからだ。

　それに気付けば、辻褄の合わない亜美の行動に思うところが生じる。

　株と引き換えに別荘を欲しいと言い出したり、突然別荘に押しかけてきたり、仕事を口実に柚香を呼び出してみたりと甚だ迷惑なことばかりだが、彼女の行動の中で一貫していのは「要の母」という自己主張だ。

　それにレストランに呼び戻されたあの日、亜美が語って聞かせた彼女の過去は、柚香の動揺を誘うためというより、彼女の本音の吐露のように思えた。

　夢を叶えるのに必要な資金も権力も手に入れた代わりに、夢を叶えることが許されない環境に置かれ、虚栄心を満たすことはできるけど、ただそれだけの人生。

　家庭に恵まれず地獄のような環境から救われた彼女は、もしかしたら本当に要の父に愛情を抱いていたのかもしれない。それなのに返される愛情がなくて、金で買った嫁と軽くあしらわれていくうちに感情を拗らせていったのではないだろうか。

　そんな柚香の推測を、一度は「ありえないと」と笑い飛ばした要だけど、それでも思うところもあったのだろう。

　亜美の生活に関連した様々なことを、調べ始めていた。

「……」

　エレベーターが一階に到着したので、柚香は、亜美との待ち合わせの場所へと向かった。
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　亜美が打ち合わせに指定したのは、今回もあのレストランの個室だった。

　約束の時間より遅れて到着した亜美は、部屋に入るなり不快げに眉根を寄せた。

「どうしてその子がそこにいるの？」

　彼女が攻撃的な眼差しを向ける視線の先には、柚香の隣で優雅にお茶を楽しむ要の姿がある。

「このレストランのオーナーが、快く通してくれたからじゃないですか？」

　要に涼しい顔で返され、亜美は扉を押さえるオーナーを睨む。

　そんな亜美に、要が言葉を付け足す。

「それに先週、俺に、彼女とお茶するから一緒にどうかと誘ったのはあなたですよ」

　亜美の視線を受けて俯くオーナーに何を言っても無駄だと理解したのか、犬を追い払うように手を動かし退室させる。

「あなたの権力の絶大さは、こんなことされなくても知っているわ」

　威嚇するようにヒールの踵で床を打ち鳴らす亜美は、テーブルに歩み寄ると乱暴に椅子を引いて腰掛けた。

　そして柚香に不機嫌な眼差しを向けて言う。

「せっかくアドバイスしてあげたのに」

「その結果です」

　彼女の傲慢な勢いに臆することなく、柚香は彼女の眼をしっかり見つめて返す。

「そう。……仕事を辞めて退屈で出口のない世界に収まる人生を選ぶことにしたのね」

　ガッカリしたと言いたげに息を吐く亜美に、柚香は首を横に振る。

「仕事は辞めませんよ」

　背筋を伸ばして返す柚香の言葉に亜美が「愚かね」と、返す。

「愚かな人生を、二人で楽しむことにします」

　柚香はそう胸を張る。

　もちろん、亜美の考え方にも一理ある。

　要との関係を深めていけば、面倒なことも多いのは確かだ。

　柚香だって、好き好んで面倒な世界に足を踏み入れたいとは思わないが、それでもその世界に足を踏み入れなければ要と一緒にいられないと言うのであれば、迷いはない。

　柚香の覚悟のほどを測るように疑わしげな眼差しを向けていた亜美は、「そう」と呟くと、要へと視線を移動させた。

「それで、あなたの大事なおもちゃに悪さをした私は、どんな罰を受けるのかしら？」

　亜美は視線を柚香から要へと移動させると、顎を高くあげて首筋を晒す。そうやって自虐的な空気を纏う亜美に、要が「まさか」と薄く笑うと腰を捻り、椅子の背もたれと背中の間に置いていた鞄から種類の入ったＡ４サイズの紙袋を取り出す。

「これを」

「……？」

　自分の前に差し出された紙袋に指を乗せ、亜美が怪訝な顔をする。

　封筒の中身が気になりつつも警戒心を滲ませる亜美に、要が言う。

「ご主人の会社への融資案とそれに伴う業務改善計画の提案書類です。急ぎ作成した草案なので、今後、経営陣のヒアリングを行いながら内容を詰めていく必要がありますが」

　要の言葉に亜美が、弾かれたように顔を上げた。

「あなたが本当に求めていたのは、これですよね？」

　要の言葉に、亜美の頬に一気に赤みが差した。

　怒っているような泣きそうな表情がないまぜとなり、亜美の輪郭がブレる。

　富裕層の奥方として優雅に振る舞っている亜美だが、その実、現在の夫が営む会社の業績が芳しくなく懐事情はかなり厳しいものになっているらしい。

　それは柚香と話したことで彼女の近況が気になった要が、信用調査会社から資料を取り寄せて知った情報だった。

　まだ表沙汰にはなっていないが、信用調査会社の情報によれば、メインの取引をしていた企業の倒産の余波で次の決算期に不渡手形を出す可能性が高いとのことだ。

「今のご主人の会社の運転資金が必要だから、急に株を売ると言い出したんですね。売却の条件に別荘の譲渡を上乗せしたのは、俺がそれに難色を示せば売却金額の上乗せが期待できると思ったから……というところでしょうか」

　要の話を聞く間に感情を整えた亜美は、口角をそっと持ち上げて薄く笑う。

　そして気の強そうな視線を要に向ける。

「それがなに？　その金をくれてやるから、もう関わるなってこと？」

　高飛車な雰囲気を纏い、冷めた口調で虚勢を張る亜美だが、指は封筒の上に乗せられたままだ。

　要はその言葉に軽く首を振る。

「やるとは言っていませんよ。俺のポケットマネーからの出資ですから、業績を立て直してもらってちゃんと返してもらいます」

　そのために業務改善計画を添えたのだと要が言うと、亜美は「ケチね」と不機嫌に返す。

「でもそれが、本当に欲しかったものでしょ？」

「……？」

　亜美は上目遣いに、その言葉の裏を探る。

「大口の取引先が倒産したのであれば、一時的な融資だけで経営体制を立て直すのは困難です」

　お互いに相手の真意を図るように見つめ合うだけで、その先へと会話が進みそうにないので柚香が話に割り込む。

「要君にとってこれは、家族としての申し出です。亜美さんだって、家族だと思っているから、要君に頼りたかったじゃないんですか？」

　遠慮がちに発せられた柚香の声に、亜美の視線が動く。

　亜美が何か言いたげな顔をするが、言葉が見つからないのは、つまりはそれが真意だからだ。

　最初の頃の彼女は、傲慢で意地悪でどうしようもない女性という印象だった。

　だから最初このレストランで亜美に再会した時は、柚香を動揺させ、要との関係を邪魔したいのかとも思ってしまったがそれは違う。

　父との離婚を決意した義母と話したことで、ふと気付いた。

　義母もそれなりの覚悟を持って、子供がいる自分の父と再婚し、柚香の母になる努力をしていたのだ。その歴史があるからこそ、家族になりきれなかったからといって、簡単に他人になれるものではない。

　だから、違う角度で亜美の生き方について考えてみた。

　もちろん柚香の想像に過ぎないのだけど、人生のどん底にいたと話していた亜美が、そこから救い出してくれた要の父に本当に愛情を抱いていたのなら、彼女は要とも家族になりたかったのではないだろうか。

　親子と呼ぶには年齢が近すぎる要と亜美は、正しい距離の取り方を定められないまま家族としての時間を過ごし、消化しきれない思いを抱えたまま夫の死別によりその関係が解消された。

　しかも財産分与の面でも、自分と要それぞれに残されたものを知り、夫が自分に家族として正式な扱いを受けていなかったと思い知らされれば、なおのこと要との正しい距離の取り方がわからなくなるだろう。

　それでも心のどこかでは、亜美にとって要は家族だったのだ。

　だから今の夫の会社が経営の危機に立たされた時、咄嗟に要の顔が浮かぶのと同時に、自分から「助けてください」と、救いを求めることはできなかったのかもしれない。

　そんな角度でこの状況を受け止めれば、彼女が本当に求めているものも理解できる。

「素直に支援を求めてくれればよかったものを」

　やれやれとため息を吐く要を亜美が睨むが、今となってはそんな表情も、子供が拗ねているようにしか見えない。

　そんな亜美の表情に、要は「まあ、そんなこと、プライドが許さないでしょうけど」と理解を示す。

「……」

　そうやってひとしきり悔しがる亜美の反応を眺めた後で、要が不思議そうに聞く。

「ただ、正直一つだけ理解できていないんです。あなたの資産は会社の抵当に入っていないはずですよね？」

　つまり亜美は月瀬の未亡人としてそれなりの財産を相続しているのに、今の夫はそれを会社の運転資金に当てていないということだ。

「そうね。だから離婚すれば、夫の借金なんて他人事になるわ。なんだったら計画倒産して、私の財産で二人のんびり優雅に暮らすって方法もある」

　元来の高飛車な雰囲気を取り戻し、亜美が片方の口角を上げて笑う。

「どうしてそれをしないんですか？」

　要の言葉を聞き、亜美が悔しそうに髪をかき上げた。

「夫に離婚していいと言われたから」

　ため息混じりに打ち明けた亜美は、くだらないと言いたげな声色で続ける。

「彼は責任感が強い人だから、社員を途中で投げ出したりしない。だけど私に迷惑かけたくないから別れよう。そう言われてあっさり捨てるのも、体裁が悪いでしょ」

　言い方はぞんざいだが、つまりは夫を捨てることができず、彼女なりに夫を助ける手立てを考えた結果が、要からの支援を引き出すということだったのだろう。

　ことの成り行きを見守る柚香の視線に気付いた亜美が、面白くないと睨んでくる。

　彼女の本質を理解すれば、少しも怖くない。

　要の元家族だと思えば、なおのことだ。

　──要君のお父さんも、この人のこういうところに気付いていたのかな……。

　今となっては確かめようもない話だが、要の父が亜美のことを、彼女のそういった人間性を評価して再婚相手に選んでいたのならいいのにと思う。

　柚香の視線が居心地悪かったのか、亜美は盛大にため息を吐いて立ち上がった。

「とりあえず、計画書は預からせてもらうわ。それと家具については、あなたに任せるから好きにして」

　別荘の家具の話は、要を交渉の場に誘い出すための口実だったので、目的を果たした今あまり興味はないらしい。

　相変わらず素直ではないが、要の融資話をすぐに蹴るつもりはないらしい。

「お母さん……」

　そのまま後ろ手に指をヒラヒラさせて部屋を出て行こうとしていた亜美の動きが、要の発したその言葉に固まる。

　そのまま目を丸くして振り向く亜美に、要が挑発的な笑みを添えて付け足す。

「俺がそう呼んでいれば、あなたの感情のあり方も違いましたか？」

　それが彼なりの冗談だと理解した亜美は、彼とよく似た挑発的な笑みを浮かべて肩をすくめる。

「それはそれで気持ち悪いわね」

「確かに」

　そう言って互いに静かに笑う。

　二人の間に流れる空気に親しみはないが、それでいて全くの他人という感じでもない。

　家族であることをやめて何年も経ってから育まれる情もあるのだろう。結局のところ、家族になるということは簡単に捨てられない絆を生むことなのだから。

　お互いにどこかくえない表情で肩をすくめ合うと、亜美はいよいよ部屋を出ていった。

「ありがとう」

　亜美が退室すると、柚香の手に自分の手を重ねて要が言う。

「柚香がいてくれなかったら、あの人のこんな顔を見ることなかった」

　感謝の言葉を口にする要に、柚香はそっと微笑んだ。

「家族って面白いね」

　さっきの亜美とのやり取りや、彼女と話していたことで浮かんだ思いをまとめると、その一言に尽きる。

　柚香の言葉に頷き、要は柚香へと顔を寄せ、唇を重ねて囁く。

「俺は柚香と家族になりたいよ」

　その言葉にコクリと頷く柚香は、自分からも口付けを返し「私も」と微笑んだ。








＜エピローグ＞









「柚香、これ、あの人が君にって」

　五月の休日の昼下がり、待ち合わせのカフェに姿を見せた要が、そう言ってポケットから取り出した小さな箱をテーブルに置いた。

　光沢のある布張りの小さな箱は、要の手の中にすっぽりと収まる大きさで、その外観を見ただけで、中身がなんであるかおおよその予想がついた。

　要は亜美と、正しくは彼女の夫と融資に向けての打ち合わせが長びいたため、柚香との約束に遅れてきた。

「あの人って、亜美さん？」

　要の表情で誰の話をしているのかわかるけど、一応確認する。

「あの人のお気に入りの品だったそうだよ」

　柚香の質問に首の動きで答えつつ話す要の口調が嫌そうなのは、亜美にまた面倒な絡まれ方をしたからだろう。それでも亜美の今の夫である二宮氏と融資や経営改善に関する話し合いをする際に彼女が同席することを拒まないのだから、要なりに亜美とのやり取りを楽しんでいるのかもしれない。

　その状況を想像して苦笑いを浮かべつつ、柚香は箱の蓋を開けた。

「……」

「来月の式の時に身につけるといいって言ってたけど、指輪？」

　箱の中身に目を奪われ動きを止める柚香に、軽く腰を浮かせて向かい側から中を確認した要が聞く。

　二人の見つめる箱の中には、夏空の濃厚な青を凝縮させたような宝石が台座に据えられた指輪がある。

「綺麗ね」

　深みのある青い宝石の美しさに、自然とそんなつぶやきが溢れる。

「それを贈るのは、俺の役目だと思うけど」

　指輪を眺める要がどこか拗ねた口調になるのは、これを亜美の新たな嫌がらせと考えているからだろう。でもこれは、来月の式で彼から受け取ることになる結婚指輪とは違う意味合いのものだ。

「要君、サムシング・フォーってわかる？」

　柚香の問いかけに、要が首を横に振る。

「海外の習慣だけど、花嫁が結婚式の日になにか古い物、新しい物、借りた物、青い物を身に付けていると幸せな結婚生活を送れるおまじないなの」

　だからこれは、彼女からの二人の結婚を祝福するというメッセージだ。

　柚香の説明に頷く要は、すぐに「？」と首をかしげる。

「その場合これは、青いものと、古いものどっちを意味しているんだろう」

　そう言われて、柚香は指輪を取り出して光に翳してみた。

　指輪の台座部分には小さく細かな傷があり、亜美がよく使っていた品だとわかる。

　サファイヤより穏やかな青味を放つ青い石は、ブルートパーズだろうか……。

「それは、どちらでもいいんじゃないかな。亜美さんが私たちの結婚を祝福してくれている。それだけで嬉しいから」

　そう返す柚香が要に指輪を差し出すと、それを見た要が「綺麗だね」と優しい声で囁く。

　要や柚香が綺麗だと思える青を、亜美も綺麗だと感じ、愛用してきたということが妙に嬉しい。

「柚香がいてくれなければ、俺は、あの人の本音を知ることはなかった。いつも柚香が、俺の見ている世界を明るくしてくれる」

　指輪を見上げたまま要が言う。だけどそれは違う。

「それは、私の台詞だよ。要君が、私に本当の幸せを教えてくれるんだよ」

　まるでお互いの存在が、幸せを届けてくれる青い鳥のように、お互いの人生を明るい方へと導いてくれる。

　そんな人と出会えた幸福を、手放せるわけがない。

「出会ってくれてありがとう」

　そうお願いする柚香の手に、要が自分の手を重ねる。

「一緒に幸せになろう」

　幸せにする。ではなく、共に幸せになろうと誘ってくれる要を愛おしい。

　そんな彼と共に歩んでいく人生が、幸せでないわけがない。

　要と肩を寄せ空に溶け込みそうな青い宝石を見上げ、柚香はそっと微笑んだ。
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